
Ⅴ－1．都道府県内のがん医療に携わる医療者の研修・人材育成についてのアンケート

がん化学療法

Ｈ30年度の
研修開催予定日

研修名 対象者

あ
る

な
い

あ
る

な
い

1 北海道がんセンター

2 青森県立中央病院

3 岩手医科大学附属病院 ○ 1回 ○ 平成30年10月13日～1日間 がん看護研修会（化学療法）（仮） 看護師
指導者の不足、遠方から交通
手段

教材があると良い

4 宮城県立がんセンター ○ ○

○
研修生
との日
程が合
わな

かった。

○
研修費用の負担をお願
いしたい。

5 東北大学病院 ○ 5回 ○

①平成30年9月11日～2日間
②平成30年10月9日～2日間
③平成30年10月30日～2日間
④平成30年11月6日～2日間
⑤平成30年11月27日～2日間

①②③④⑤がん薬物療法研修
①②③④⑤医師・薬剤師・
看護師

6
秋田大学医学部附属病
院

○ 3回 ○
①平成30年5月12日～1日間
②平成30年7月21日～1日間
③平成30年8月9日～1日間

①がんプロFDワークショップ
②がんプロFDワークショップ
③化学療法・放射線部会講演会

①医療者、患者、一般人
②医療者、患者、一般人
③医療者

7 山形県立中央病院 ○ 2回 ○ 未定　5日間 化学療法セミナー
医師、薬剤師、看護師、医
療機関従事者

8
福島県立医科大学附属
病院

○ ○ ○

9
茨城県立中央病院・
茨城県地域がんセンター

○ ○ ○ ○

10 栃木県立がんセンター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 平成30年11月未定
拠点病院における外来化学療法の標準
化（仮）

栃木県内拠点病院におい
て外来化学療法に携わる
医師、看護師、薬剤師、ＭＳ
Ｗ

県による研修会の後援
や研修会開催の通知
等、協力体制が必要。

11
群馬大学医学部附属病
院

○ 1回 ○ ①平成30年7月12日～1日間 化学療法と看護
職種・専門を問わず、すべ
ての医療従事者

県内にがん薬物療法専門医の
有資格者が少ない。
また、この資格取得を目指す
若手医師が少ない。

12 埼玉県立がんセンター

13 千葉県がんセンター ○ 2回 ○ ①平成30年11月17日～1日間 がん化学療法チーム研修

がん診療連携拠点病院、ま
たは協力病院の化学療法
チーム（医師、薬剤師、看護
師、MSW）

14 東京都立駒込病院

15 がん研究会有明病院 ○ 1回 ○ 調整中 がんの薬物療法研修会 医師、薬剤師、看護師

・研修会へ参加する医師が少
ない。特にがん化学療法の
チーム医療について、医師の
関心が薄い。

16 神奈川県立がんセンター ○ ○ ○ 平成30年度8月2日　～1日間
神奈川県がん診療連携協議会 がん薬
物療法部会 ピアレビュー研修

神奈川県がん診療連携協
議会 がん薬物療法部会6
グループのリーダ施設の医
師、看護師、薬剤師、MSW
および、多施設のオブザー
バー参加希望者

神奈川県がん診療連携協議会
は現在、地域がん診療連携拠
点病院が18施設、診療連携指
定病院が12施設、計30施設で
構成されていますが、がん薬
物療法に関する環境は、施設
間で大きな違いがあることがア
ンケート調査で示されました。
全ての施設に均等なニーズを
探すことは難しいため、ピアレ
ビューから始めることにしまし
た。施設が多いため、県内を地
理的な関係で6グループに分
け、本研修後に、まずはグルー
プ代表6施設間で、がん薬物療
法にかかわる相互訪問ピアレ
ビューを開始する予定です。初
めてのこころみであり、今後問
題点を明らかにしていきます。

今回、8月2日の研修で
は、国立がん研究セン
ター　がん対策情報セン
タ―の橋本先生、加藤
先生に講師をお願いす
ることができ感謝してお
ります。他施設からの参
加を呼び掛ける上で、が
ん対策情報センターの
先生方のご講演により、
研修会参加のモチベー
ションが高まるものと考
えております。

17
新潟県立がんセンター新
潟病院

○

18 富山県立中央病院 ○ 1回 ○ なし なし

19 金沢大学附属病院 ○ 1回 ○ 平成30年度6月28日
第４０回石川県がん診療連携拠点病院
研修会

がんセンター診療に携わる
医療従事者

特になし 特になし

20 福井県立病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21 山梨県立中央病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 平成30年度7月28日～1日間
山梨県がん化学療法医療従事者研修
会

医療従事者

研修を企画する際に、部会や
委員会などに所属していない
場合、セミナーや研修企画運
営を行う際の予算をどこにどの
ように申請するのか教えていた
だきたいです。

研修会を企画するにあ
たり、国立がんセンター
の先生と直接交渉しまし
た。製薬メーカーさんの
協力を得て、講師の先
生の連絡先を教えてもら
い、連絡を取ったのです
が、研修講師派遣につ
いて、個々のスタッフレ
ベルでは連絡先等の入
手が困難なため、相談
できる窓口があると便利
だと思いました。

都道府県内の施設に向けたが
ん化学療法の研修・人材育成

に関する困りごとなど

都道府県内の施設に向
けた研修・人材育成を実
施するにあたり必要とす

る支援など

都道府県のがん診
療連携協議会等
で、都道府県内の
施設へのがん化学
療法の研修につい
て検討する機会
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22
信州大学医学部附属病
院

○ 1回 ○
①平成31年2月頃～1日間
②平成30年6月23日～1日間

①医療者研修会
②長野臨床腫瘍懇話会

①医療者一般
②腫瘍内科医

23
岐阜大学医学部附属病
院

○ 1回 ○ 平成30年度11月～1日間

癌治療戦略検討会（拡大キャンサー
ボードミーティング）＆副作用対応を含
めた
放射線治療・化学療法の推進に関する
研修会

岐阜県内の病院でがん医
療に携わる医師，薬剤師，
放射線技師，看護師，その
他

化学療法専門家の臓器による
偏りが見られる。たとえば呼吸
器、血液疾患の化学療法専門
医は増えつつあるが、消化器、
乳腺、婦人科、泌尿器科等の
化学療法専門医はほとんどい
ない。大学医学部出身者が地
方に残らない現状にも関係して
いると思われる。

24
静岡県立静岡がんセン
ター

○ ３回 ○

①平成30年4月１日～　1～2
年間
②平成30年9月
   平成31年3月～2日間

①医師レジデント（がん薬物療法専攻修
練医）
②臨床腫瘍学コース（化学療法に関す
る回は2回）

①卒後5年目以上の医師
②全職員

研修生の確保 特になし

25
愛知県がんセンター中央
病院

○ 2回 ○
①平成30年7月13日～1日間
②平成31年2月15日～1日間

①②免疫チェックポイント阻害薬につい
て

①②愛知県内の拠点病院
医師・看護師・薬剤師

特になし 特になし

26
三重大学医学部附属病
院

○ 1回

27 滋賀県立総合病院 ○ ○ ○ ○

28
京都府立医科大学附属
病院

○ 1回 ○
平成30年6月23日～
1日間

呼吸器アドバンスセミナー
医師、歯科医師、看護師、
薬剤師

29
京都大学医学部附属病
院

○ 7回 ○

①平成30年10月30日～2日間
②平成30年11月13日～2日間
③平成30年12月11日～2日間
④平成31年1月22日～2日間
⑤平成31年2月19日～2日間
⑥平成31年3月12日～2日間

①第45回京大病院がんセンターがんチー
ム医療研修「患者とスタッフのための医療
安全～分子標的薬・免疫チェックポイント
阻害剤のマネージメントを中心に～」
②第46回京大病院がんセンターがんチー
ム医療研修「患者とスタッフのための医療
安全～分子標的薬・免疫チェックポイント
阻害剤のマネージメントを中心に～」
③第47回京大病院がんセンターがんチー
ム医療研修「患者とスタッフのための医療
安全～分子標的薬・免疫チェックポイント
阻害剤のマネージメントを中心に～」
④第45回京大病院がんセンターがんチー
ム医療研修「患者とスタッフのための医療
安全～分子標的薬・免疫チェックポイント
阻害剤のマネージメントを中心に～」
⑤第46回京大病院がんセンターがんチー
ム医療研修「患者とスタッフのための医療
安全～分子標的薬・免疫チェックポイント
阻害剤のマネージメントを中心に～」
⑥第47回京大病院がんセンターがんチー
ム医療研修「患者とスタッフのための医療
安全～分子標的薬・免疫チェックポイント
阻害剤のマネージメントを中心に～」

①がん薬物療法を中心的
に行う医師・薬剤師・看護師
各1名、3名1組のチーム
②がん薬物療法を中心的
に行う医師・薬剤師・看護師
各1名、3名1組のチーム
③がん薬物療法を中心的
に行う医師・薬剤師・看護師
各1名、3名1組のチーム
④がん薬物療法を中心的
に行う医師・薬剤師・看護師
各1名、3名1組のチーム
⑤がん薬物療法を中心的
に行う医師・薬剤師・看護師
各1名、3名1組のチーム
⑥がん薬物療法を中心的
に行う医師・薬剤師・看護師
各1名、3名1組のチーム

この様なチーム医療研修を受
けること、、また、提供すること
に対するインセンティブがな
い。

Web会議システムの整
備。

30 大阪国際がんセンター ○ ○ ○

○
看護

師、薬
剤師の
みを対
象とした
研修を
実施す
ればよ

い

○

31 兵庫県立がんセンター ○ 1回 ○ 平成30年10月6日～1日間
化学療法チーム医療研修会(遺伝性腫
瘍)

県下の国指定及びに県指
定の拠点病院並びに準拠
点病院の医師・看護師・薬
剤師・MSW・遺伝カウンセ
ラーからなるチーム

①　医師以外のメンバー（看護
師、薬剤師、MSW）が異動によ
り交代になるため、ノウハウな
どの引き継ぎに課題がある
②　国がんの指導者向け研修
に行ったメンバーで継続して
行っているが、公的に支援する
仕組みが全くないため、担当者
達がボランティア的に行ってい
る。非常に有用な取り組みだと
考えているが、毎年各部門の
長にお願いをして人員供出に
ついてご理解を頂いてやっと継
続できている状態
③　参加病院からの参加希望
が増えているが、上記のような
制約から複数日の研修や複数
回数の研修が実現困難。今回
取り上げたテーマでは本来
ロールプレイ研修を行いたい
が、時間的制約で見送った。

① 「都道府県内の施設
に対して研修・人材育成
を実施すること」を文書
で協議会から各都道府
県がん拠点病院に定期
的に要請して頂けると、
送り出し側受け入れ側
共に事務手続きがス
ムーズになります。
②少額でも良いので、研
修に使用できる予算を
提供して頂けると助かり
ます。現状研修生への
茶菓なども病院からは
支給されず、開催者が
ポケットマネーで提供す
る様な状況です。

32
奈良県立医科大学附属
病院

○ 1回
①平成30年5月27日～1日間
②平成30年11月3日～1日間

①奈良県がん化学療法チームフォロー
アップ研修会
②平成30年度　奈良県がん化学療法
チーム研修会

①平成29年度　奈良県がん
化学療法チーム研修会の
参加施設
②奈良県内のがん化学療
法チーム
（医師・薬剤師・看護師・医
療ソーシャルワーカーが
チームとして参加できる施
設）

33
和歌山県立医科大学附
属病院

○ 3回 ○
①平成30年6月30日～1日間
②平成31年1月未定～1日間

①がん化学療法看護研修（ベーシック
コース）
②平成３０年度きのくにがん化学療法
チーム研修会

①がん化学療法看護に従
事している看護師
②化学療法に従事している
医療者（医師、看護師、薬
剤師、ソ－シャルワ－カ－
等）
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34
鳥取大学医学部附属病
院

○ ○ ○ ○ ○

臓器横断的診療が可能な薬物
療法医育成について、県医療
局と議論したが断られた。県と
しては腫瘍内科医としての人
材育成に向けた教育というより
は既存の診療体制（臓器別）で
の対応を考えるようで意見が
一致しない。年齢を区切った留
学資金援助などの支援を県で
は用意いただけているが、予
算のある年やない年があり一
定しない。年齢層を広げ、県の
がん診療に貢献する意思をも
つ者の支援をいただける仕組
みを作っていただきたい。

腫瘍内科で若手医師を
教育するため、雇用する
資金援助をしていただく
ことが人員確保の一助
となると考えている。県
外の施設で研修を受け
る場合でも、県などから
の給与保証があれば希
望者も増えるのではない

かと考える。

35
島根大学医学部附属病
院

○ 1回 ○ 未定 未定 未定

がん化学療法にかかわる研
修・人材育成に関しては，研修
会を開催するにあたって，多診
療科・多部署がかかわるため
に研修会開催の日程調整が困
難である．

特になし

36 岡山大学病院 ○ 1回 ○ 平成30年9月9日～1日間 がん化学療法チーム研修

現在までに研修を受講した
ことのある岡山県内のがん
診療連携拠点病院・地域が
ん診療病院・がん診療連携
推進病院において実務に携
わっている受講経験者４職
種（医師・看護師・薬剤師・
ＭＳＷ）

病院管理者が研修会参加を個
人のための研修ではなく、病院
改善のための業務として理解
していただけると参加者の増
加が期待できます。

特になし

37 広島大学病院 ○ ○ ○ ○ 開催日程は未定
未定（何らかの形で1回研修を行うよう
計画している）

県内医療施設のがん化学
療法医療チーム　（または
個人参加）

生涯を通じた薬物療法専門医
のキャリアパスの確立

がんゲノム医療での
NCCオンコパネルでの
結果にしたがって薬剤を
応用する臨床試験の計
画などについてご指導
頂ければ幸いです。

38
山口大学医学部附属病
院

○ 1回 ○ 未定

・免疫関連有害事象対策、ACP（アドバ
ンスド・ケア・プランニング）、認知症患者
への化学療法、高齢者への化学療法、
希少がん、AYA世代、遺伝カウンセリン
グ、妊孕性などテーマを決めて、各論の
研修会を開催する。
・どのようなテーマの研修会を希望する
かアンケートを取り、研修受講者の希望
に則したテーマを決定する。

・地域がん診療連携拠点病
院、地域がん診療病院、特
定領域がん拠点病院を対
象とする。
・テーマより参加職種を変え
るが、原則、医師、薬剤師、
看護師、MSWなどのチーム
参加とする。

39 徳島大学病院 ○ 1回 ○ 平成30年6月27日～1日間 第２回徳島がん治療セミナー
がん診療に関わる医師、看
護師、薬剤師、その他様々
な医療関係者

研修を行う場所が同じであるた
め、遠方からの参加が難しい。
外部に向けたe-ラーニングの
メンテナンスができていない。

がん化学療法の基礎知
識やリスクマネジメント、
薬剤の有害事象とケア
などの研修資料があれ
ば閲覧したい。

40
香川大学医学部附属病
院

○ 4回 ○ 未定　昨年度同様の開催予定 未定　昨年度同様の開催予定
保険薬局薬剤師・病院薬剤
師

41 四国がんセンター ○ 1回 ○ 平成30年9月8日～1日間
Oncology Specialist Meeting　愛媛県病
院薬剤師会学術講演会

薬剤師、看護師

恒常的な研修会システム構築
に困難さを感じる。また、題材
から考えてがん診療連携協議
会主催で看護師
も対象にした研修会に移⾏し
たいと思います。

講師や教材とともに費用
の支援が必要です。

42
高知大学医学部附属病
院

○ ○ ○

43 九州がんセンター ○ ○ ○

44 九州大学病院 ○ 1回 ○ 平成31年1月頃
平成30年度 福岡県地域におけるがん
化学療法チーム医療研修会

1） 福岡県内地域のがん診
療連携拠点病院のがん化
学療法に携わる医療スタッ
フ
2） 1施設4職種（医師、看護
師、薬剤師、MSW）での参
加

45
佐賀大学医学部附属病
院

○ ○ ○ ○ ○

46 長崎大学病院 ○ 1回 ○ 未定 未定

専門職の医師、看護師が増え
てきている。一方、専門および
認定薬剤師がなかなか増えな
い。

専門および認定薬剤師
が多い都道府県におい
てどのような工夫をして
いるのか知りたい。

47
熊本大学医学部附属病
院

○ 3回 ○
①平成30年7月～1日間
②平成31年1月～1日間
③平成31年2月～1日間

①化学療法技術研修
②第10回熊本がん化学療法セミナー
③化学療法技術研修

①熊本県内の化学療法に
携わる医師
②熊本県内のがん診療に
携わる医師、看護師、薬剤
師、検査技師　ほか
③熊本県内の化学療法に
携わる医師

熊本県は腫瘍内科の認知度が
低く、若い世代への腫瘍内科
啓蒙が必要な状況です。腫瘍
内科医、具体的には、がん薬
物療法専門医が存在すること
の各施設へのアドバンテージ
があると望ましいのではないか
と感じております。

48
大分大学医学部附属病
院

○ 2回 ○ ①②未定
①大腸癌の化学療法ーチーム医療ー
②免疫チェックポイント阻害剤の副作用

①若手医師、看護師、MSW
②医学生、研修医

49
宮崎大学医学部附属病
院

○ ○ ○ ○ ○ ○

50 鹿児島大学病院 ○ 2回 ○
①平成30年8月
②平成31年2月

①がん化学療法の基礎と明日からの実
践に役立つセルフケア指導
②四部門会

①看護師（院内外）
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都道府県内の施設に向けた、がん化学療法に関する研修等の人材育成について
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い

そ
の
他
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51
琉球大学医学部附属病
院

○ 4回 ○ 平成30年～1日間
拠点病院・診療病院間で開催時期と
テーマについて協議中である

拠点病院及び診療病院を
はじめとするがん化学療法
に携わる医師
（それ以外の医療関係者も
参加は可能）

がん薬物療法専門医が県内に
3名のみで、専従はそのうち2
名である。この領域に興味を
持ってくれる若い医師がいない
ため、なかなか後継者が育た
ない状況が続いいている。

　（昨年度までの緩和ケ
ア研修会の講義用スラ
イドに準じた）60分の講
義に使えるスライド教材
（編集可能なもの）があ
ると助かる。例）①薬物
療法全般、②分子標的
治療全般、③免疫療法
全般



Ⅴ－2．都道府県内のがん医療に携わる医療者の研修・人材育成についてのアンケート

緩和ケアチーム

Ｈ30年度の
研修開催予定日

研修名 対象者

あ
る

な
い

あ
る

な
い

1 北海道がんセンター

2 青森県立中央病院

3 岩手医科大学附属病院 ○ ○ ○ ○

緩和ケアチームに関する研修等の人材
育成がどのようなものを指すのかが、分
かりかねます。緩和ケアチームの見学
などの受け入れは随時行っております
が、系統立てた人材育成というものでは
ありません。岩手県では、2008年から岩
手県緩和ケアテレビカンファレンスを毎
月開催しており、会場を各拠点病院+中
核病院とし、地域の在宅医療関係者の
参加も含め、各回とも100-200名の参加
者を得て、緩和ケアに関する事例検討、
最新情報の共有などを行っています。こ
れまでに101回開催（のべ参加者数
10000人超）してきました。このカンファレ
ンスにおいて、それぞれの施設の緩和
ケア活動について情報共有を行ってお
り、緩和ケアチームに特化した人材育成
ではないものの、緩和ケア提供のあり方
について広範囲の医療者に対し教育的
であると考えています。

4 宮城県立がんセンター ○ ○ ○ ○

5 東北大学病院 ○ 1回 ○

6 秋田大学医学部附属病院 ○ 1回 ○ 平成30年7月～
平成30年度緩和ケア
実地研修

緩和ケアに関心のある医療者
（医師・看護師・薬剤師・理学
療法士・作業療法士・管理栄
養士）

緩和ケア医の育成については、各施設
でポストが無く育成が困難であること。

大学に緩和ケア講座を開設する支
援をお願いしたい。

7 山形県立中央病院 ○ ○ ○ ○ 未定　1日間
緩和ケアチーム実地
研修

がん診療連携拠点病院の緩
和ケアチーム

8
福島県立医科大学附属病
院

○ 1回 ○
平成30年8月4日
1日間

福島県緩和医療研究
会

緩和ケアに関わる医師、看護
師、薬剤師、相談員等

9
茨城県立中央病院・
茨城県地域がんセンター

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 栃木県立がんセンター ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 平成31年3月未定
緩和ケアチーム専従
看護師等連携研修

栃木県内の、国・県指定拠点
病院（9施設）の緩和ケアチー
ム専従看護師等

緩和ケアチームを対象とする研修企画
においては、企画者はチーム医師であ
ることが望ましいと考える。他施設の
チームは医師主体である場合が多いた
め、主体となる医師が不在の場合国が
求める研修企画の運営に至らないので
はないかと困難感を抱いており、県拠点
としてチームリーダーが医師でない場合
どうしたら良いか困っている。

11 群馬大学医学部附属病院 ◯ 1回 ◯
平成30年10月4日～1日
間

群馬大学医学部附属
病院がん研修会　（表
題未定）

職種・専門を問わず、すべて
の医療従事者

12 埼玉県立がんセンター 〇 ２回 平成３０年１０月未定
緩和ケアチーム実地
研修

医師、看護師、薬剤師など

13 千葉県がんセンター 〇 １回 〇 平成30年10月27日
千葉県緩和ケアチー
ム研修会

① 県内緩和ケアチーム
② チーム単位での参加（参加
ムメンバーには、医師・看護
師・心理士・薬剤師などのコメ
ディカルで参加）

参加施設数が少ない。（14施設へ募集
案内をしたが、参加は2施設のみであっ
た。）参加施設数が少ない原因として、
①多職種参加の研修は日程調整が難し
い、②チームのモチベーションの問題、
③施設として研修参加の必要性を感じ
ていない,などが考えるが、それらを改善
することの困難さを感じている。

国や県からの研修会参加の奨励。
（研修会参加の義務化、拠点病院
等の要件、なんらかのインセンティ
ブが必要か。）

14 東京都立駒込病院

15 がん研究会有明病院 ○ ○ ○ ○ 応募希望による
緩和ケアチーム実施
研修

① がん診療連携拠点病院等
（特に、緩和ケアチームによる
年間新規診療症例
数が50 件以下等緩和ケアに
対して更に取組が必要である
病院）
② 都道府県が独自に指定す
る等のがん診療病院
③ 緩和ケアチームを有する病
院の緩和ケアチームのメン
バーとする。原則として、緩和
ケアチームメンバーが医師を
含めた2 名以上で合同して参
加する。

一度に6人の人が来ると二つの緩和ケ
アチームである当院でも担当の割り当
てに苦慮する。

人数についてはやはり1回に3人程
度がちょうど良く、派遣医療機関も
数回に分けてきていただけると有
難い。

16 神奈川県立がんセンター ○ ○ ○ ○ ○ ○

17
新潟県立がんセンター新潟
病院

○ ○ ○ ○

18 富山県立中央病院 ○ ○ ○

都道府県内の施設に向けた研修・
人材育成を実施するにあたり必要

とする支援など

都道府県内の施設に向けたがん化学療
法の研修・人材育成に関する困りごとな
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研修について検

討する機会
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診療連携協議会
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内の施設への緩
和ケアチームの
研修について検

討する機会
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19 金沢大学附属病院 ○ ○ ○ ○

20 福井県立病院 ○ 1回 ○
平成30年7月16日～1日
間

第2回福井県緩和ケア
チーム検討会

県内医療機関の緩和ケアチー
ム

21 山梨県立中央病院 ○ 1回 〇
平成30年11月11日～1
日間

平成30年度山梨県緩
和ケアチーム研修会

山梨県内のがん診療連携拠
点病院の緩和ケアチーム（多
職種）＋公募で希望があった
病院

実際にチーム研修会をされている
他都道府県の先生に講師をお願
いするにあたり、ご紹介いただける
とありがたいです。

22 信州大学医学部附属病院 ○ 1回 ○
平成30年11月23日～1
日間

長野県緩和ケアアドバ
ンス研修会2018

県内の緩和ケアに携わる医療
者

研修を何年に一度開催すればよいか、
現在検討中である。

講師派遣と予算

23 岐阜大学医学部附属病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○
講師の人材確保・予算確保・研修実施
法

講師派遣・研修教材配布・補助金・
国がんによる事例紹介

24 静岡県立静岡がんセンター ○ ４回 ○ 平成30年7月～１日間
臨床腫瘍学コース（緩
和ケアに関する回は1
回）

全職員 特になし 特になし

25
愛知県がんセンター中央病
院

○ 5回 ○ 平成30年未定～1日間
緩和ケアチーム実地
研修

緩和ケアチームを有する病院
の緩和ケアチームメンバー
(医師を含めた２名以上で合同
参加)

合計12施設から36名の参加があり、同
研修を5日間の開催をした。ニーズが高
い研修であり、全国で研修受け入れ施
設が増えると1施設での受け入れ負担
が軽減できると考えます。

特になし

26 三重大学医学部附属病院 ○ 1回 ○
①平成30年8月26日～1
日間
②未定

①平成 30 年度三重
大学緩和ケアフォロー
アップ研修会
②第1回三重県緩和ケ
アチーム研修会（開催
はまだ決定していませ
ん）

①緩和ケア基本研修会を修了
した医療者
②県内のがん診療に関わる施
設の緩和ケアチームのメン
バー

拠点病院には緩和ケアチームが設置さ
れているが、緩和ケア管理加算が取得
できる活動を行っている施設はない。他
の県指定、推進病院においても、同様
の状況である。そのため、これまでは
「緩和ケアチームメンバー」を対象とした
研修会では参加人数が集まらないと考
え、プライマリチームも含めた多職種
チーム研修を企画してきた。

がん診療に携わる施設での緩和ケ
アチーム活動を活発化させるた
め、現状の「多職種チーム研修」で
はなく「緩和ケアチームメンバー」を
対象とした人材育成研修を企画す
る必要があると考えている。チーム
ビルディングの推進につながる緩
和ケアチーム研修開催のためのノ
ウハウがあれば支援いただきた
い。

27 滋賀県立総合病院 ○ 1回 ○
平成30年9月8日～1日
間

第２回滋賀県緩和ケア
チーム研修会

がん診療連携拠点病院と支援
病院の緩和ケアチームに所属
する医師、看護師、薬剤師、Ｍ
ＳＷ（各施設4名まで）

28
京都府立医科大学附属病
院

○ ○ ○ ○ ○ ○

緩和ケアチームの研修・人材育成の
ニーズがどのくらいあるのかが把握でき
ていないため、（レベル設定などの内容
も含めて）教育機会の確保の必要性が
分からない。

がん拠点病院以外にもどれぐらい
上記のニーズがあるかのかを調査
する必要がある。

29 京都大学医学部附属病院 ○ ○ ○
緩和ケア研修会を年２回開催しており、
この上、緩和ケアチームの研修会を開
催することは負担が大きい

経済的な支援があると助かりま
す。

30 大阪国際がんセンター ○ 1回 ○

①平成31年1月5日～1
日間
②平成30年11月10日～
1日間
③平成30年9月15日～1
日間

①緩和ケアチーム研
修会
②緩和ケアチームフォ
ローアップ研修会
③在宅緩和ケア研修
会

①②大阪府内で緩和ケアチー
ムに一員として従事している
医療従事者
③大阪府内で緩和ケアチーム
との連携に従事する送り手と
受け手の医療従事者

各施設の診療実績や施設での意識がま
ちまちで広く参加されていないこと

31 兵庫県立がんセンター ○ 1回 ○ 平成31年1月12日
第９回兵庫県緩和ケア
チーム研修会

兵庫県下拠点病院緩和ケア
チームメンバー＋地域医療連
携室

緩和ケアチームメンバーの地域での療
養に関する知識、認識が不十分で、意
思決定支援が旨くできない場合がある。
地域医療者をサポートすることも困難で
ある。制度として、院内の緩和ケアチー
ムが地域で研修できるようにしてほし
い。

麻薬の取り扱い、劇薬の取り扱い
の現状が一様でない。急変時の対
応も施設によってまちまちである。
この施設とは何ができるところかを
明確にすることが必要。その上で
職員向けの教育が可能。したがっ
て、施設機能を分類し、その上で
施設の機能に合わせた教材がほし
い。

32
奈良県立医科大学附属病
院

○ 1回 ○
平成30年10月14日～1
日間

平成29年度　奈良県
緩和ケアチーム研修
会

奈良県内の緩和ケアチーム
（医師・薬剤師・看護師・地域
連携担当者がチームとして参
加できる施設）

33
和歌山県立医科大学附属
病院

○ 1回 ○

①平成30年6月9日～1
日間
②平成31年2月未定～1
日間

①きのくに緩和ケア
PDCAフォーラム2018
②きのくに緩和ケア
PDCAフォーラム
2018(第2回）

①県内の緩和ケアチーム又は
チーム設置を検討している医
療機関のメディカルスタッフ
②県内の緩和ケアチーム又は
チーム設置を検討している医
療機関のメディカルスタッフ
（第１回の参加者）

研修会開催にあたり、日常業務が繁忙
なため、講師やファシリーテーターの確
保、予定の調整に難航することが多い

34 鳥取大学医学部附属病院 ○ 3回 ○ 平成30年9月　～1日間
第6回鳥取県がん診療
研修会

医療者

全県下で治療の均てん化を図っている
が、集まる機会が限られている。
緩和ケアチームにおける精神科医の不
在

講師派遣

35 島根大学医学部附属病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○
スタッフ確保（時間の確保も含みます），
予算獲得が難しく困難です。



Ｈ30年度の
研修開催予定日

研修名 対象者

あ
る

な
い

あ
る

な
い

都道府県内の施設に向けた研修・
人材育成を実施するにあたり必要

とする支援など

都道府県内の施設に向けたがん化学療
法の研修・人材育成に関する困りごとな

ど

実施し
た

(回/年
間)

過去に
実施

H29年度
は

未実施

未実
施

H29年度に未実施の施設

研修未実施の理由（複数選択可） Ｈ30年度
実施の予

定

（あると回答した場合）

都
道
府
県
内
で
話
し
合
う
機
会

が
な
い

担
当
者
が
い
な
か
っ
た

時
間
的
に
余
裕
が
無
か
っ
た

必
要
性
を
感
じ
て
い
な
い

ど
の
よ
う
に
研
修
を
実
施
す
れ

ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

No 施設

都道府県のがん
診療連携協議会
等で、都道府県
内の施設への緩
和ケアチームの
研修について検

討する機会

都道府県内の施設に向けた、緩和ケアチームに関する研修等の人材育成について

都
道
府
県
内
の
関
係
者
の
協
力

が
得
ら
れ
な
い

研
修
生
が
集
ま
ら
な
い

そ
の
他

他
の
機
関
主
催
で
実
施
し
た

予
算
が
確
保
で
き
な
か
っ
た

36 岡山大学病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○

緩和ケアについての話し合いの場を設
けるような設定については全員で都合
がつくような時間が取れないので、人材
育成や問題解決に向けて個別でのピア
レビューなどのアウトリーチの方が良い
かと考えて対応を検討しています。

特に無し

37 広島大学病院 ○ 2回 ○
平成３０年１１月以降に
派遣先施設と調整予定

平成３０年度　広島県
緩和ケアチーム研修
（派遣コース）

県内の緩和ケアチームを有す
る病院等の緩和ケアチームの
メンバー

なし なし

38 山口大学医学部附属病院 ○ ○ ○
平成30年8月25日　～1
日間

第1回山口県緩和ケア
チーム研修会

山口県がん診療連携拠点病
院等に従事する緩和ケアチー
ムメンバー

緩和ケアチーム研修会を実施するため
の費用と人員が必要なため、継続した
支援を行ってほしい。

効果的な緩和ケアチーム研修会を
行うために、研修会の企画運営に
ついて相談できる窓口のようなも
のがあると良い。

39 徳島大学病院 ○ 1回 ○

40 香川大学医学部附属病院 ○ ○
平成30年8月19日　～1
日間

ACPについて
県内緩和ケアチーム、緩和ケ
アに関心のある医療スタッフ

41 四国がんセンター ○ 2回 ○
①平成30年7月28日
②平成30年12月1日

①「オピオイドを自施
設で使いこなせるよう
にするには？」
②検討予定

①②愛媛県がん診療連携協
議会　緩和ケア専門部会会員

施設からの参加メンバーは、緩和ケア
チームメンバーの一員となっており、緩
和ケアチームの多職種メンバー全員が
研修に参加することは困難である。また
各施設によって、緩わケアに関する取り
組みが異なっており、メンバーも様々で
あるため⼈材育成が難しい。

研修の講師は当院で⾏うことがで
きますが、同じ内容になりがちなた
め、講師派遣等⼈的援助があれ
ば、助かります。

42 高知大学医学部附属病院 ○ ○

その他の
取り組む
べき要件
が多すぎ
るため

○

43 九州がんセンター ○ 1回 ○

①平成30年11月3日～1
日間
②平成30年9月～1日間
③平成30年10月～1日
間

①平成30年度　第2回
福岡県緩和ケアチー
ム研修会
②③緩和ケアチーム
実地研修

①福岡県内の緩和ケアチーム
のメンバー
②③福岡県内外の緩和ケア
チームスタッフ

昨年に引き続き、本年11月開催予定の
緩和ケアチーム研修会は、現時点では
県内拠点病院内の各緩和ケアチームの
顔の見える関係づくりを主眼とした連携
を図っていきたいと考えているが、精神
症状緩和担当医師や薬剤師も含めた研
修となるとファシリテーターの確保だけ
でなく、ファシリテートの仕方などについ
て工夫がいると思われる。職種毎のファ
シリテート方法など確立したノウハウが
なく試行錯誤をしているのが現状であ
る。

緩和ケアチーム研修会に関する研
修教材があると有難いです。その
内容に応じた講師やファシリテー
ターについての情報があり、派遣
の援助をしていただけると助かると
思います。
緩和ケアチームとして各職種揃っ
てご参加いただくことが難しい。

44 九州大学病院 ○ ○ ○ ○

45 佐賀大学医学部附属病院 ○ ○ ○ ○ ○

46 長崎大学病院 ○ ○ ○ ○ ○ 未定 未定
県内の緩和ケアチームを有す
る病院のチームスタッフ

緩和ケアチーム研修会などに行ってみ
てどのような研修会が必要かを考えて
みたい。

チーム研修会などを多く都市で開
催していただけると参加しやすい。

47 熊本大学医学部附属病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○

希望施設による緩和ケアチームの研修
を実施するよりも、各連携拠点病院間で
訪問のうえ緩和ケアチームの相互評価
を定期的に行う方が効果的かと推察し
ます。
あるいは、緩和ケアチームの研修を行う
なら希望施設のみではなく各地域の全
緩和ケアチームが必ず参加するような
機会を設置し、総合的に発表・議論を行
うのも一案かと考えます。

48 大分大学医学部附属病院 ○ 1回 ○
①平成30年11月未定～
1日間

第２回緩和ケアチーム
研修会

緩和ケアチームスタッフ

①問題点が挙げられても地域性やマン
パワーの問題などが妨げとなり、有効な
解決に至らない
②会議を行っている部門と実働している
センターでの連携がなく、単独で運営し
ている状態になっている

講師派遣は受けていただけると助
かります。

49 宮崎大学医学部附属病院 ○ ○ ○ ○ ○

緩和ケアチーム研修を企画する上で、
講師や研修時間の確保が難しい。当院
の緩和ケアチームは、人員の確保と固
定ができて2年足らずのため、県内に向
けた緩和ケアチーム研修を企画するに
は、経験知が十分ではない。

緩和ケアチーム研修のWEB研修の
企画があれば、参加したり、県内
の参加者を募ることができる。講師
の紹介や派遣の支援が必要。

50 鹿児島大学病院 ○ 2回 ○

51 琉球大学医学部附属病院 ○ 1回 ○
主催施設や、研修企画者の役割分担や
業務調整。事務局設定調整。予算確
保。講師・ファシリ担当わりふり。

講師派遣。研修企画・実施に係る
指導者養成研修を地方開催。



Ⅴ－3．都道府県内のがん医療に携わる医療者の研修・人材育成についてのアンケート

がん看護

Ｈ30年度の
研修開催予定日

研修名 対象者

あ
る

な
い

あ
る

な
い

1 北海道がんセンター

2 青森県立中央病院

3 岩手医科大学附属病院 ○ 1回 ○ ①平成30年10月13日～１日間
地域におけるがん看護研
修　【緩和ケアコース】【化
学療法コース】

岩手県内に勤務する看護
師

研修の企画・運営には、研修案内
の作成や、申し込み者の把握、決
定通知、会場準備等細かな作業が
あり、通常の看護業務と並行して
は時間的な面で負担も大きいと感
じた。役割分担を明確にする等対
策を練る予定です。

現時点ではなし

4 宮城県立がんセンター ○ ○ ○ ○ ○

がん診療連携協議会が主催する
研修と重複しないように、などを考
えると作業部会ごとの横の連携が
必要になると思う。協議会の作業
部会として企画する研修と、都道
府県がん診療連携拠点病院として
求められている地域に向けての研
修等があり、すみわけをどうすれ
ばいいか迷っている。

5 東北大学病院 ○ 1回 ○

①平成30年度10月11日～１日
間
②平成30年度10月18日～１日
間

①症状マネジメントⅡ～
チームでアプローチする
②がん患者のアピアラン
スケア

①東北大学病院看護部の
院内認定看護師プログラ
ム「がん看護」の修了を目
指す宮城県内の施設に所
属する看護師
②本教職員　大学院生　研
修医　院外医療従事者

東北大学病院 ○ 5回 ○

①平成30年度12月6日
～0.5日間
②平成30年度12月6日
～0.5日間
③平成31年度1月21日
～１日間

①キャンサーサバイバー
を支える看護
②演じて学ぼう！がん患
者と家族とのコミュニケー
ション
③現場で学ぶがん看護

①②③東北大学病院看護
部の院内認定看護師プロ
グラム「がん看護」の修了
を目指す宮城県内の施設
に所属する看護師

6 秋田大学医学部附属病院 ○ 2回 ○ 平成30年度10月6日～１日間
第２回せん妄ケア研修
看護師のアセスメントがせ
ん妄ケアを変える！

県内のせん妄ケアに関心
のある看護師

7 山形県立中央病院 ○ 1回 ○ 平成30年度6月8日～１0日間
山形県立中央病院エキス
パート看護師育成研修
「がん看護」研修

看護師（助産師）としての
実務経験を５年以上有する
者

8
福島県立医科大学附属病
院

○ 2回 ○ 平成30年度11月末頃
中央からの講師派遣のシステ
ム、事務局で講師紹介などがあ
ればよい。

9
茨城県立中央病院・
茨城県地域がんセンター

○ 7回 ○ 平成30年度7月18日～１日間
がん看護コミュニケーショ
ン研修会

ラダーⅡ以上

10 栃木県立がんセンター ○ 4回 ○
がん化学療法に関する研
修：詳細未定

化学療法チーム対象
・中規模施設、クリニックからの参
加が少ない
・参加施設が限られている

11 群馬大学医学部附属病院 ○ 1回 ○ 平成30年9月10日～15日間
がん分野における中堅看
護師実務研修

県内の病院等に勤務す
る、看護師経験５年目以上
且つがん看護経験３年以
上であり、リーダー的な役
割を発揮できるもの

研修修了者のフォローアップ体制
が各施設様々なので、県内で統一
したフォローアップができるとよい
と思います。

研修を運営するための人員の
確保をお願いしたいです。

12 埼玉県立がんセンター ○ 5回 ○

①平成30年9月30日～3日間
　平成30年10月28日～3日間
　平成30年12月2日～3日間
②平成30年11月10日～2日間

①がん公開講座第1回～3
回
②ELNEC-Jコアカリキュラ
ム看護師教育プログラム

①がん診療連携拠点病
院、がん診療指定病院、県
立病院、その他2次保険医
療圏の200床程度の病院と
訪問看護ステーションに従
事する看護師経験3年以上
②県内地域がん診療連携
拠点病院、がん診療指定
病院に勤務する看護師

研修予算
ELNEC-Jコアカリキュラムの看護
師教育プログラム受講者の受講後
のフォローアップ研修の構築

研修教材やOA機器の無料配布

13 千葉県がんセンター ○ １回 ○ 未記入

①第３回　千葉がん看護
学習会
地域住民に伴走する意思
決定支援
～その人らしく生き抜くた
めに看護師が出来ること
～
②スキルアップ緩和ケア
～実践ですぐに役立つ緩
和ケア～（案）

①がんセンターと連携して
いる医療機関の看護師
がんセンター看護師
②千葉県内のがん診療連
携拠点病院およびがん診
療連携協力病院に勤務し、
がん患者の看護ケアにか
かわる経験が３年目以上
の看護師

14 東京都立駒込病院

15 がん研究会有明病院 ○ １回 ○ 平成30年11月18日 がん看護研修会 看護師

研修会開催するのにあたり、各施
設への伝達体制、人材育成、認識
度を考え、研修を企画・運営する必
要性がある。

新しい知識獲得のための支援。

16 神奈川県立がんセンター ○ ３回 ○
①平成30年9月　　1日間
②平成30年11月　1日間
③平成31年2月　1日間

①看護師のための緩和ケ
ア研修会
②看護師のための緩和ケ
ア研修会
③訪問看護師のための緩
和ケア研修会

①地域の病院・訪問看護ス
テーションに勤務する看護
師
②地域の病院・訪問看護ス
テーションに勤務する看護
師
③県内の訪問看護師

都道府県内の施設に向けた研
修・人材育成を実施するにあた

り必要とする支援など

実施し
た
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17
新潟県立がんセンター新
潟病院

○ １回 ○
①平成30年10月29日～7日間
②平成30年12月15日～2日間

18 富山県立中央病院 ○ ３回 ○
①平成30年10月
②平成30年7月27日～1日間

①がん告知後の精神的支
援を考える
②がん患者とその子ども
への支援・理解

①県内看護職員全般
②県内看護職員全般

19 金沢大学附属病院 ○
回数未
記入

○ 平成30年7月21日～6日間

平成30年度 専門的看護
実践力研修事業（分野別
実践看護師養成研修）
【がん看護】

実務経験が５年以上の看
護師

20 福井県立病院 ○ ○ ○ ○ ○
県内のがん診療連携拠点病院の
専門看護師、認定看護師全体で取
り組めたら理想的だと思う。

21 山梨県立中央病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○

県内の看護師対象の研修は、山
梨県看護協会主催のがん看護の
研修があるため、行っていません。
また、それぞれの施設で認定看護
師などが中心となり、学習会を行っ
ていますが、どの施設でどのような
研修をしているかまでは把握でき
ていません。

22 信州大学医学部附属病院 ○ 1回 ○ 平成30年11月3日～2日間
ELNEC-Jコアカリキュラム
in信大病院

県内医療関係施設に勤務
する看護師

研修の企画・運営のできる人材が
限られてきている。指導者育成の
ための研修枠が拡がれば良いと考
える。

講師の選択と連絡等、事務的に
煩雑なことも多い。予算につい
ても補助があればうれしい。

23 岐阜大学医学部附属病院 ○ 2回 ○ 平成30年9月9日～1日間
がん看護専門看護師WG
研修会

岐阜県のがん看護に携わ
る看護師

・県内のCNSが協力して取り組め
ていることは、企画・実施において
岐阜の強みだと考えている。
・参加型の研修が研修効果がある
と考えるが、そのためには受講人
数に限界があり、ファシリテーター
も必要となる。
・看護に対する研修費用は他職種
に比較すると少なく感じる。
・看護のみではなく医療チームで
学べる研修も必要。

・講師の育成（スキルアップ）
・研修費用の確保

24
静岡県立静岡がんセン
ター

○ ４１回 ○

①平成30年8月～ 8か月間
②平成31年3月～ 3日間
③平成30年4月～ 2～3年間
④平成30年4月１日～ 1年間
⑤平成30年10月27日～ 1日
間
⑥平成30年7月21日～ 1日間
⑦平成30年9月6、18日～ 2日
間
⑧平成30年11月23日～ １日
間
⑨平成30年9月29日～ 1日間

①認定看護師教育課程
②がん看護エクセレントプ
ログラム
③多職種がん専門レジデ
ント制度（看護師）
④臨床腫瘍学コース等院
内研修
⑤看護師を対象とした緩
和ケア研修会
⑥がん患者リハビリテー
ション研修会
⑦がん検診担当者研修会
⑧がんの医科歯科連携講
習会
⑨がん専門看護研修会｢
がんの介護実践研修会｣

①実務経験5年以上
②認定看護師
③3年以上の臨床経験
④全職員
⑤県内に勤務する全ての
看護師
⑥医師、理学療法士、作業
療法士、言語聴覚士、看護
師等
⑦市町、健康福祉セン
ター、市町検診委託医療機
関担当者、保健師、看護師
等
⑧歯科医師、歯科衛生士、
看護師等
⑨看護師、介護福祉士等

研修生の確保 特になし

25
愛知県がんセンター中央
病院

○ 5回 ○

①平成30年11月17日～ 8か
月間
②平成30年12月2日～ 3日間
③未定

①がんジェネラリスト研修
放射線療法看護①②③
②がんジェネラリスト研修
化学療法看護③
③がんジェネラリスト研修
看護実践③

①②③当院と県内のがん
診療連携拠点病院のジェ
ネラリスト対象

時間や場所の確保が難しく、また
がん看護の研修講師などの負担
が大きい。核施設のレディネスの
把握など、病院ごとの課題もあり内
容等難しい。今後は拠点病院だけ
ではなく、訪問看護ステーションな
ど多く広げていきたいが、さらにそ
の研修を運営する上での時間や人
材が不足すると考える。

研修を企画・運営する人材

26 三重大学医学部附属病院 ○ 3回 ○

①平成30年7月6日～ 0.5日間
②平成30年9月10日～ 38日
間
③平成30年12月12日～ 1日
間

①平成29年度三重県がん
における質の高い看護師
育成研修フォローアップ研
修
②平成30年度三重県がん
における質の高い看護師
育成研修
③がん患者の意思決定支
援～そのひとらしく生きる
ことを支える～研修

①平成29年度三重県がん
における質の高い看護師
育成研修研修修了者
②臨床経験5年以上でがん
看護の経験があり、かつ現
在がん看護に携わってい
る看護師。主体的に学習
する意欲があり、研修終了
後にはリーダーシップを発
揮して自施設におけるがん
看護の質の向上に取り組
める看護師
③がん看護の経験がある
看護師

・患者や家族へのケアを含めた日
常業務に加えて研修企画・運営を
行うため勤務時間外を使うことも多
い
・県内には参加者施設から研修開
催地までのアクセスには3時間以
上かかる地もある。開催地を移動
し自施設のスタッフ（複数）を派遣
する案もあるが日常業務への支障
を考えると容易ではない。
・拠点病院に専従者等の要件があ
ることは質を担保するうえで必要な
ことと考えるが、要件にみあうス
タッフが少ない施設では、専従者
（研修企画者）が固定される。その
者のキャリアデザインに制約が生
じることに懸念の声がある。

・講師派遣、研修教材、企画運
営にかかわる事務的作業者

27 滋賀県立総合病院 ○ 1回 ○ 平成30年11月10日～ 1日間
せん妄ケア研修
～せん妄に悩む看護師の
ための研修会～

看護経験3年目以上の滋
賀県内で勤務する看護師

28
京都府立医科大学附属病
院

○ 4回 ○

①平成30年12月8日～
②平成30年5月9日～ 14日間
③平成30年6月29日～　12日
間

①がん看護研修会「認知
の低下した患者の意思決
定支援（仮）」
②がん看護講座（日程含
め別紙参照）
③がん看護レベルアップ
講座（日程含め別紙参照）

①②③院内・院外の全職
種、一般
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29 京都大学医学部附属病院 2回 ○
①平成30年8月27日～ 3日間
②平成31年1月

①レベルアップ研修　がん
看護コース
②近畿ブロック小児がん
拠点看護連絡会主催小児
がん看護研修　基礎編

①看護師経験5年目以上で
クリニカルラダーⅢ以上を
取得している者
②小児がん看護経験1年
から3年目の看護師もしく
は小児がん患者にかかわ
る他職種

30 大阪国際がんセンター ○ 5回 ○

31 兵庫県立がんセンター ○ 1回 ○ 平成30年6月1日～36日間 がん看護実務研修

１．がん看護の実践力向上
を図りたい人
２．施設長もしくは看護部
長の推薦がある人

研修を行うことでがん看護の知識
を幅広く学ぶことはできているが、
実際の臨床実践に自信をもって活
かすことができていない。他施設で
何か工夫をされていることがあれ
ば教えて欲しい。

・院外の講師にも講義を依頼し
ているので、講師料等研修にか
かる費用の支援を希望する。
・認知症ケア加算Ⅱのように施
設に診療報酬で加算がつくよう
になれば、参加者も増え地域の
がん看護のレベルアップに繋が
ると考える。

32
奈良県立医科大学附属病
院

○ 2回

33
和歌山県立医科大学附属
病院

○ 2回 ○ 平成31年1月9日～1日間 がん看護　～家族ケア～
がん看護に興味がある看
護師

34 鳥取大学医学部附属病院 ○ 24回 ○
①平成30年7月3日～6日間
②平成30年6月11日～5日間

①がん化学療法看護コー
ス研修
②がん看護コース研修

①臨床経験2年目以上看
護師
②臨床経験5年目以上、院
内ラダーレベルⅡ以上看
護師

研修を行っても実践内容の変化を
認めない。

35 島根大学医学部附属病院 ○ 2回 ○
①平成30年6月2日～1日間
②平成30年9月22、23日～2日
間

①「がん看護におけるコ
ミュニケーションスキルを
磨く」
～患者の感情表出を促す
ツールNURSEをもちいて
～
②ELNEC-Jコアカリキュラ
ム看護師教育プログラム

①次の要件を満たす者（１
つでもよいがジェネラリスト
に限る）
・島根県がん看護実践に強
い看護師育成研修
・ELNEC-Jコアカリキュラム
看護師教育プログラム
・島根県緩和ケア アドバイ
ザー養成研修の終了者
②看護実践において、自主
的な判断で看護が提供で
きる看護職
臨床経験3年目以上の看
護職（リーダー経験者）

・島根県は東西に長く、研修企画を
行うが、参加者に地域での偏りが
あり、遠方の参加者が少ない。ま
た、島根県東部のリソースが集中
し研修開催が多い
・山間地域も多く、また諸島がある
ため、研修企画、内容等テレビ会
議システムを使用すると良いかも
しれないが、タイムリーな意見交換
が難しい
・研修企画後の評価、フォローアッ
プ体制が構築されていない
・拠点病院毎にどのような研修が
行なわれているのか集約できてい
ないため、地域がん診療拠点病院
と連携し、看護師研修の均てん化
が不十分である
・研修の各病院への周知が不十分
である

・島根県は東西に長く研修生が
参加する自由度が下がるため、
講師、研修担当者が各施設に
（特に西部地区）移動できるシス
テムがあるといい

36 岡山大学病院 ○ 2回 ○
①平成30年8月3日～2日間
②平成30年11月17日～1日間

①がん化学療法看護指導
者研修
②岡山県がん看護セミ
ナー2018

①以下の条件をすべて満
たす者
・がん化学療法看護経験
年数5年以上の看護師。
・がん化学療法看護を実践
し所属部署でリーダー役割
を担う者または期待される
者。
・所属部署の上司の推薦
があること。
②県内でがん患者・家族の
看護に携わっている看護
師
がん看護実践経験１〜５年
⽬

・地域の施設のニーズの把握が難
しい。要望があれば、講義や出張
コンサルテーションなどおこなうこ
とはできるが、どのようなニーズが
あるか分からない。
・研修など企画しても広報がなかな
か行き届かない。看護協会なども
広報に協力してほしいと思う。

・WEB講演会などできる体制整
備をできるとよい。

37 広島大学病院 ○ 3回 ○

①平成30年度5月20日～3日
間
②平成30年度8月4日～3日間
③平成30年度10月26日～4日
間

①緩和ケア・基本コース
②緩和ケア・アドバンスケ
アコース
③がん看護「治療期」に関
する専門研修

①がん看護の経験が３年
以上ある看護師
②がん看護の実務経験が
通算して３年以上ある看護
師で、当センターが指定す
るがん看護・緩和ケアに関
する研修を受講し、がん看
護・緩和ケアについて基礎
研修を修了した者
③がん看護の経験が３年
以上ある看護師

特になし 特になし

38 山口大学医学部附属病院 ○ 2回 ○

39 徳島大学病院 ○ 1回 ○

40 香川大学医学部附属病院 ○ 1回 ○
①平成30年7月28日
②平成30年9月29日

①平成30年度 公開講座
「がん看護」
②EⅬNEC－J

①香川県下　テーマに興味
のある看護師
②高松地区の訪問看護
師、介護施設勤務看護師
等

特にありません。

講師派遣に要する経費（予算）
の確保が難しいので、看護師教
育として、枠を設けてもらいた
い。

41 四国がんセンター ○ 7回 ○
①平成30年8月24日～28日間
②平成30年未定～1日間

①平成30年度愛媛県がん
看護実践能⼒向上研修
②がんと遺伝

①看護師経験5年以上でか
つ、がん看護に1年以上携
わったことのある者
②がん診療に携わる看護
師および相談⽀援業務に
かかわる看護師ほか多職
種

研修を運営するにあたり必要な経
費の捻出が困難であること
できるだけ広範囲に広報したいと
考えているが、網羅できていないこ
と
愛媛県のがんに携わる看護師およ
びがんに罹患した人のニーズの把
握ができていないこと

・研修を運営するのに必要な費
⽤の助成
・愛媛県内のがん診療にかか
わる医療職、介護職、福祉職な
どのニーズの把握および患者
のニーズの把握を⾏うための調
査への協⼒
・多職種向け研修開催の講師
派遣、県の事業としての協⼒

42 高知大学医学部附属病院 ○ 1回 ○

今年度2年ぶりに中堅看護職員実
務研修-がん中期研修-を開催した
が、報告にあるように、参加人数が
少ない状況だった。今年度はプロ
グラムのうち7項目を公開講座と
し、計78名の参加があった。高知
県は病院数が多く、いずれの施設
も看護師不足が続いており、長期
の研修は勤務調整が難しいと考え
られる。今後も長期の研修は2年に
1回とし、公開講座を含め、より多く
の参加となるよう企画したい。

特にありません。

未定



Ｈ30年度の
研修開催予定日

研修名 対象者

あ
る

な
い

あ
る

な
い

都道府県内の施設に向けた研
修・人材育成を実施するにあた

り必要とする支援など

実施し
た

(回/年
間)

過
去
に
実
施

H29
年
度
は
未
実
施

未
実
施

H29年度に未実施の施設

そ
の
他

都道府県内の施設に向けたがん
化学療法の研修・人材育成に関す

る困りごとなどＨ30年
度実施
の予定

担
当
者
が
い
な
か
っ
た

時
間
的
に
余
裕
が
無
か
っ
た

必
要
性
を
感
じ
て
い
な
い

（あると回答した場合）

都
道
府
県
内
で
話
し
合
う
機

会
が
な
い

研修未実施の理由（複数選択可）

No 施設

都道府県のがん
診療連携協議会
等で、都道府県
内の施設へのが
ん看護の研修に
ついて検討する

機会

都道府県内の施設に向けた、がん看護に関する研修等の人材育成について

予
算
が
確
保
で
き
な
か
っ
た

都
道
府
県
内
の
関
係
者
の
協

力
が
得
ら
れ
な
い

研
修
生
が
集
ま
ら
な
い

ど
の
よ
う
に
研
修
を
実
施
す

れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

他
の
機
関
主
催
で
実
施
し
た

43 九州がんセンター ○ 2回 ○
①30年8月27日～7日間
②30年10月27日～2日間

①がん看護エキスパート
ナース研修
②地域におけるがん化学
療法看護研修

①九州内の国立病院機構
の施設において、臨床経験
通算５年以上であり、がん
看護経験が3年程度
②がん診療連携拠点病院
に勤務している看護師・が
ん看護の経験が3年以上
の看護師・勤務している部
署でがん化学療法看護に
おいてリーダー的役割を期
待される看護師

44 九州大学病院 ○ ○ ○ ○

45 佐賀大学医学部附属病院 ○ 1回 ○ 平成30年9月11日 佐賀県がん看護研修会

　県内に勤務する者で、看
護の臨床経験が３年以上
あり、かつ、がん看護の臨
床経験がある全日程受講
可能な者

・県内の拠点病院の医療従事者を
中心に講師を依頼しているが、分
野によっては講師となれる人材が
限られていたり、県内では適切な
人材があらず、講師選定に苦慮す

る場合がある。

・講師の紹介や派遣、参考とで
きる研修教材の提供。

佐賀大学医学部附属病院 ○ 4回 ○

①30年7月14日～0.5日間
②30年8月18日～0.5日間
③30年9月8日～0.5日間
④30年10月27日～0.5日間

①平成30年度　第１回が
ん看護スキルアップ研修
会
②平成30年度　第2回が
ん看護スキルアップ研修
会
③平成30年度　第3回が
ん看護スキルアップ研修
会
④平成30年度　第4回が
ん看護スキルアップ研修
会

①②③④院外・院内看護
師　希望者

近隣施設に研修会の案内を出して
いるが、参加者が少ない

46 長崎大学病院 ○ 1回 ○
①平成30年8月4日～2日間
②平成30年10月27日～1日間

①長崎大学病院専門コー
ス「緩和ケア看護」
②長崎大学病院専門コー
ス「がん化学療法看護」

①②長崎県内看護師

47 熊本大学医学部附属病院 ○ 4回 ○
①平成30年10月5日～1日間
②平成30年10月27日～1日間
③平成30年未定～1日間

①がん看護講演会Ⅰ
②熊本がん看護セミナー
「高齢がん患者への看護」
③がん看護講演会Ⅱ

①②③熊本県内の看護
師・医療者

応募方法はホームページ公開、施
設への案内状の郵送等併用し、工
夫していますが参加者が少ない状
況です。

院内の専門・認定看護師による
研修と、院外の講師による講演
会と両方を企画していますが、
院外講師の選定、依頼は、毎年
難しさを感じています。

48 大分大学医学部附属病院 ○ 1回 ○ 未定 未定

大分県内がん診療連携拠
点病院・協力病院、県内医
療施設、訪問看護ステー
ション

講演会の予算確保（現在製薬会社
の協賛を頂いて開催しているが、
今後の協賛継続が保障されていな
い。）

研修内容に応じた、講師の紹介
をしていただけると助かります。

49 宮崎大学医学部附属病院 ○ 2回 ○ 平成31年2月2日～3日間
宮崎大学公開講座
ELNEC-J研修　～生活を
支える緩和ケア～

宮崎県内の看護師。看護
師経験3年以上で3日間受
講できる方

研修受講後のフォローアップ方法
をどのように行うか、また講師の確
保や講師ができる人をどのように
支援するか、困っている

講師紹介やがん看護研修に関
する教材の紹介等。WEBで中継
できる研修の紹介等。

50 鹿児島大学病院 ○ 1回 ○
平成30年8月18日、19日の2日
間

ELNEC-Jコアカリキュラム
2018看護師教育プログラ
ム

51 琉球大学医学部附属病院 ○ ○
平成30年4,5,6,7,9,10,11,12月
～1日間

がん看護スキルアップ研
修シリーズ（がん看護概
論、患者・家族とのコミュ
ニケーション、身体的苦痛
緩和ケア、精神・心理的苦
痛緩和ケア、化学療法、
放射線療法、意思決定支
援、看取り）

県内看護師

研修企画・実施担当の役割分担。
事務担当者がいないため、看護師
で全て行っている。予算確保難。
勤務時間外手当又は、勤務扱いに
よる活動時間の確保。離島や医療
資源の少ないへき地での開催方
法。

講師派遣、研修・アンケート教
材



Ⅴ－4．都道府県内のがん医療に携わる医療者の研修・人材育成についてのアンケート

薬剤師

Ｈ30年度の
研修開催予定日

研修名 対象者

あ
る

な
い

あ
る

な
い

1 北海道がんセンター

2 青森県立中央病院

3 岩手医科大学附属病院 ○ 3回 ○

①平成30年8月～1日間
②平成30年12月～1日
間
③平成31年2月～1日間

①②③がん緩和セ
ミナー

①②③薬剤師
病院薬剤師と薬局薬剤師の連
携を図る機会が不足している。

病院薬剤師・薬局薬剤師
合同研修会の開催に向け
た支援（情報告知、講師派
遣、研修教材）

4 宮城県立がんセンター ○ ○ ○ ○ ○

5 東北大学病院 ○ 5回 ○

①平成30年9月11日～2
日間
②平成30年10月9日～2
日間
③平成30年10月30日～
2日間
④平成30年11月6日～2
日間
⑤平成30年11月27日～
2日間

①②③④⑤がん
薬物療法研修

①②③④⑤医師・
薬剤師・看護師

地域病院や保険薬局の薬剤師
を対象として、がん薬物療法に
関わる研修会を開催しようとし
たとき予算面で苦労しておりま
す。

薬剤部における抗がん薬
ミキシング実習で使用する
物品は、薬剤部で購入して
準備しております。物品購
入に関する費用について
ご支援を頂けましたら幸い
です。

6
秋田大学医学部附属病
院

○ 1回 ○
①平成30年9月3日～50
日間
②平成311.73～50日間

①がん薬物療法
認定薬剤師研修
事業

①県内薬剤師

7 山形県立中央病院 ○ 1回 ○ 未定　1日間
薬剤師のためのが
ん化学療法講座

薬剤師

8
福島県立医科大学附属
病院

○ 2回 ○
平成30年11月1日～5日
間

9
茨城県立中央病院・
茨城県地域がんセンター

○ 1回 ○
平成30年10月頃～1日
間

茨城県がん診療
連携拠点病院研
修会

茨城県内の医療
機関に勤務する薬
剤師

10 栃木県立がんセンター ○ 2回 ○ 未定 薬剤師

研修会のテーマや提供する情
報に偏りが生じていないか不
安になる。
研修会の資料作成等の負担が
大きく、継続的に実施していけ
るか不安がある。

基本的な内容の講義につ
いて、web配信やDVD配布
等をおこなっていただきた
い。
積極的な講師派遣の可能
性も可視化していただきた
い。

11
群馬大学医学部附属病
院

○ 1回 ○

12 埼玉県立がんセンター ○ 1回 ○
平成30年9月2日～0.5日
間

第8回　埼玉県立
がんセンターがん
薬薬連携シンポジ
ウム
アピアランスケア
について

県内の調剤薬局・
病院薬剤師

13 千葉県がんセンター 〇 〇 〇 〇 ○ 平成30年11月10日 （案）レジメン管理
地域がん診療連
携拠点病院薬剤
師

今年度は、地域がん診療連携
拠点病院薬剤師を対象とした
開催を予定していますが、来年
以降、どのような研修会を企画
していくか（対象者、内容等）、
アドバイスをいただけると助か
ります。

講師派遣：今年度は国立
がん研究センター薬剤師
の先生にファシリテーター
としての参加依頼をさせて
いただく予定です。今後も
継続してご支援ご指導をお
願いします。
　また、他県の研修事例を
ご提示いただけると参考に
なります。

14 東京都立駒込病院

15 がん研究会有明病院 ○ １回 ○ 調整中 薬剤師研修会 薬剤師

がん診療連携拠点病院等の中
でも、研修・人材育成に対する
認識の温度差がある。
薬剤部長等の管理者を対象と
した研修会が必要

・管理者等を対象とした基
本計画の概要、拠点病院
としての責務等を啓発啓蒙
するための資材。
・外部講師を招聘するため
の予算措置
・研修内容、資材等を公
開・共有するための予算措
置

16 神奈川県立がんセンター ○ ２回 ○
①平成３０年9月3日
②平成３０年1月7日

①日本病院薬剤
師会がん薬物療
法認定薬剤師研
修
②日本病院薬剤
師会がん薬物療
法認定薬剤師研
修

①県内日本病院
薬剤師会がん薬
物療法認定薬剤
師資格取得希望
者
②県内日本病院
薬剤師会がん薬
物療法認定薬剤
師資格取得希望
者

場所の確保が難しい、主催者
の費用負担と事務作業の負担
の増大

研修会の開催などの場所・
講師の派遣等に関する費
用・事務作業（はがきの送
付など）の負担の援助

No 施設

都道府県のが
ん診療連携協
議会等で、都
道府県内の施
設へのがん医
療に従事する
薬剤師の研修
について検討

する機会

都道府県内の施設に向けた、がん医療に従事する薬剤師の研修等の人材育成について

都道府県内の施設に向けたが
ん化学療法の研修・人材育成

に関する困りごとなど

（あると回答した場合）

都
道
府
県
内
で
話
し
合
う
機
会

が
な
い

担
当
者
が
い
な
か
っ
た

時
間
的
に
余
裕
が
無
か
っ
た

必
要
性
を
感
じ
て
い
な
い

ど
の
よ
う
に
研
修
を
実
施
す
れ

ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

他
の
機
関
主
催
で
実
施
し
た

予
算
が
確
保
で
き
な
か
っ
た

都
道
府
県
内
の
関
係
者
の
協
力

が
得
ら
れ
な
い

研
修
生
が
集
ま
ら
な
い

そ
の
他

都道府県内の施設に向け
た研修・人材育成を実施す
るにあたり必要とする支援

など

実施し
た

(回/年
間)

過去
に実
施

H29
年度
は

未実
施

未
実
施

H29年度に未実施の施設

研修未実施の理由（複数選択可）

Ｈ30年度実
施の予定



Ｈ30年度の
研修開催予定日

研修名 対象者

あ
る

な
い

あ
る

な
い

No 施設

都道府県のが
ん診療連携協
議会等で、都
道府県内の施
設へのがん医
療に従事する
薬剤師の研修
について検討

する機会

都道府県内の施設に向けた、がん医療に従事する薬剤師の研修等の人材育成について

都道府県内の施設に向けたが
ん化学療法の研修・人材育成

に関する困りごとなど

（あると回答した場合）

都
道
府
県
内
で
話
し
合
う
機
会
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17
新潟県立がんセンター新
潟病院

○ ○
・研修指導者の異動の可能性
・薬学生の実務実習の受入と
同時進行は困難

・薬学生の実務実習とのバ
ランスを考慮した対応もしく
は、研修受け入れに十分
対応できる程度の人員確
保

18 富山県立中央病院 ○ １回 ○ なし 講師派遣

19 金沢大学附属病院 ○ 3回 ○
①平成３０年6月28日
②平成３０年11月
③平成３1年3月

①第４０回石川県
がん診療連携拠
点病院研修会
②第４１回石川県
がん診療連携拠
点病院研修会
③第４２回石川県
がん診療連携拠
点病院研修会

①がん診療に携
わる医療従事者
②がん診療に携
わる医療従事者
③がん診療に携
わる医療従事者

20 福井県立病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21 山梨県立中央病院 ○ ○ ○ ○ ○

山梨県にはがん専門薬剤師が
不在。
山梨県にはがん薬物療法認定
薬剤師やがん専門薬剤師の研
修施設がない。

22
信州大学医学部附属病
院

○ 1回 ○

県単位の組織的な活動が必要
であるが、主催者、参加者とも
に関わる時間の確保が難し
い。

23
岐阜大学医学部附属病
院

○ ○ ○ ○ ○ ○
講師の人材確保・予算確保・研
修実施法

講師派遣・研修教材配布・
補助金・国がんによる事例
紹介

24
静岡県立静岡がんセン
ター

○ ３５回 ○

①平成30年4月1日 ～1
年間
②平成30年4月1日 ～1
年間

①多職種がん専
門レジデント（薬剤
師）
②臨床腫瘍学コー
ス等院内研修

①薬剤師免許取
得者等
②全職員

研修生の確保 特になし

25
愛知県がんセンター中央
病院

○ 1回 ○
平成３1年1月１9日 ～1
日間

平成30年度愛知
県がん診療連携
拠点病院薬剤師
研修会

地域がん診療拠
点病院薬剤師
県内医療施設の
がん専門薬剤師、
がん薬物療法認
定薬剤師

・テーマ、講師の選定
・業務多忙で十分な時間・人を
かけられない。

・講師派遣
・他施設での実施情報

26
三重大学医学部附属病
院

○ 2回 ○
平成３0年7月29日 ～1
日間

平成30年度 第1回
がん薬物療法にお
ける薬薬連携研修
会

保険薬局薬剤師、
病院薬剤師

27 滋賀県立総合病院 ○ ○ ○
１．予算なし
２．準備や集計等の事務担当
者の不在

１．予算
２．全国統一の研修教材
が必要（例えば、緩和ケア
研修会のPEACEのような
もの）

28
京都府立医科大学附属
病院

○ 1回 ○ 平成３0年9月27日 ～
薬剤師のためのイ
ブニングセミナー
（座学）

病院薬剤師・薬局
薬剤師

特になし 特になし

29
京都大学医学部附属病
院

○ 2回 ○ 特になし 特になし

30 大阪国際がんセンター ○ 21回 ○

①平成30年9月１5日 ～
1日間
②平成31年2月9日 ～1
日間
③平成31年1月15日 ～
21日間

①保険薬局薬剤
師に対して効果的
な研修会を実施で
きる
人材（病院薬剤
師）の育成　　ス
タートアップ研修会
②保険薬局薬剤
師に対して効果的
な研修会を実施で
きる
人材（病院薬剤
師）の育成　　アド
バンスド研修会
③大阪国際がんセ
ンターがん専門薬
剤師研修

①②大阪府内の
病院薬剤師、保険
薬局薬剤師
③府内のがん拠
点病院等の病院
及び近隣保険薬
局等に勤務する薬
剤師など

研修会開催などの連絡のため
の連絡ネットワークが弱い

保険薬局薬剤師（エリアマ
ネージャークラス）の講師
派遣があると助かります。

31 兵庫県立がんセンター ○ 1回 ○
平成３0年12月１5日 ～1
日間

第11回　薬剤師セ
ミナー

薬剤師

・毎年薬剤師向けの研修会を
開催しており、テーマ・講師の
選定に難渋する。
・参加する薬剤師の経験年数
や知識に差があり、研修内容
についてどの程度のレベルを
目指した研修にするか。

・講師派遣
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32
奈良県立医科大学附属
病院

○ 1回 ○
平成３0年9月１日 ～1日
間

平成30年度　奈良
県がん化学療法
薬剤師研修会
「症例から学ぶ、
がん化学療法の
薬学的ケア」

奈良県内の病院
に勤務する、がん
化学療法に現在
携わっているまた
は今後携わる予定
の薬剤師

33
和歌山県立医科大学附
属病院

○ ○ ○ ○

34
鳥取大学医学部附属病
院

○ 3回 ○ 未定 未定 未定

県内病院のほとんどが薬剤師
不足であり、多くの施設で一人
の薬剤師が多くの業務を併任
している。
そんな中「がん医療」に特化し
て研修や人材育成を行いにく
い現状にある。

資格取得となると一定期間
の研修が必要となる。
その期間の薬剤師の穴埋
めが厳しい施設が多い。

35
島根大学医学部附属病
院

○ ○
第17回 薬剤師の
ためのオンコロ
ジーセミナー

島根県病院薬剤
師会会員
島根県薬剤師会
会員

36 岡山大学病院 ○ ○ 〇 ○
平成30年10月20日 ～1
日間

岡山県がん薬物
療法セミナー

病院薬剤師、保険薬

拠点病院が県南に集中してお
り、県北の薬剤師の知識・技能
向上を目的に拠点病院から講
師を派遣したいと思っている
が、なかなか都合が合わず、
講師として力を貸していただけ
る薬剤師が少ない。

研修開催における研修者
をたくさん集めるコツや、講
師側のモチベーション向上
に何か良い方策があれば
ご教授ください。

37 広島大学病院 ○ 1回 ○ 未定 未定
病院薬剤師及び
保険薬局薬剤師

・参加者のがんに関する知識
の差があり，満足度にバラつき
がでる。
・スタッフの負担を考えると複
数回の開催が難しく，希少がん
種や標準療法以外をテーマと
した研修会を企画しづらい。
・協賛企業がつかない場合お
よび保険薬局に対しては，研
修会の開催案内を広報するこ
とが困難である。

・内容によっては外部講師
を依頼したい（ただ，協賛
企業が無い場合は，ある
場合に比べて講演料に数
倍の開きが生じる為，依頼
しにくい）

38
山口大学医学部附属病
院

○ ○ ○ ○ 特になし
山口県病院薬剤師会等で
実施しているため，必要な
し

39 徳島大学病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○

薬剤師の業務が特定の分野に
限らず、流動的なことが多く、
研修・人材育成の対象となる薬
剤師を選定（選択）することが
難しい。

研修会を開催するにあた
り、施設の使用料、講師の
旅費、宿泊費などの費用
が必要。

40
香川大学医学部附属病
院

○ 5回 ○
未定　昨年度同様の開
催予定

未定　昨年度同様
の開催予定

保険薬局薬剤師・
病院薬剤師

特にありません。 特にありません。

41 四国がんセンター ○ 1回 ○
平成30年9月8日～1日
間

Oncology
Specialist Meeting
愛媛県病院薬剤
師会学術講演会

薬剤師

42
高知大学医学部附属病
院

○ ○ ○ ○ ○

43 九州がんセンター ○ ○ ○

44 九州大学病院 ○ 1回 ○ 未定 未定 未定

グループワーク等の研修を開
催する場合、単施設のみだけ
ではスタッフが不足し開催が難
しい。多施設の協力が不可欠
だが、、がん拠点病院の薬剤
師が一同に会する場がない。

研修プログラム作成、講師
派遣

45
佐賀大学医学部附属病
院

○ 2回 ○ 平成30年10月～0.1日間
第9回オンコロジー
セミナー

佐賀県内の病院
薬剤師・薬局薬剤
師

46 長崎大学病院 ○ 3回 ○
平成30年6月9日～1日
間

第27回 長崎県病
院薬剤師会　がん
と薬物療法研修会

がん薬物療法認
定薬剤師、がん専
門薬剤師を目指す
薬剤師、がんに興
味を持つ薬剤師

特になし 特になし

47
熊本大学医学部附属病
院

○ 1回 ○

48
大分大学医学部附属病
院

○ 7回
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49
宮崎大学医学部附属病
院

○ 3回 ○

①平成30年5月27日～1
日間
②平成30年7月22日～1
日間
③平成30年11月未定～
1日間

①②③宮崎県病
院薬剤師会研修
会

①②③宮崎県病
院薬剤師会会員

研修会を複数回開催したい
が、その資金がない。

4.に記載した通り、研修会
を複数回開催するための
資金援助等。

50 鹿児島大学病院

51
琉球大学医学部附属病
院

○ 1回 ○ ①②未定

①妊孕性関連につ
いて
②抗がん剤曝露
対策について

①薬剤師
②医師、薬剤師、
看護師

離島勤務の薬剤師の参加につ
いて等

研修教材の支援



Ⅴ－5．都道府県内のがん医療に携わる医療者の研修・人材育成についてのアンケート

がん化学療法、緩和ケアチーム、看護師、薬剤師以外

Ｈ30年度の
研修開催予定日

研修名 対象者

あ
る

な
い

あ
る

な
い

1 北海道がんセンター

2 青森県立中央病院

3 岩手医科大学附属病院 ○ 2回 ○
①平成30年6月2日～1日間
②平成30年10月6日～1日間

①岩手県がん登録部会研修推進WG
自主研修会
②岩手県がん登録研修会

①岩手県内拠点病院院内が
ん登録実務者および登録実
務に携わる予定の者
②岩手県内院内がん登録実
務者および登録実務に携わ
る予定の者

岩手県内の診療連携拠点病
院のがん登録実務者は、大
半を岩手県職員が占めてお
り、また、他機関においても
企業である以上は人事異動
必至のためスキルのある人材
を固定することが難しい。一
旦実務から遠ざかっている
者が、認定更新年度に東京で
の研修受講などの必要経費
を所属施設から補助を受ける
ことへも、現在実務を担う
者との兼ね合いがあり困難を
生じているとの声が上がって
いる。

初級認定者のみならず、
中級認定者へのe-
learning配信（全局在）や
Webでの受講認定など、地
方に居ながら精度を維持
していくためには、交通イ
ンフラ弱者に対するケアが
求められていると感じてい
る。

4 宮城県立がんセンター ○ 3回 ○
①平成30年6月29日～1日間
②平成30年未定～2日間
③平成30年4月～未定

①平成30年度院内がん登録実務者
研修会（第1回）
②平成30年度院内がん登録実務者
研修会（第2回）、（第3回）
③宮城県立がんセンターがん登録実
務者育成支援事業（長期研修及び短
期研修）

①院内がん登録全国集計に
報告している施設の担当者
（がん診療連携拠点病院及
び県推薦病院）
②県内全病院（院内がん登
録を行っているまたは検討し
ている施設）
③県内全病院

県拠点の指定要件で院内が
ん登録実務者の育成等を行う
こととされており、県のがん診
療連携協議会の活動と
して研修会を開催している
が、そのための予算措置はな
いため、宮城県がん登録事業
を行っている宮城県対がん
協会との共催により何とか開
催しているのが実情であり、
拠点病院として独自に開催で
きるだけの予算措置を講
ずるよう国への働きかけをお
願いしたい。

①がん登録におけるルー
ルは、国立がん研究セン
ターが示したものに従う必
要がある。しかし、会議、
研修会、学会などで国が
んから示された資料につ
いては、参加者しか入手で
きないという難点があり、
最新の情報の入手が困難
である。国がんが示された
資料については、随時web
サイトに掲載し、その旨を
アナウンスするなど、随時
利用可能なものとしてほし
い。②各都道府県でどの
ような研修を行っているの
かの情報共有の仕組みの
構築をお願いしたい。

宮城県立がんセンター ○ 2回 ○
①平成30年9月12日～1日間
②平成31年2月23日～1日間

①平成30年度第1回宮城県がん診療
連携協議会患者相談部会がん専門
相談員研修会
②平成30年度第2回宮城県がん診療
連携協議会患者相談部会がん専門
相談員研修会

①、②宮城県内がん診療連
携拠点病院含むがん相談窓
口を有する２１施設のがん相
談員

宮城県立がんセンター ○ 2回 ○ ①、②未定
①宮城県がん診療連携拠点病院放
射線治療部会研修会
②東北大学医学物理セミナー

①医師・放射線技師
②放射線技師・医学物理士

県行政が放射線治療医・医学
物理士・技師の育成について
の理解があるとは思えない。
ほとんど大学任せ

医療人配置に関する行政
の主体的なビジョンを示
し、その達成に向けて官学
一体でやる努力

5 東北大学病院 ○ 2回 ○ ①、②未定
①宮城県がん診療連携拠点病院放
射線治療部会研修会
②東北大学医学物理セミナー

①医師・放射線技師
②放射線技師・医学物理士

県行政が放射線治療医・医学
物理士・技師の育成について
の理解があるとは思えない。
ほとんど大学任せ

医療人配置に関する行政
の主体的なビジョンを示
し、その達成に向けて官学
一体でやる努力

東北大学病院
宮城県立がんセンター

○ 3回 ○
①平成30年6月29日～1日間
②平成30年未定日～2日間
③平成30年4月～未定

①平成30年度院内がん登録実務者
研修会（第1回）
②平成30年度院内がん登録実務者
研修会（第2回）、（第3回）
③宮城県立がんセンターがん登録実
務者育成支援事業（長期研修及び短
期研修）

①院内がん登録全国集計に
報告している施設の担当者
（がん診療連携拠点病院及
び県推薦病院）
②県内全病院（院内がん登
録を行っているまたは検討し
ている施設）
③県内全病院

県拠点の指定要件で院内が
ん登録実務者の育成等を行う
こととされており、県のがん診
療連携協議会の活動として研
修会を開催しているが、その
ための予算措置はないため、
宮城県がん登録事業を行って
いる宮城県対がん協会との共
催により何とか開催している
のが実情であり、拠点病院と
して独自に開催できるだけの
予算措置を講ずるよう国への
働きかけをお願いしたい。

①がん登録におけるルー
ルは、国立がん研究セン
ターが示したものに従う必
要がある。しかし、会議、
研修会、学会などで国が
んから示された資料につ
いては、参加者しか入手で
きないという難点があり、
最新の情報の入手が困難
である。国がんが示された
資料については、随時web
サイトに掲載し、その旨を
アナウンスするなど、随時
利用可能なものとしてほし
い。②各都道府県でどの
ような研修を行っているの
かの情報共有の仕組みの
構築をお願いしたい。

6 秋田大学医学部附属病院 ○ 3回 ○
①平成30年9月～1日間
②平成30年10月～1日間
③平成31年2月～1日間

①（仮）第3回秋田県がんと就労シン
ポジウム
②（仮）がん相談におけるアセスメン
トに関する相談員向け研修
③（仮）就労支援に関する相談員向
け研修

①事業主、企業の労務や保
健に関わる方、医療従事者
がん患者・家族、行政等、が
ん患者の就労に関心のある
方
②医療機関においてがん相
談支援に携わる者
③医療機関においてがん相
談支援に携わる者

県内のがん相談員の指導者
研修受講者が、異動によりが
ん相談業務に継続して携わる
ことが難しい現状がある。

講師派遣について、ご対
応いただければありがた
い。

7 山形県立中央病院 ○ 2回 ○ 平成30年10月～1日間 がん患者相談員スキルアップ研修会
がん相談業務に従事してい
る医療関係者、がん相談に
関心のある医療関係者

がん相談員のスキルアップ研
修会は、国立がん研究セン
ターのがん相談員指導者研
修の修了者が企画することと
しているが、転勤、退職等の
人事異動により、企画するに
あたっての調整及び検討に苦
慮している。

講師派遣に関する相談

8
福島県立医科大学附属病
院

○ 2回 ○

9
茨城県立中央病院・
茨城県地域がんセンター

○ 1回 ○
研修会を企画，開催する時間
と労力が負担である。

・企画，開催に対する人員
の支援
・講師謝金の値上げ
・講師紹介支援

都道府県内の施設に向け
た研修・人材育成を実施

するにあたり必要とする支
援など

実施した
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Ｈ30年度の
研修開催予定日

研修名 対象者

あ
る

な
い

あ
る

な
い

都道府県内の施設に向け
た研修・人材育成を実施

するにあたり必要とする支
援など

実施した
(回/年

間)

過去
に実
施

H29年
度は
未実
施

未実
施

H29年度に未実施の施設

そ
の
他

都道府県内の施設に向けた
がん化学療法の研修・人材育

成に関する困りごとなど

Ｈ30年度
実施の予

定

（あると回答した場合）

都
道
府
県
内
で
話
し
合
う
機
会

が
な
い

担
当
者
が
い
な
か
っ
た

時
間
的
に
余
裕
が
無
か
っ
た

必
要
性
を
感
じ
て
い
な
い

ど
の
よ
う
に
研
修
を
実
施
す
れ

ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

他
の
機
関
主
催
で
実
施
し
た

No 施設

都道府県
のがん診
療連携協
議会等で、
都道府県
内の施設
への上記
以外の研
修につい
て検討す
る機会

都道府県内の施設に向けた、（がん化学療法、緩和ケアチーム、看護師、薬剤師以外の）研修等の人材育成について

予
算
が
確
保
で
き
な
か
っ
た

都
道
府
県
内
の
関
係
者
の
協
力

が
得
ら
れ
な
い

研
修
生
が
集
ま
ら
な
い
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茨城県立中央病院・
茨城県地域がんセンター

○ 2回 ○
①平成30年11月～0.5日間
②平成31年1月～0.5日間

①平成30年度茨城県がん診療連携
拠点病院研修会
（放射線治療研修会）
②平成30年度茨城県がん診療連携
拠点病院研修会
（放射線治療研修会）

①各医療機関の診療放射線
技師及び医学物理士
②各医療機関の診療放射線
技師及び医学物理士

茨城県立中央病院・
茨城県地域がんセンター

○ 3回 ○
①平成30年6月15日～1日間
②平成30年10月23日～1日間

①院内がん登録研修会
②院内がん登録研修会

①拠点病院及び県指定病院
のがん登録実務者
②県内医療機関のがん登録
実務者

・平成26年度までは都道府県
のがん登録指導者向けに研
修会が国がんで年1回開催さ
れていたため、登録に関する
定義の解釈や最新のがん登
録情報を得られていた。
・指導者研修が平成27年度に
廃止されたことにより、それら
の情報を得る手段がなくなっ
たため、県内実務者向けに研
修会を開催するには情報量
が足りないと感じている。
・よって、年度の早い時期に
都道府県拠点病院の院内が
ん登録責任者向けに研修会
等を開催していただけると有
り難い。

拠点病院の指定要件にが
ん登録中級認定者を配置
する案がでているが、必ず
しも中級認定者が専従で
がん登録実務をしていると
は限らない。また、中級レ
べルの知識を維持するに
は認定更新年の1日研修
会では足りない。ぜひ中級
者向けのE-learningを提供
していただきたい。

10 栃木県立がんセンター ○ 4回 ○
①平成30年6月15日～1日間
②平成30年10月23日～1日間

①放射線治療の推進に関する研修
②がん医療に携わる医師に対するコ
ミュニケーション技術研修会（とちぎＣ
ＳＴ）

対象者が共通する研修会が
複数開催される場合に同じメ
ンバーが複数回集まる事象が
散見される。ある程度は複数
の研修の統合が許容されると
助かる。

テレビ会議システムの利
用や講義・教材のweb配信
などがあれば，活用する施
設があるかもしれない。(講
師選定などの事務的労働
量の削減など)。

11 群馬大学医学部附属病院 ○ 3回 ○ 平成30年9月13日～1日間
群馬大学医学部附属病院がん研修
会　（表題未定）

職種・専門を問わず、すべて
の医療従事者

12 埼玉県立がんセンター

13 千葉県がんセンター 〇 １回 〇

14 東京都立駒込病院

15 がん研究会有明病院 ○ １回 ○ 平成31年　調整中  放射線腫瘍医研修会 医師 海外講師招聘費用 海外講師招聘費用

がん研究会有明病院 ○ 1回 ○ 平成31年2月23日～1日間 放射線技師等研修会
診療放射線技師，医学物理
士

放射線技師等の研修会も通
算で14回（年2回開催した時
期もありましたので）になりま
した。当初から放射線治療技
術の均てん化を本研修会の
目的としており、したがって今
後も基礎的な内容の研修会を
継続していく所存です。特に
困っていることはありません。

事務局の方々が、各施設
への案内状の送付や出席
者リスト作成、配付資料の
印刷、修了証の作成（放射
線治療専門技師と治療品
質管理士の認定更新に必
要）、当日の受付や会場設
営をやってくださり、非常に
助かっています。この場を
お借りして御礼申し上げま
す。特にこれ以上の支援
は必要としません。

がん研究会有明病院 ○ 1回 ○ 調整中
　がん医療従事者　多職種合同研修
会

　多職種

・開催にあたって、会場確保
が困難。
・各施設それぞれの背景があ
るため、チームでの参加が難
しい。
・外部講師招聘が困難。

・開催会場の提供。

16 神奈川県立がんセンター ○ 2回 ○ 平成31年2月～1日間 胸部腫瘍(肺癌・胸腺癌)について
拠点病院、県認定病院の院
内がん登録実務者

都道府県内の施設の範囲(拠
点病院・県認定病院・その他
の施設）についてご提示いた
だきたい。また、研修・人材育
成についての到達目標・テキ
スト・概要等の資料があると
全国共通で研修が行えるので
はないでしょうか。また、院内
がん登録の場合、研修を行い
うように施設要件に記されて
いるが、全く予算がない為研
修等の費用は病院の持ち出
しとなっている。

院内がん登録の場合、他
の部会とは違い実務者が
国家資格などの資格者で
構成された集団ではない
ので、拠点病院・都道府県
認定病院以外の施設も含
め、日頃の質問への応対
も多種多様です。講師派
遣もありがたいのですが、
都道府県拠点病院の担当
者向けの研修会(旧指導
者研修会のようなもの）を
行っていただけるとありが
たいです。

神奈川県立がんセンター 1回 ○ 平成30年9月1日～2日間
神奈川県がんのリハビリテーション研
修会

がんのリハビリテーションに
従事する医師・看護師・リハ
ビリテーション専門職

17
新潟県立がんセンター新潟
病院

○ 平成30年11月
第5回 新潟県がん相談支援センター
相談員研修

がん診療連携拠点病院、準
拠点病院及び地域がん診療
病院のがん相談支援セン
ター現任相談員

特になし 特になし

新潟県立がんセンター新潟
病院

○ １回

18 富山県立中央病院

19 金沢大学附属病院 ○ 3回 ○
①平成３０年6月28日
②平成３０年11月
③平成３1年3月

①第４０回石川県がん診療連携拠点
病院研修会
②第４１回石川県がん診療連携拠点
病院研修会
③第４２回石川県がん診療連携拠点
病院研修会

①がん診療に携わる医療従
事者
②がん診療に携わる医療従
事者
③がん診療に携わる医療従
事者

20 福井県立病院 ○ 3回 ○
①平成30年11月～ 1日間
②平成31年1～2月　～ 1日間

①がん相談対応評価表を用いた研
修（仮）
②妊孕性について（研修名は未定）

①がん専門相談員
②がん専門相談員、地域の
医療従事者

・毎年、地域の医療機関へ研
修案内を行っているが、参加
者が少ない。
・放射線治療に従事する放射
線技師に対する研修・人材育
成は重要であると思われる
が、放射線技師に関する研
修・人材育成は、本県のみな
らず、国でもほとんど行われ
ていないのではないか？
（あったら、逆に教えていただ
きたい）

放射線治療に従事する放
射線技師（医学物理士も
含む）に対する研修・人材
育成を行ってほしい。特
に、IMRTの検証方法や精
度管理等、高度放射線治
療に関する研修。そのた
めに講師派遣等をお願い
したい。

21 山梨県立中央病院 ○ 16回

①平成30年9月22日～1日間
②平成30年9月1日～1日間
③平成30年4月27日1日間
④平成30年15日～1日間

①県民のためのがんセミナー
②市民公開講座
③総合キャンサーボード
④がん相談員研修会

①、②一般県民・医療従事
者
③医師、看護師、コメディカ
ル等
④がん医療従事者

記載なし
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22 信州大学医学部附属病院 ○ 1回 ○ 平成30年5月27日～ 1日間
長野県がん相談員スキルアップ研修
2018

長野県内がん相談員

がん相談員の研修だけでは
限りがあるので、多職種も巻
き込んだ研修も必要と思われ
る。
県内のがん診療拠点病院か
ら研修企画の打ち合わせや
休日の研修へ参加することに
院内の理解が得られにくいと
ころがある。
研修企画にあたるものは指導
者研修を受講した者だが、受
講した者のフォローアップが
必要。

他県で実施されている研
修の教材などを参考にで
きると良い。

23 岐阜大学医学部附属病院 ○ 5回 ○

①平成30年未定　1日間
②平成30年9月～
   平成31年2月～　2日間
③平成30年10月15日～ 1日間
④平成30年6月28日～ 1日間

①岐阜県院内がん登録勉強会
②QGISを利用したがん登録データ分
析研修会
③岐阜県がん相談研修会
④岐阜県がん相談員実務者研修会

①岐阜県内の院内がん登録
実務者
②岐阜県がん診療連携拠点
病院がん登録実務担当者
岐阜県がん登録室全国がん
登録実務担当者
岐阜県がん情報センター員
③岐阜県内の病院でがん相
談に携わる医師、看護師、
ソーシャルワーカー、事務な
どの医療関係者
④岐阜県がん診療連携拠点
病院がん相談支援センター
相談実務者

講師謝金等の予算確保困
難、マンパワー不足

講師派遣

24 静岡県立静岡がんセンター ○ 52回 ○

①平成30年11月23日　1日間
②平成30年9月29日～ 1日間
③平成30年8月4日～ 1日間
④平成30年4月1日～ 2～3年間
⑤平成30年4月1日　 1～3年間
⑥平成30年4月1日　 0.5～年間
⑦平成30年4月1日～ 2～3年間
⑧平成30年4月1日～ 2～3年間
⑨平成30年7月21日～ 1日間
⑩平成30年11月23日～ 1日間
⑪平成31年1月27日～ 1日間
⑫平成30年4月1日～ 1日間
⑬平成30年4月1日～ 4年間
⑭平成30年4月1日～ 3年間
⑮平成30年9月8日～ 3日間
⑯平成30年9月15日～ 2日間

①がん検診担当者研修会
②がん専門看護研修会｢がんの介護実
践研修会｣
③相談員を対象とした研修会（相談員
ワークショップ）
④医師レジデント（医師レジデント、チー
フレジデント）
⑤医師レジデント（特別修練コース（が
ん薬物療法を除く））
⑥医師レジデント（短期研修コース）
⑦歯科医師レジデント（レジデント、チー
フレジデント）
⑧多職種がん専門レジデント（看護師、
薬剤師を除く）
⑨がん患者リハビリテーション研修会
⑩がんの医科歯科連携講習会
⑪がん患者を支える歯科衛生士のため
の講習会
⑫臨床腫瘍学コース等院内研修
⑬慶應義塾大学連携大学院
⑭大阪大学連携大学院
⑮病理医養成研修
⑯がん診療に携わる医師に対する緩和
ケア研修会

①市町、健康福祉センター、市
町検診委託医療機関担当者、
保健師、看護師等
②看護師、介護福祉士等
③県内外相談支援センター等
で相談業務を担当する者
④卒後3年目以降の医師、卒
後7年目以上の医師
⑤卒後3年目以上の医師等
⑥卒後3年目以降の医師
⑦卒後3年目以降の歯科医
師、卒後5年目以降の歯科医
師
⑧臨床検査技師免許取得者で
3年以上の臨床経験等
⑨医師、理学療法士、作業療
法士、言語聴覚士、看護師等
⑩歯科医師、歯科衛生士、看
護師等
⑪歯科衛生士
⑫全職員
⑬医師等
⑭看護師等
⑮医師等
⑯医師等

特になし 特になし

25
愛知県がんセンター中央病
院

○ 1回 ○ 未定～ 1日間
平成30年度がん診療連携拠点病院
臨床検査技師研修会（日程未定）

臨床検査技師
講師派遣があると企画の
幅が広がる気がします。

愛知県がんセンター中央病
院

○ 5回 ○ 平成30年8月4日～ 1日間
平成30年度第1回院内がん登録研修
会

愛知県内の院内がん登録実
施施設または今後実施を検
討している施設

県内の病院から院内がん登
録の研修を要望されても国が
んから資料の提供が無いた
め応えられない。

最新の院内がん登録の研
修教材。いただけないので
あれば講師の派遣回数の
追加。
現在は２回/年程度

26 三重大学医学部附属病院 ○ 2回 ○
①平成30年7月1日　1日間
②平成31年1月20日～ 1日間

①医科歯科連携推進人材養成研修
会
②医科歯科連携推進人材養成研修
会

①②医師、歯科医師、歯科
衛生士、薬剤師、看護師

病院内で、がん治療における
医科歯科連携を推進していく
予定であるが、病院内に歯科
口腔外科が設置されていない
病院があり、今後どのように
連携を進めていけばよいか、
県の歯科医師会と協議を重
ねている。

がん治療における医科歯
科連携の重要性について
理解を深めるために有用
な教材があればありがた
いです。

27 滋賀県立総合病院 ○ 3回 ○

・研修教材の開発
・研修企画、実施をするうえで
の相談員指導者等の育成
・研修企画。実施をする相談
員指導者が人事異動に伴い
安定しない

・定期的な相談員指導者
研修の開催
・研修教材の開発、講師派
遣

28
京都府立医科大学附属病
院

○ 1回 ○ 平成31年3月22日～ 1日間
がん相談支援業務に従事す
る相談員

29 京都大学医学部附属病院 ○ 2回 ○

①平成30年9月11日　～1日間
②平成30年6月9日　～1日間
③平成30年8月25日　～1日間

①肉腫の発生、進行のエピジェネ
ティック制御機構について
②若手医師のための臨床に役立つ
呼吸器セミナー　～肺癌～
③血液がんの疾患と最新の治療に
ついて

①関連病院の医師（全国）
②医師、歯科医師（全国）
③医師（京都府内）

30 大阪国際がんセンター ○
○回数
不明

○

大阪国際がんセンター ○ ○ ○ ○ 平成30年7月7日～ 1日間
第６回関西高精度放射線治療計画
研究会

関西で放射線治療に従事す
る医師、診療放射線技師、
医学物理士、看護師

講師謝礼、交通費、参加者へ
の飲み物の支給など、大変助
かっております。今後も支援
頂くと、主催は助かります。

31 兵庫県立がんセンター ○ 1回 ○ 平成30年10月13日～ 1日間 第６回　放射線セミナー
医師、薬剤師、看護師、放射
線技師、その他医療従事
者、一般市民

兵庫県立がんセンター ○ 1回 ○ 平成30年12月8日～ 1日間
婦人科領域のがん　検査と治療　up
to date

主に臨床検査技師
その他全ての医療従事者・
学生等も対象

32
奈良県立医科大学附属病
院

○ 2回 ○ 平成30年9月2日～ 1日間 平成30年第1回がん登録研修会

県内病院および全国がん登
録指定診療所の担当者
奈良県がん対策推進協議会
がん登録部会委員等
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33
和歌山県立医科大学附属
病院

○ 2回 ○

研修会を実施するにあたり、
講師の手配をするのが難し
い。また、県内の院内がん登
録実務者数が固定されている
現状において、実務者研修会
の内容を企画するのも難し
い。

全国がん登録、院内がん
登録向けの研修会を開催
するにあたっての研修教
材の配布や研修会講師の
派遣を行って欲しい。

34 鳥取大学医学部附属病院 ○ 2回 ○
①平成30年10月20日　～1日間
②平成31年3月未定～1日間

①②鳥取県地域がん診療連携拠点
病院・準拠点病院　院内がん登録研
修会

①②県内の地域がん診療連
携拠点病院並びに準じる病
院のがん登録実務者

院内がん登録実務者のため
のマニュアルやテキストが公
開されないため研修計画が立
てにくいです。

講師派遣とマニュアルやテ
キストの早期公開を希望し
ます。

35 島根大学医学部附属病院 ○ 1回 ○

36 岡山大学病院 ○ 3回 ○
①平成30年7月10日　～1日間
②平成30年11月　～1日間
③平成31年1月　～1日間

①平成30年度第1回岡山県がん相談
支援センター相談員研修会
②平成30年度第2回岡山県がん相談
支援センター相談員研修会
③平成30年度第3回岡山県がん相談
支援センター相談員研修会

①岡山県内のがん相談支援
センターで相談業務に携わ
るがん相談実務者
②岡山県内のがん相談支援
センターで相談業務に携わ
るがん相談実務者
③岡山県内のがん相談支援
センターで相談業務に携わ
るがん相談実務者

特になし。

テーマにより講師を決める
のが難しいことがあり、講
師の情報など頂けると助
かります。

岡山大学病院 ○ 1回 ○ 平成30年7月21日　～1日間
第13回　岡山県院内がん登録実務
者研修会

岡山県内の院内がん登録実
務者

特になし。 特になし。

岡山大学病院 ○ 1回 ○ 平成31年2月　～1日間
第8回　岡山県がん病理診断実務者
研修会

がん病理診断を行う医師、
病理診断に関心のある医
師、学生
病理診断に関心のある臨床
検査技師、看護師などコメ
ディカル

特になし。

講師を選ぶときの参考に
するために，他県の研修
実施状況を共有できるとい
いと思います。

37 広島大学病院 ○ 1回 ○ 平成30年10月12日　～1日間 院内がん登録実務者研修会

・広島県内のがん診療連携
拠点病院の院内がん登録実
務者及び関係者
・広島県内のがん診療連携
拠点病院以外の院内がん登
録を実施している施設の実
務者及び，実施を検討してい
る施設の関係者

がん拠点病院の指針では，都
道府県拠点病院が中心とな
り，県内のがん登録実務者の
育成を行うことが望ましいと示
されているが，指導的な役割
を果たせる実務者が不足して
いる。

地域ブロック（中国地方
等）持ち回りで，がんセン
ターから講師を招聘した研
修会の開催や都道府県拠
点病院のがん登録実務者
を対象に，研修会で講師
等を担当するためのポイン
ト講習会等

広島大学病院 ○ 2回 ○
①平成30年6月30日　～ 1日間
②平成30年10月27日　～ 1日
間

①平成30年度第1回　広島県がん相
談員研修会（支援を必要とする家族
とのかかわりを通してがん相談員の
役割を考える①）
②平成30年度第1回　広島県がん相
談員研修会（支援を必要とする家族
とのかかわりを通してがん相談員の
役割を考える①）

①広島県がん診療連携協議
会がん相談員
②広島県がん診療連携協議
会がん相談員

指導者研修に広島県からも多
くの相談員が研修受講させて
もらったが、修了者が異動と
なることが多く、研修企画が
都道府県の負担が大きくな
る。

38 山口大学医学部附属病院 ○ 2回 ○
①平成30年8月26日～1日間
②平成30年12月8日～1日間

①平成30年度山口県全国がん登録
研修会
②平成30年度山口県院内がん登録
研修会

①山口県内の病院や診療所
におけるがん登録の担当職
員等
②山口県内の医療機関に勤
務しており、院内がん登録の
実務に携わっている方

山口大学医学部附属病院 ○ 2回 ○
①平成30年7月21日～1日間
②平成30年12月～1日間

①相談対応の質保証（QA）研修
②山口県がん相談員スキルアップ研
修

39 徳島大学病院 ○ 2回 ○ ○

40 香川大学医学部附属病院 ○ 3回 ○
①平成30年8月19日～1日間
②平成30年2月9日～1日間

①第9回 香川県がん相談員交流・研
修会・第2回香川県がん相談に携わ
る人の研修会
②地域相談支援フォーラムin四国

①がん診療連携拠点病院で
がん相談に携わる医療従事
者・香川県内でがん相談に
携わる医療従事者
②中国・四国地方における
がん相談に携わる医療従事
者

香川大学医学部附属病院 ○ 1回 ○ 未定 第5回香川県がん登録研修会

香川県内の医療機関に勤務
されている方で、がん登録実
務担当者、これからがん登
録に携わる予定及びがん登
録に興味のある事務の方

特になし

今後も国立がん研究セン
ターが提供している資料
（e-learning資料等）を活用
し、研修を行っていきたい
と思いますので、使用許可
をお願いいたします。

41 四国がんセンター ○ 1回 ○ 平成30年8月2日～7日間

第8回遺伝カウンセラーのための実
践集中講座
〜遺伝性腫瘍診療現場の即戦⼒を
目指して〜

遺伝カウンセラー養成課程
の⼤学院生あるいは遺伝性
腫瘍診療の現場で働いてい
る、あるいはこれから働く予
定のメディカルスタッフ

遺伝性腫瘍の診療に携わる
人材は不⾜しているが、医療
者の認識や関⼼が⾼くないと
ころが難しいと思います。

四国がんセンター ○ 1回 ○ 平成30年11月23日～2日間
第４回愛媛県がんのリハビリテーショ
ン研修会

企画、運営の事務⼿続きの多
くを、仕事の合間に医師が
⾏っており、負担が⼤きい。

研修会の事務⼿続きを積
極的に⾏っていただける事
務員。

42 高知大学医学部附属病院 ○ ○ ○ ○ ○

未定
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い

あ
る

な
い

都道府県内の施設に向け
た研修・人材育成を実施

するにあたり必要とする支
援など

実施した
(回/年

間)

過去
に実
施

H29年
度は
未実
施

未実
施

H29年度に未実施の施設

そ
の
他

都道府県内の施設に向けた
がん化学療法の研修・人材育

成に関する困りごとなど

Ｈ30年度
実施の予

定

（あると回答した場合）

都
道
府
県
内
で
話
し
合
う
機
会

が
な
い

担
当
者
が
い
な
か
っ
た

時
間
的
に
余
裕
が
無
か
っ
た

必
要
性
を
感
じ
て
い
な
い

ど
の
よ
う
に
研
修
を
実
施
す
れ

ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

他
の
機
関
主
催
で
実
施
し
た

No 施設

都道府県
のがん診
療連携協
議会等で、
都道府県
内の施設
への上記
以外の研
修につい
て検討す
る機会

都道府県内の施設に向けた、（がん化学療法、緩和ケアチーム、看護師、薬剤師以外の）研修等の人材育成について

予
算
が
確
保
で
き
な
か
っ
た

都
道
府
県
内
の
関
係
者
の
協
力

が
得
ら
れ
な
い

研
修
生
が
集
ま
ら
な
い

研修未実施の理由（複数選択可）

43 九州がんセンター ○ 6回 ○
①平成30年5月19日～1日間
②平成30年12月1日～2日間

①知ろう！　学ぼう！　がん患者の就
労支援
②相談対応の QA(Quality
Assurance)を学ぶ

①②福岡県がん診療連携拠
点病院がん専門相談員

都道府県内で研修を開催す
る場合、ファシリテーターの育
成が課題である。特にQA研
修のように相談技法を学ぶ研
修ではファシリテーターが重
要である。
拠点病院によっては、相談員
研修の考え方に違いがあり、
研修に自分の時間で参加しな
ければならないことがある。
相談員研修を開催する時の
講師料や交通費などの経費
についても整備が必要ではあ
る。
相談員指導者研修修了者
が、配置換えなどでがん相談
支援センター所属でなくなるこ
ともがん専門相談員の育成を
困難にさせている要因と思う。

・院長や看護部長・事務部
長など病院幹部の理解が
必須である。病院の状況
により、相談員の連絡会な
どの参加が許可されない
ことがあり、疑問を感じるこ
とがあります。
・研修開催を継続するため
に、講師派遣を継続してい
ただきたいと思います。
・研修の質を保つためにも
研修教材を提供していた
だけると助かります。

44 九州大学病院 ○ 7回 ○
①平成30年7月27日～1日間
②平成30年11月3日～1日間
③平成31年1月25日～1日間

①平成30年度第1回福岡県院内がん
登録研修会
②平成30年度福岡県院内がん登録
研修会【特別講義】
③平成30年度第2回福岡県院内がん
登録研修会

①②③院内がん登録実務者

45 佐賀大学医学部附属病院 ○ ○ ○ 平成30年度10月6日 平成30年度　がん相談員研修会

・県内のがん相談支援センタ
－の相談員
・佐賀県総合保険協会相談
員

佐賀大学医学部附属病院 ○ 4回 ○

・平成30年度5月19日
・平成30年度8月17日
・平成30年度12月1日
・平成31年度2月

第8回佐賀県がん登録研修会
第9回佐賀県がん登録研修会
第10回佐賀県がん登録研修会
第11回佐賀県がん登録研修会

がん診療に携わる医師・が
ん登録実務者

・病院、指定診療所でありな
がら医師又は実務者の参加
がない施設が多数ある。
・がんの診断を行っている診
療所（地域がん登録の遡り調
査から抽出）であるが、指定
申請手続きがされない施設が
複数ある。
・地域がん登録の遡り調査か
らの抽出以外でがん診断を
行っている病院、診療所の把
握が困難である。
・全国がん登録届出申請して
いない診療所への研修や確
実な手上げ診療所増加のた
めの働きかけの方法がない。

・院内、全国にかかわら
ず、解剖学を含むがん登
録実務からデ－タ利活用
に至るまで、幅広いカリ
キュラムに対応できる講師
の派遣。
・全国がん登録の実務に
即した実践的な方法を体
験できる仮想システムでの
研修プログラム（アプリケ
－ション）。

46 長崎大学病院 ○ 3回 ○
①平成30年6月12日～1日間
②平成30年8月18日～1日間

①平成30年度第1回長崎県がん診療
連携拠点病院研修会
②平成30年度第2回長崎県がん診療
連携拠点病院研修会

①②地域がん診療連携拠点
病院および地域医療機関の
医療従事者

47 熊本大学医学部附属病院 ○ 8回 ○ ①②③④未定

①放射線療法部会セミナー
②診断部会講演会
③熊本県がん相談員研修会
④熊本県院内がん登録研修会

①がん診療連携拠点病院を
中心とした熊本県下の医師
及びコメディカルスタッフ
②熊本県内の医師及びメ
ディカルスタッフ
③熊本県内のがん診療に携
わる医療者
④熊本県内の院内がん登録
実務担当者

48 大分大学医学部附属病院 ○ 5回

49 宮崎大学医学部附属病院 ○ 2回 ○
①平成30年6月2日～1日間
②平成31年2月未定～1日間

①相談対応の質（QA：Quality
Assurance）を学ぶ
②事例検討

①宮崎県相談支援専門部会
がん相談員・宮崎県の実務
者
②宮崎県相談支援専門部会
がん相談員・宮崎県の実務
者

十分な出張費用が確保できな
い。
人材不足なため出張,研修の
時間の確保が難しい。

研修に出張は難しいので、
講師の派遣をお願いした。

50 鹿児島大学病院 〇 ○

①平成30年8月4日～1日間
②平成30年9月1日～1日間
③平成30年未定～0.5日間
④平成30年12月1日～1日間
⑤平成31年2月未定～0.5日間

①1.がん登録の概要：収集と活用の
現在と展望、2.がん登録実務のこれ
から
②全国がん登録に関すること（調整
中）
③調整中
④院内がん登録Ｕｐｄａｔｅ
⑤鹿児島県内　がん登録実務者情
報交換会

①1.がん診療に関わる人
材、2.がん登録実務者
②1.全国がん登録実務者、2.
全国がん登録実務者、患者
団体等
③④⑤がん登録実務者

実務者の評価が難しい。（現
在、アンケート形式）、離島や
県内の移動距離があるので
遠隔研修ができる体制整備を
行いたい。（事業費に予算を
つけてほしい）

・各県の研修計画や方法
を知りたい。毎年、講師依
頼をおこなっているが、今
後も継続して引き受けてほ
しい。

51 琉球大学医学部附属病院 ○ 14回



Ⅴ－6．都道府県内のがん医療に携わる医療者の研修・人材育成についてのアンケート

都道府県内の施設に向けたがん医療に携わる医療者の研修概要

化学療
法

緩和ケ
アチー

ム
看護師 薬剤師

その他
（分野）

研修開催日
（H○年○月○日～

○日間）
研修名 主催施設

研修企画者
部署・職位

研修対象者 研修目的
研修内容

（プログラムの項目等の概略）

参加施
設数（施
設数）

参加者数
（人）

1 北海道がんセンター

2 青森県立中央病院

3
岩手医科大学附属病
院

○
H29年11月11日

1日間

「岩手がん看護研修
会」
がん化学療法薬のア
セスメントとセルフケ
ア支援

岩手医科大学附属病
院

伊藤薫樹
（腫瘍センター・センター
長）

看護師

化学療法を安全・安心・安
楽に行えるように、化学療
法に携わる看護師が知識・
技術を向上し看護の質をあ
げ、患者・家族の支援がで
きる。

化学療法講義、薬剤のアセスメント法、グループワーク 5 15

岩手医科大学附属病
院

○
H29年11月11日

2日間

地域におけるがん看
護研修
緩和ケアコース・化学
療法コース

岩手医科大学附属病
院

三浦　一穂
（緩和ケアセンター　看護
師長）
澁谷　幸子
（外来化学療法室　主任
看護師）

岩手県内に勤務する
看護師

【緩和ケアコース】
・がん看護におけるコミュニ
ケーションの重要性を理解
する
・基本的なコミュニケーショ
ンを身に着けることができ
る
【化学療法コース】
レジメンのアセスメントがで
きる
・薬剤のアセスメントに関す
る情報を看護師に指導でき
る

【緩和ケアコース】
１．講義　「がん患者さんのおかれている状況」「基本的なコミュニ
ケーション」「対応が困難な患者・家族とのコミュニケーション」「患者
の意思決定支援」
２．ロールプレイ
【化学療法コース】
１．講義　「化学療法概論」「薬剤アセスメント」
２．グループワーク

13 22

岩手医科大学附属病
院

○
H29年8月26日

1日間
第1回がん緩和セミ
ナー

岩手県病院薬剤師会
薬剤部
薬剤長　岩渕　修

薬剤師
がん治療にかかわる
薬剤師の養成

【学術講演】
大腸癌化学療法の最近のTopics
【一般演題】
若手から飛び込む がんチーム医療の実践
当院におけるがん化学療法適正使用への取り組み
【特別講演】
大腸癌化学療法 ～evidenceと当科の取組み

57

岩手医科大学附属病
院

○
H29年12月9日

1日間
第2回がん緩和セミ
ナー

岩手県病院薬剤師会
薬剤部
薬剤長　岩渕　修

薬剤師
がん治療にかかわる
薬剤師の養成

【学術講演】
知っておきたいがんの痛みの薬物治療
【一般演題】
県立磐井病院の緩和医療
県立中部病院の緩和医療における現状報告
【特別講演】
「医療用麻薬について ～当院での臨床使用の実際～

56

岩手医科大学附属病
院

○
H30年2月4日

1日間
第3回がん緩和セミ
ナー

岩手県病院薬剤師会
薬剤部
薬剤長　岩渕　修

薬剤師
がん治療にかかわる
薬剤師の養成

【学術講演】
胃癌がん免疫療法と自己免疫関連副作用について
がん免疫に関する最新トピックス
【特別講演】
消化器癌の化学療法

40

岩手医科大学附属病
院

○
H29年5月13日

1日間
がん登録部会研修推
進WG自主研修会

岩手県立中央病院

岩手県がん診療連携協
議会　
がん登録部会研修推進
WG長
（岩手医科大学附属病院　
腫瘍センター　事務職員）

岩手県拠点病院院内
がん登録実務者およ
び登録実務に携わる
予定の者

拠点病院実務者の基礎固
めに重点をおき全体のレベ
ルを向上させる。
新しい人材を育成していく。

新標準登録様式の講義
演習問題

12 37

岩手医科大学附属病
院

○
H29年12月16日

1日間
岩手県がん登録研修
会

岩手医科大学附属病
院

岩手県がん診療連携協
議会
がん登録部会部会長（岩
手医科大学附属病院　病
理診断学講座　教授）

岩手県内がん診療連
携拠点病院がん登録
実務者、準備病院を含
めたDPC病院および本
研修会に参加実績の
ある病院の院内がん
登録実務者、近隣県が
ん登録実務者

岩手県内の院内がん登録
の
精度向上および均てん化

肺の解剖
肺癌病期分類
UICC第7版と第8版の違いについて及び演習
造血器腫瘍（総論・各論）について

49 94

4
宮城県立がんセン
ター

○ H28年7月1日
第1回宮城県がん化
学療法チーム研修会

宮城県立がんセンター 腫瘍内科科長・医療部長

原則としてがん化学療
法実務経験3年以上の
医師、看護師、薬剤
師、MSW（1チーム4名）

・参加者が、施設のある地
域の特徴や問題点を把握
できる
・参加者が、地域がん診療
連携拠点病院の医療スタッ
フとしての役割を理解でき
る
・地域におけるがん化学療
法研修会の開催計画を立
案し、実際に開催すること
ができる

・各医療圏の特徴や問題点、施設の特徴などを施設毎にプレゼン
テーション
（医療機関数、化学療法件数、ベッド数、スタッフ数、癌種、地域連
携など）（事前課題として
　各施設の現状報告を作成、紹介し、アイスブレーキングとする）
・地域におけるがん化学療法チーム研修会開催の方法（講義）
・地域におけるがん化学療法チーム研修会開催のための計画立案
（グループワーク）

4 16

宮城県立がんセン
ター
東北大学病院

○
H29年10月6日

1日間

平成29年度第1回院
内がん登録実務者研
修会

宮城県がん診療連携
協議会がん登録部会

宮城県立がんセンター研
究所　
がん疫学・予防研究部　
部長　金村政輝

県内全病院（院内がん
登録を行っているまた
は検討している施設）

院内がん登録の推進

①講義「標準登録様式2016年版－その１－」、②演習「標準登録様
式2016年版に基づく演習問題」、③講義「院内がん登録の集計と活
用－その１－これから始める病院のために」、④グループワーク「登
録上の疑問点の解消、日常の困りごとについて」

20 32

宮城県立がんセン
ター
東北大学病院

○
H29年12月11日～

1日間

平成29年度第2回院
内がん登録実務者研
修会

宮城県がん診療連携
協議会がん登録部会

宮城県立がんセンター研
究所　
がん疫学・予防研究部　
部長　金村政輝

県内全病院（院内がん
登録を行っているまた
は検討している施設）

院内がん登録の推進

①講義「標準登録様式2016年版－その２－」
②演習「標準登録様式2016年版に基づく演習問題」
③グループワーク１「院内がん登録の集計と活用－その２－全国集
計結果の活用」
④グループワーク２「登録上の疑問点の解消、日常の困りごとにつ
いて」

24 37

宮城県立がんセン
ター
東北大学病院

○
H30年2月27日～

1日間

平成29年度第3回院
内がん登録実務者研
修会

宮城県がん診療連携
協議会がん登録部会

宮城県立がんセンター研
究所　
がん疫学・予防研究部　
部長　金村政輝

県内全病院（院内がん
登録を行っているまた
は検討している施設）

院内がん登録の推進

①講義・演習「院内がん登録の集計と活用－その３－相対生存率
の計算」
②グループワーク１「2015年全国集計結果についての比較検討」
③グループワーク２「登録上の疑問点の解消、日常の困りごとにつ
いて」

10 19

宮城県立がんセン
ター
東北大学病院

○
H29年8月23日～

1日間
院内周知について～
各施設から報告～

宮城県がん診療連携
協議会患者相談部会　　
実務者会議

宮城県立がんセンター
がん相談支援センター　
上席主任看護師　星真紀
子

宮城県内がん診療連
携拠点病院含むがん
相談窓口を有する２１
施設のがん相談員

地域の療養情報の中でが
んに関する相談窓口として
がん診療連携拠点病院の
がん相談支援センター7施
設とがん相談窓口を有する
14施設を紹介している。し
かし、がん相談支援セン
ターや相談窓口が十分周
知できているとはいえない。
そこで、がん患者・家族に
紹介している21施設におい
て、各施設は、患者・医療
者に向けて広報・周知の状
況を報告し、各窓口の現状
と課題を知り、自施設の周
知に活かすことができる。

1. 各施設からパワーポイントにて発表
病院・相談支援センターの写真から現状、自施設の周知の問題点、
周知の為に工夫したところ、今後の課題などを発表する。
2. 質疑応答
3. グループごとに院内周知に向けた取り組みとスローガンを考える
4．発表・全体共有
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宮城県立がんセン
ター
東北大学病院

○ ○ ○ ○
H29年9月26日～

2日間
がん薬物療法研修 東北大学病院

石岡千加史　
東北大学加齢医学研究
所臨床腫瘍学分野　教授

各施設でがん薬物療
法を中心的に行う医
師，薬剤師及び看護師

講習，実習などによる研修
事業を介して，がん薬物療
法に関する知識や技術，さ
らにシステムなどの技術移
転を行い，がん拠点中核病
院におけるがん薬物療法
のノウハウを地域の病院に
伝搬し，地域内におけるが
ん薬物療法の医療水準の
均てん化を図る。

質の高いがん薬物療法の遂行のノウハウを伝搬するため、講義と
実習を実施した。講義については、腫瘍内科医師、薬剤部、看護
部、また化学療法のシステムを担うメディカルITセンターがそれぞれ
の講義枠を担当して行った。実習は、抗がん剤のミキシング、化学
療法プロトコールの模擬審査を行った。また、腫瘍内科の症例検討
会に参加し、実臨床における化学療法レジメン選択について学ん
だ。

2 6

実施した研修会の概要について

No 施設

平成29年度に実施した研修
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法
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平成29年度に実施した研修

宮城県立がんセン
ター
東北大学病院

○ ○ ○ ○
H29年10月10日～

2日間
がん薬物療法研修 東北大学病院

石岡千加史　
東北大学加齢医学研究
所臨床腫瘍学分野　教授

各施設でがん薬物療
法を中心的に行う医
師，薬剤師及び看護師

講習，実習などによる研修
事業を介して，がん薬物療
法に関する知識や技術，さ
らにシステムなどの技術移
転を行い，がん拠点中核病
院におけるがん薬物療法
のノウハウを地域の病院に
伝搬し，地域内におけるが
ん薬物療法の医療水準の
均てん化を図る。

質の高いがん薬物療法の遂行のノウハウを伝搬するため、講義と
実習を実施した。講義については、腫瘍内科医師、薬剤部、看護
部、また化学療法のシステムを担うメディカルITセンターがそれぞれ
の講義枠を担当して行った。実習は、抗がん剤のミキシング、化学
療法プロトコールの模擬審査を行った。また、腫瘍内科の症例検討
会に参加し、実臨床における化学療法レジメン選択について学ん
だ。

2 6

宮城県立がんセン
ター
東北大学病院

○ ○ ○ ○
H29年10月24日～

2日間
がん薬物療法研修 東北大学病院

石岡千加史　
東北大学加齢医学研究
所臨床腫瘍学分野　教授

各施設でがん薬物療
法を中心的に行う医
師，薬剤師及び看護師

講習，実習などによる研修
事業を介して，がん薬物療
法に関する知識や技術，さ
らにシステムなどの技術移
転を行い，がん拠点中核病
院におけるがん薬物療法
のノウハウを地域の病院に
伝搬し，地域内におけるが
ん薬物療法の医療水準の
均てん化を図る。

質の高いがん薬物療法の遂行のノウハウを伝搬するため、講義と
実習を実施した。講義については、腫瘍内科医師、薬剤部、看護
部、また化学療法のシステムを担うメディカルITセンターがそれぞれ
の講義枠を担当して行った。実習は、抗がん剤のミキシング、化学
療法プロトコールの模擬審査を行った。また、腫瘍内科の症例検討
会に参加し、実臨床における化学療法レジメン選択について学ん
だ。

2 6

宮城県立がんセン
ター
東北大学病院

○ ○ ○ ○
H29年11月7日～

2日間
がん薬物療法研修 東北大学病院

石岡千加史　
東北大学加齢医学研究
所臨床腫瘍学分野　教授

各施設でがん薬物療
法を中心的に行う医
師，薬剤師及び看護師

講習，実習などによる研修
事業を介して，がん薬物療
法に関する知識や技術，さ
らにシステムなどの技術移
転を行い，がん拠点中核病
院におけるがん薬物療法
のノウハウを地域の病院に
伝搬し，地域内におけるが
ん薬物療法の医療水準の
均てん化を図る。

質の高いがん薬物療法の遂行のノウハウを伝搬するため、講義と
実習を実施した。講義については、腫瘍内科医師、薬剤部、看護
部、また化学療法のシステムを担うメディカルITセンターがそれぞれ
の講義枠を担当して行った。実習は、抗がん剤のミキシング、化学
療法プロトコールの模擬審査を行った。また、腫瘍内科の症例検討
会に参加し、実臨床における化学療法レジメン選択について学ん
だ。

2 6

宮城県立がんセン
ター
東北大学病院

○
H30年1月27日～

1日間
東北大学医学物理セ
ミナー

東北大学病院
角谷倫之・放射線腫瘍学
分野・助教

医学物理士・放射線技
師

放射線医学物理に関する
研修会　国内外の第一人
者を講師として招き、情報
提供

放射線治療計画装置の特徴や検証作業の問題点とその解決法を
学ぶ

204

5 東北大学病院 ○
H29年9月12日～

2日間
がん薬物療法研修 東北大学病院

石岡千加史（がんセン
ター長、化学療法セン
ター長）、大内康太（がん
センター助教）

各施設でがん薬物療
法を中心的に行う医
師，薬剤師及び看護師

講習，実習などによる研修
事業を介して，がん薬物療
法に関する知識や技術，さ
らにシステムなどの技術移
転を行い，がん拠点中核病
院におけるがん薬物療法
のノウハウを地域の病院に
伝搬し，地域内におけるが
ん薬物療法の医療水準の
均てん化を図る。

質の高いがん薬物療法の遂行のノウハウを伝搬するため、講義と
実習を実施した。講義については、腫瘍内科医師、薬剤部、看護
部、また化学療法のシステムを担うメディカルITセンターがそれぞれ
の講義枠を担当して行った。実習は、抗がん剤のミキシング、化学
療法プロトコールの模擬審査を行った。また、腫瘍内科の症例検討
会に参加し、実臨床における化学療法レジメン選択について学ん
だ。

2 6

東北大学病院 ○
H30年1月28日～

1日間
第1回宮城県緩和ケ
アチーム研修会

仙台医療センター
高橋通規（緩和ケア内
科・科長）

宮城県のがん診療連
携拠点病院の緩和ケ
アチームのメンバー
（医師、看護師を含み
多職種で各施設４名程
度）

緩和ケアチーム同士の相
互交流、各施設の長所の
取り入れ、各施設の課題の
共有と解決

セッション１　各施設紹介
セッション２　各施設の困難事例の検討
セッション３　職種別の課題の共有（分科会形式）
セッション４　各施設の課題と対策の共有

4 23

東北大学病院 ○
H29年6月15日～

1日間
がん患者の精神的ケ
ア

東北大学病院

東北大学医学系研究科
地域がん医療推進セン
ター東北がんプロフェッ
ショナル養成推進プラン
がんプロフェッショナル担
当　看護師　看護師長　
畠山　里恵

本教職員　大学院生　
研修医　院外医療従事
者

本研修会は，東北大学病
院がんセミナーの一環とし
て開催され，臨床腫瘍医を
はじめとするがんプロフェッ
ショナルを目指す受講者の
「がん患者の精神的ケア」
に関する学識向上を目的と
した。受講者が自らの専門
領域に限らず，多職種・多
診療領域の最新のがん医
療やがん研究の動向を学
習することを目的としてい
る。

講師である鴇田百合子先生（東北大学病院看護部　精神看護専門
看護師）による講演

1 50

東北大学病院 ○
H29年10月14日～

4日間
AOBAナース・上級1
コース　「がん看護」

東北大学病院
東北大学病院看護部
教育委員会

東北大学病院看護部
の院内認定看護師プ
ログラム「がん看護」の
修了を目指す宮城県
内の施設に所属する
看護師

がん看護場面において、全
体像を把握して予測行動す
ることができる

研修名4とナラティブワークを3年のうちに受講 2 2

東北大学病院 ○
H29年9月12日～

2日間
がん薬物療法研修 東北大学病院

石岡 千加史　腫瘍内科・
教授・がんセンター長

医師・薬剤師・看護師

講習、実習などによる研修
事業を通して、がん薬物療
法に関する知識や技術を習
得すると共に、がん診療連
携拠点病院におけるがん
薬物療法のノウハウや業務
運用のシステムを地域の病
院に伝搬し、地域内におけ
るがん薬物療法の医療水
準の標準化を図ることを目
的とする。

①IT講義、②薬剤部講義、③MSWに関する講義、④看護部 化学療
法センター講義・実習、⑤腫瘍内科 症例検討会見学、⑥薬剤部 抗
がん薬ミキシング実習、⑦腫瘍内科講義、⑧実習（プロトコール審
査委員会ビデオ研修）、⑨診療連携について質疑応答

2 6

東北大学病院 ○
H30年3月17日～

1日間

宮城県がん診療連携
協議会　放射線治療
部会　研修会

東北大学病院
神宮啓一　放射線治療科　
教授

宮城県がん診療連携
協議会参加施設　医師　
放射線技師

放射線治療に関する最新
情報の収集

例年行っている放射線治療部会研修会は３月に宮城県保健福祉部
から小野寺保氏を招き講演を行っていただいた。またその前座とし
て小生が平成30年度の診療報酬改訂の要点と前述の放射線治療
部会に所属する施設の現況のまとめを行った。３年前と比べ改善し
た部分やまだ改善されていない事項の確認を行った。計33名の参
加があり闊達な意見交換や情報交換が行われた

7 33

東北大学病院 ○
H30年3月3日～

1日間

平成29年度第1回宮
城県がん診療連携協
議会
患者相談部会がん専
門相談員研修会

宮城県がん診療連携
協議会患者相談部会

宮城県がん診療連携協
議会患者相談部会研修
WG（7拠点病院担当者）
宮城県立がんセンター
がん相談支援センター　
上席主任看護師　星真紀
子　
宮城県立がんセンター
がん相談支援センター　
MSW　小野貴史

宮城県内がん診療連
携拠点病院含むがん
相談窓口を有する２１
施設のがん相談員

患者さんや家族を支えるた
めに必要な支援を適切なも
のにするためのアセスメント
力を強化することを目的と
する。基本情報は同じでも
がんの病期が違う患者の
事例を通して、アセスメント
と支援内容について検討
し、患者にあった支援につ
なげるためには適切なアセ
スメントが必要であること理
解する。

テーマ：「事例をもとにアセスメントの重要性を再認識しよう」
～病期に応じたアセスメントと支援を考える～
1. グループワーク
（事例を題材にアセスメントと支援）
2. 発表・全体共有
3. 意見交換

12 20

6
秋田大学医学部附属
病院

○
H29年12月9日～

1日間
がんプロFDワーク
ショップ

秋田大学
柴田浩行・秋田大学医学
部・教授

医療者・患者・一般人
がん治療についての知識を
啓発する。

1. がん専門薬剤師の養成
2. 次世代シークエンサーとがん医療
3. がんゲノム医療
4. がんリハビリテーション

14 68

秋田大学医学部附属
病院

○ H29年10月～
平成29年度緩和ケア
実地研修

秋田県、秋田県緩和ケ
ア研究会

松尾直樹・外旭川病院・
ホスピス医師

緩和ケアに関心のある
医療者
（医師・看護師・薬剤
師・理学療法士・作業
療法士・管理栄養士）

緩和ケアチーム活動を実地
体験する。

・緩和ケア外来見学
・緩和ケアチーム回診
・緩和ケアチームカンファレンス
・各専門職との面談・意見交換

5 2

秋田大学医学部附属
病院

○
H29年9月23日～

1日間

第１回せん妄ケア研
修　
看護師のアセスメント
がせん妄ケアを変え
る！

秋田大学医学部附属
病院

緩和ケアセンター副看護
師長、看護部副看護部長

県内のせん妄に関心
のある看護師

せん妄ケアのアセスメント
能力が向上することで、予
防的介入や早期発見・早期
対応が可能となる

１．せん妄の病態・症状・予防・治療について（講義）
２．せん妄のアセスメント・対応方法について（講義）
３．ロールプレイ
４．まとめ

12 63
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秋田大学医学部附属
病院

○
H29年9月1日～

50日間
がん薬物療法認定薬
剤師研修事業

秋田大学医学部附属
病院

薬剤部 県内薬剤師
がん薬物療法認定薬剤師
の資格取得のため

抗がん剤調製、　がん患者指導、　
e-leaningを使用した講義、
キャンサーボードへの参画、
各種チームへの参画など

1 1

秋田大学医学部附属
病院

○
H29年10月31日～

1日間
第2回秋田県がんと就
労シンポジウム

秋田大学医学部附属
病院

秋田県がん診療連携協
議会
がん患者相談部会　就労
支援WG

県内企業の事業主・企
業労務担当者・医療従
事者
がん患者・ご家族・行
政・がん相談員

「がんになっても働き続けた
い」を応援するために、企
業に向けて、治療と仕事の
両立について周知を図る。

テーマ：企業側の目線に立って就労支援を考える
（講演、パネルディスカッション）
1.秋田県がん患者就労実態調査結果について
2.ハローワークの就労支援（治療中でも仕事をあきらめないために）
3.治療と仕事の両立支援について
4.社会保険労務士による支援（企業と社員のために何ができるか）

40 約70

秋田大学医学部附属
病院

○
H30年1月28日～

1日間
がんプロFDワーク
ショップ

秋田大学
柴田浩行・秋田大学医学
部・教授

医療者・患者・一般人
がん治療についての知識を
啓発する。

１．希少がんの治療　
２．在宅緩和ケア
３．地域の緩和ケア

14 81

秋田大学医学部附属
病院

○
H30年3月10日～

1日間
がんプロFDワーク
ショップ

秋田大学
柴田浩行・秋田大学医学
部・教授

医療者・患者・一般人
がん治療についての知識を
啓発する。

１．小児がんの治療
２．がんゲノム検査
３．がんゲノム研究から臨床応用
４．がん免疫療法

17 83

秋田大学医学部附属
病院

○
H29年11月27日～

1日間
がん看護研修Ⅰ

秋田大学医学部附属
病院

看護部教育委員会・がん
関連の認定・専門看護師

院内の１年目の看護
師
院外の受講希望する
看護師

がん患者の体験を全人的
視点（身体的側面・精神的
側面）で理解することが可
能となる。

１．講義　　　２．事例検討（アセスメント） 1（院外） 3（院外）

秋田大学医学部附属
病院

○
H29年11月18日～

1日間
平成29年度地域相談
支援フォーラムin秋田

秋田大学医学部附属
病院

秋田県がん診療連携協
議会
がん患者相談部会

東北6県のがん診療施
設を中心に、がん相談
支援センターやがん相
談窓口を有する施設
の相談員（医師・看護
師・MSW・事務等）

がん相談における地域の
特性や先駆的な事例につ
いて情報共有することや、
患者相談プロセスにおける
共同作業について理解を深
めることなど、今後のがん
相談支援活動に活用して行
くことを目的とする。

１．各県のがん相談支援における先駆的な取り組みを発表
（宮城県、福島県、岩手県、秋田県、青森県、山形県）
２．講義（「困った」の扉を開けるアセスメントを学ぼう）
グループワーク・セルフマッサージ講座

48 109

秋田大学医学部附属
病院

○
H30年1月26日～

1日間
平成29年度がん相談
員就労支援研修会

秋田大学医学部附属
病院

秋田県がん診療連携協
議会
がん患者相談部会
就労支援WG、研修企画
WG

がん患者相談支援に
従事する相談員、一般
の方

がん患者相談員及び相談
支援に携わる者が、就労
（両立）支援に必要な知識と
支援スキルを
身に付ける。

1.講演（秋田労働局で立ち上げた両立支援チームについて）
2.講演（ハローワーク秋田における治療と仕事の両立指導の実際に
ついて）
3.演習（企業側の雇用ニーズを理解した就労支援・両立支援につい
て学ぶ）
4.評価（ポストテストアンケートによる理解度の確認）

9 32

7 山形県立中央病院 ○
H30年1月27日～

1日間
がん化学療法におけ
る地域連携研修会

山形県立中央病院 薬剤部　薬剤主幹

地域がん診療連携拠
点病院及び山形県が
ん診療連携指定病院
における医師、薬剤
師、看護師、ＭＳＷ

各地域の特性を活かした、
がん化学療法の研修会を
円滑かつ効果的に実施す
るために、地域の問題点の
抽出ができ、それを踏まえ
た研修会の企画立案並び
に実際に研修会を開催する
ことができる

・オリエンテーション（研修内容説明）
・参加施設の自己紹介（地域の問題点を発表）
・説明「山形県におけるがん化学療法の現状」
・講義「がん化学療法研修会を開催するための研修企画とプレゼン
テーション」
・グループワーク（各施設で企画書まとめ）
・全体発表（施設ごとに発表）

4 15

山形県立中央病院 ○
H29年1月25日～

1日間
緩和ケアチーム実地
研修

山形県立中央病院 緩和医療科　医長
がん診療連携拠点病
院の緩和ケアチーム

緩和ケアチームの医療従
事者を受け入れて実地研
修を提供することにより、緩
和ケアチームの質を向上さ
せる。

・病棟回診、情報収集
・緩和ケアチームミーティング
・苦痛のスクリーニングの実施状況と活用状況
・退院支援
・緩和ケアセンター会議
・意見交換

1 5

山形県立中央病院 ○
H29年6月9日～

１3日間

山形県立中央病院
エキスパート看護師
育成研修「がん看護」
研修

山形県立中央病院 看護部教育委員会
看護師（助産師）として
の実務経験を５年以上
有する者

・がん患者・家族を取り巻く
状況を理解し、その支援を
考える上で必要な知識及び
技術を習得する。
・がんという病を軌跡として
捉え、がん治療（緩和ケア
を含む）を受ける患者及び
家族をシームレスに援助し
てく能力を養う。

･がん薬物療法総論
・胃がん、肺がん、大腸がんの化学療法、乳がん治療と看護
・主な抗がん剤の特徴と副作用、抗がん剤の安全な取扱い、レジメ
ンの理解
・放射線療法看護、がん化学療法看護
・セルフケアの実際と症状マネジメント、ペインコントロールと症状マ
ネジメント
・がんの症状緩和治療、終末期の看護　など

4 16

山形県立中央病院 ○
H30年1月21日～

1日間
薬剤師のためのがん
化学療法講座

山形県立中央病院 薬剤部　薬剤主幹 薬剤師
がん化学療法に携わる薬
剤師の専門的な知識及び
技能の向上

講演
「免疫関連有害事象に対するチーム医療　～薬剤師の役割～」
「免疫チェックポイント阻害剤を使いこなすために薬剤師が知るべき
こと」

11 59

山形県立中央病院 ○
H29年12月2日～

1日間
がん患者相談員スキ
ルアップ研修会

山形県立中央病院
山形県がん診療連携協
議会がん患者相談室部
会

がん相談業務に従事し
ている医療関係者、が
ん相談に関心のある
医療関係者

がん相談支援業務に携わ
る上で必要となる知識と技
術を習得し、相談支援の質
の向上を図るとともに、相
談員同士の情報交換の機
会を設けること

・講演「治療と職業生活の両立支援について」
・グループワークと事例検討
・発表、講評

5 27

山形県立中央病院 ○
H29年9月15日～

5日間
化学療法セミナー 山形県立中央病院 化学療法管理委員会

医師、薬剤師、看護
師、医療機関従事者

がん化学療法に携わる医
療従事者の専門的な知識
及び技術の向上

・骨髄抑制のマネージメント、・免疫チェックポイント阻害剤の内分泌
学的副作用
・当院におけるB型肝炎再活性化対策の現状、発熱性好中球減少
症
・脊髄損傷の初期対応について、悪心・嘔吐
・腫瘍崩壊症候群、がん化学療法における口腔機能管理について　
など

155

山形県立中央病院 ○
H30年3月3日～

1日間
放射線治療担当放射
線技師研修

山形県立中央病院
中央放射線部　診療放射
線専門員

山形県内の医療機関
において放射線治療に
携わる診療放射線技
師

放射線治療の品質管理
（QA/QC）の向上に資する
こと

テーマ「電位計のガイドラインと不確かさの評価について」
・講義
・実習

7 27

8
福島県立医科大学附
属病院

○
H26年11月15日

50分間

がん診療に携わる医
療従事者のための研
修会

福島県がん診療連携
協議会研修教育部会

福島県がん診療連携協
議会研修教育部会長　福
島労災病院副院長　武藤
淳

県内医療関係施設の
医療従事者

　県内医療施設の医療従
事者に対して、各医療テー
マに係る現状と今後の展望
について情報を共有するこ
とにより、受講者の意識を
高め各現場での業務推進
を進める。

「大腸癌化学療法の実際」
　　東京女子医科大学　板橋道朗先生による講演

28 70

福島県立医科大学附
属病院

○
H29年8月5日

1日間
福島県緩和医療研究
会

福島県立医科大学附
属病院

福島県立医科大学附属
病院麻酔疼痛緩和科・講
師

緩和ケアに関わる医
師、看護師、薬剤師、
相談員等

　緩和医療が必要ながん患
者のＱＯＬの向上のために
必要なケアの知識と技術の
向上のための情報交換と
啓蒙活動

１．各病院からの発表
・「緩和ケア病棟におけるアドバンス・ケア・プランニングに関する取
り組み
・若年成人がん患者の在宅移行から看取りまで支援した１例
・都心から転院してきた肺がん終末期医療
・アピアランスケアを通じた医師決定支援の関わり
２．特別講演
・医療者によるアピアランスケア－患者さんの「生きる」を支援する
－

13 40



化学療
法

緩和ケ
アチー

ム
看護師 薬剤師

その他
（分野）

研修開催日
（H○年○月○日～

○日間）
研修名 主催施設

研修企画者
部署・職位

研修対象者 研修目的
研修内容

（プログラムの項目等の概略）

参加施
設数（施
設数）

参加者数
（人）

実施した研修会の概要について

No 施設

平成29年度に実施した研修

福島県立医科大学附
属病院

○
H30年2月14～20日

7日間

平成２９年度福島県
がん看護研修（県北
地域）

公立大学法人福島県
立医科大学附属病院

副病院長兼看護部長　目
黒文子

がん看護の診療機能
を有する医療機関に勤
務する保健師、助産
師、看護師で
実務経験が５年以上あ
る者

　がん医療を中核的に担っ
ている医療機関において、
専門的な臨床実務研修を
行うことにより、がん分野に
おける臨床実践能力の高
い看護師等の育成を図る。

講義・演習（がん医療・看護の現状と課題、化学療法、放射線療法、
リンパ浮腫ケア、がん患者に起こりえる精神症状のアセスメントとケ
ア、がん患者リハビリテーション、がん患者の摂食・嚥下の看護、地
域連携と社会資源、在宅緩和ケア、ELNEC-Ｊコアカリキュラム）と実
習（訪問看護ステーション、病院）

12 15

福島県立医科大学附
属病院

○
H30年3月5日～9日ま

で

福島県立医科大学附
属病院　調剤薬局薬
剤師研修

公立大学法人福島県
立医科大学附属病院

薬剤部・薬剤部長
福島県内調剤薬局に
勤務中の薬局薬剤師

　福島県内に従事する調剤
薬局薬剤師のがん治療に
関する理解を深め、調剤薬
局薬剤師による地域のがん
医療の質の向上を図る。

添付資料①の通り 4 4

福島県立医科大学附
属病院

○
H29年7月15日

2時間

がん診療に携わる医
療従事者のための研
修会

福島県がん診療連携
協議会研修教育部会

福島県がん診療連携協
議会研修教育部会長　福
島労災病院副院長　武藤
淳

県内医療関係施設の
医療従事者

県内医療施設の医療従事
者に対して、各医療テーマ
に係る現状と今後の展望に
ついて情報を共有すること
により、受講者の意識を高
め各現場での業務推進を
進める。

１．「子宮頸がん撲滅にむけて」
　いわき市立総合磐城共立病院産婦人科　本多つよし先生による
講演
２．「がん登録の現在」
　ＪＡ長野厚生連佐久総合病院総合医療センター長　西本　寛先生
による講演

16 66

福島県立医科大学附
属病院

○
H29年11月18日

2時間

がん診療に携わる医
療従事者のための研
修会

福島県がん診療連携
協議会研修教育部会

福島県がん診療連携協
議会研修教育部会長　福
島労災病院副院長　武藤
淳

県内医療関係施設の
医療従事者

県内医療施設の医療従事
者に対して、各医療テーマ
に係る現状と今後の展望に
ついて情報を共有すること
により、受講者の意識を高
め各現場での業務推進を
進める。

１．「肝癌診療の現状～高齢化と最近の進歩について～」
福島県立医科大学会津医療センター　齋藤拓朗先生による講演
２．がん患者に対するリハビリテーションの実際」
静岡県立静岡がんセンター　田沼　明先生による講演

12 60

福島県立医科大学附
属病院

○
H29年11月22日～

１日間

平成２９年度福島県
がん看護臨床実務研
修
フォローアップ研修

公立大学法人福島県
立医科大学附属病院

副病院長兼看護部長　目
黒文子

平成１９年～２８年度
（２３年度除く）がん看
護研修修了者

がん看護臨床実務研修受
講後の看護実践を振り返る
とともに、さらに必要な知識
及び技術を身につけ、地域
のがん看護の質向上のた
めに活用できる看護職員を
育成する。

・研修後の活動報告
・シンポジウム（テーマ：福島県がん看護臨床実務研修受講後のが
ん看護の質向上のための活動）
・グループワーク、全体討議

17 23

福島県立医科大学附
属病院

○
H30年3月10日～

1日間

がん診療連携拠点病
院の調剤薬局薬剤師
研修支援事業報告会
「がん医療における薬
薬連携に関する講習
会」

公立大学法人福島県
立医科大学附属病院

薬剤部・薬剤部長
調剤薬局・病院勤務薬
剤師

調剤薬局やがん拠点病院
等に勤務する薬剤師に対し
て、がん薬物療法の対応等
について履修してもらい、が
ん診療の質の向上を目指
す

添付資料②の通り 46

9
茨城県立中央病院・
茨城県地域がんセン
ター

○
H28年6月30日～

1日間

～免疫抑制・化学療
法により発症する，Ｂ
型肝炎の再活性化対
策～

茨城県立中央病院
事務局　企画情報室　係
長

茨城県内の地域がん
診療連携拠点病院，中
核病院のがん診療に
従事する医療従事者

Ｂ型肝炎の再活性化対策
を目的とする。

・免疫抑制下におけるＨＢＶ再活性化対策ガイドラインの解説
・「ウイルス性肝炎のリスクマネジメント」-de novo肝炎の撲滅に向
けて-

5 87

茨城県立中央病院・
茨城県地域がんセン
ター

○
H29年6月2日～

1日間
がん看護におけるコ
ミュニケーション研修

小山記念病院

茨城県立中央病院　看護
局
師長　鯉沼とも子
副師長　角　智美

コミュニケーション研修
受講者はラダーⅡ（臨
床経験3年以上）以上
の看護師

①コミュニケーションの重要
性を理解できる
②具体的なコミュニケーショ
ンスキルを習得できる
③ロールプレイにより自分
自身のコミュニケーション技
法を客観視できる
④各場面における具体的な
コミュニケーションスキルの
活用方法を知ることができ
る

・コミュニケーション講義
・ロールプレイを行う

1 18

茨城県立中央病院・
茨城県地域がんセン
ター

○
H29年12月10日～

１日間
茨城県がん診療連携
拠点病院研修会

茨城県立中央病院
薬剤局　薬剤科　副薬剤
科長

茨城県内の医療機関
に勤務する薬剤師

薬剤師による多施設共同
臨床研究に向けて，研究計
画の作成方法等を学ぶ。

臨床研究に関する講演の後，グループワークにて，
持ち寄ったクリニカルクエスチョンの検討を行った。

12 29

茨城県立中央病院・
茨城県地域がんセン
ター

○
H30年3月1日～

１日間

平成29年度がん診療
連携拠点病院強化事
業
がん医療従事者研修
会

茨城県立中央病院 臨床検査技術科　専門員
茨城県内医療機関の
臨床検査技師及び院
内職員

県内臨床検査技師の知識
向上

「膵臓細胞診の基礎」
膵臓細胞診の基本的な内容について，細胞像をまじえて学ぶ

1 18

茨城県立中央病院・
茨城県地域がんセン
ター

○
H29年12月23日～

0.5日間

平成29年度茨城県が
ん診療連携拠点病院
研修会
（放射線治療研修会）

茨城県立中央病院 放射線技術科　専門員
各医療機関の診療放
射線技師及び医学物
理士

がん医療従事者の専門的
知識の習得を目的に、県内
医療機関に勤務する主とし
て放射線治療機器を有する
施設の診療放射線技師や
医学物理士等を対象とした
研修会を開催する。

「AAPM report Task Group 142 に基づいた被ばく線量測定」　
1.被ばく線量の評価
2.AAPM TG-142について
3.被ばく線量（２D/３D）の具体的な測定法（実習）

6 14

茨城県立中央病院・
茨城県地域がんセン
ター

○
H29年8月1日～

1日間
院内がん登録研修会 茨城県立中央病院

企画情報室（診療情報
室）・係長

拠点病院及び県指定
病院のがん登録実務
者

院内がん登録について基
礎的知識・技能の習得を目
指すこと

（１）都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会がん登録部会の
報告
（２）２０１４年診断症例がん登録全国集計（茨城版）について
（３）がん登録の最新情報について
（４）その他

18 28

茨城県立中央病院・
茨城県地域がんセン
ター

○
H29年6月27日～

7日間
看護師に対する緩和
ケア教育

茨城県立中央病院
緩和ケアセンター　看護
師長

院内外の看護師

がんと診断された時から，
質の高い緩和ケアを提供で
きるように，基本的緩和ケ
アを担う看護師に求められ
る役割を理解し，実践能力
を向上させる。

プログラムは別添のとおり 9

【1日目】28人
【2日目】26人
【3日目】22人
【4日目】24人
【5日目】21人
【6日目】16人
【7日目】18人

茨城県立中央病院・
茨城県地域がんセン
ター

○
H29年8月25日～

1日間

茨城県央地域・緩和
ケアネットワーク「症
例検討会」

茨城県立中央病院
緩和ケアセンター　看護
師長

院内外の医師，看護
師，薬剤師及びコメ
ディカル

がん医療に携わる医療者と
の情報交換及び地域連携
における関係構築

志村フロイデグループ・エーデルワイス病棟における患者・家族
ファーストの実践と課題（開催時間　1時間30分）

28 80

茨城県立中央病院・
茨城県地域がんセン
ター

○
H30年2月16日～

1日間

茨城県央地域・緩和
ケアネットワーク「症
例検討会」

茨城県立中央病院
緩和ケアセンター　看護
師長

院内外の医師，看護
師，薬剤師及びコメ
ディカル

がん医療に携わる医療者と
の情報交換及び地域連携
における関係構築

笠間市立病院の役割と地域連携（開催時間　1時間30分） 14 41

茨城県立中央病院・
茨城県地域がんセン
ター

○
H30年7月8日～

2日間
ＥＬＮＥＣ－Ｊ 茨城県立中央病院

看護教育支援室　副看護
師長

エンド・オブ・ライフ・ケ
アにたずさわる看護師

患者・家族に質の高いエン
ド・オブ・ライフ・ケアを提供
するため

プログラムは別添のとおり 19 31

茨城県立中央病院・
茨城県地域がんセン
ター

○
H29年10月28日～

1日間
がん看護におけるコ
ミュニケーション研修

友愛記念病院

茨城県立中央病院　看護
局　
師長　鯉沼とも子
副師長　角　智美

コミュニケーション研修
受講者はラダーⅡ（臨
床経験3年以上）以上
の看護師

①コミュニケーションの重要
性を理解できる
②具体的なコミュニケーショ
ンスキルを習得できる
③ロールプレイにより自分
自身のコミュニケーション技
法を客観視できる
④各場面における具体的な
コミュニケーションスキルの
活用方法を知ることができ
る

・コミュニケーション講義
・ロールプレイを行う

不明 27
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茨城県立中央病院・
茨城県地域がんセン
ター

○
H29年11月30日～

1日間
がん看護におけるコ
ミュニケーション研修

日立製作所　日立総合
病院

茨城県立中央病院　看護
局
師長　鯉沼とも子
副師長　角　智美

コミュニケーション研修
受講者はラダーⅡ（臨
床経験3年以上）以上
の看護師

①コミュニケーションの重要
性を理解できる
②具体的なコミュニケーショ
ンスキルを習得できる
③ロールプレイにより自分
自身のコミュニケーション技
法を客観視できる
④各場面における具体的な
コミュニケーションスキルの
活用方法を知ることができ
る

・コミュニケーション講義
・ロールプレイを行う

1 46

茨城県立中央病院・
茨城県地域がんセン
ター

○
H30年1月27日～

0.5日間

平成29年度茨城県が
ん診療連携拠点病院
研修会
（放射線治療研修会）

茨城県立中央病院
河島通久　放射線技術科　
専門員

各医療機関の診療放
射線技師及び医学物
理士

がん医療従事者の専門的
知識の習得を目的に、県内
医療機関に勤務する主とし
て放射線治療機器を有する
施設の診療放射線技師や
医学物理士等を対象とした
研修会を開催する。

「PET/CT放射線治療計画について - 基礎からBTVまで -」
1.放射線治療におけるPET/CTの役割
2.シーメンスBGRT solutionについて

3 10

茨城県立中央病院・
茨城県地域がんセン
ター

○
H29年8月30日～

1日間
院内がん登録研修会 茨城県立中央病院

企画情報室（診療情報
室）・係長

県内医療機関のがん
登録実務者

院内がん登録について基
礎的知識・技能の習得を目
指すこと

（1）院内がん登録システム論
（2）院内がん登録標準登録様式２０１６年版についての解説と演習
（3）全国がん登録について

56 91

茨城県立中央病院・
茨城県地域がんセン
ター

○
H30年2月24日～

1日間
院内がん登録研修会 茨城県立中央病院

企画情報室（診療情報
室）・係長

県内医療機関のがん
登録実務者

院内がん登録について基
礎的知識・技能の習得を目
指すこと

院内がん登録の基礎について 27 35

10
栃木県立がんセン
ター

○
H29年8月31日～

2日間

地域におけるがん看
護研修がん化学療法
看護コース

栃木県立がんセンター 看護部　看護師長 看護師

県内のがん看護の現状や
課題を把握し、県内で求め
られるがん化学療法看護の
課題解決や質向上を図る。

がん化学療法看護について、講義、演習及びクループワークを実
施。

15 26

栃木県立がんセン
ター

○
H29年9月30日～

1日間
がん看護研修会 栃木県立がんセンター 看護部　副部長 看護師等医療従事者

県内のがん看護の質の向
上と均てん化を図るととも
に、研修会を通し県内各施
設とのコミュニケーションを
円滑にし、スムーズな診療
体制を構築する。

肺がんについて、講義形式のほか体験学習を実施。 26 52

栃木県立がんセン
ター

○
H29年12月9日～

1日間
がん看護研修会 栃木県立がんセンター 看護部　副部長 看護師等医療従事者

県内のがん看護の質の向
上と均てん化を図るととも
に、研修会を通し県内各施
設とのコミュニケーションを
円滑にし、スムーズな診療
体制を構築する。

胃がんについて、講義形式のほか体験学習を実施。 14 23

栃木県立がんセン
ター

○
H30年1月13日～

1日間
地域におけるがん看
護研修（緩和ケア）

栃木県立がんセンター 看護部　主査 看護師

県内の看護師が緩和ケア
の知識や技術を習得するこ
とで、県内における看護の
質の向上と均てん化を図
る。

緩和ケアについて、講義及び演習を実施。 13 21

栃木県立がんセン
ター

〇
H29年12月12日～

1日間

がん医療における医
薬連携に関する研修
会

栃木がん診療連携協
議会地域連携・研修部
会
一般社団法人栃木県
薬剤師会

地域連携センター　主任
（薬剤師）

薬剤師
病院医師・薬剤師と薬局薬
剤師が連携し、がん医療の
質の向上を図る。

在宅医療における医薬連携について、講義の後、パネルディスカッ
ションを実施。

27 41

栃木県立がんセン
ター

〇
H30年3月28日～

1日間

がん医療における医
薬連携に関する研修
会

栃木がん診療連携協
議会地域連携・研修部
会
一般社団法人栃木県
薬剤師会

地域連携センター　主任
（薬剤師）

薬剤師
病院医師・薬剤師と薬局薬
剤師が連携し、がん医療の
質の向上を図る。

在宅医療における医薬連携について、グループディスカッションを実
施。

7 9

栃木県立がんセン
ター

放射線治
療

H29年10月14日～
1日間

県内放射線治療施設
における診療放射線
技師を対象とした研
修

栃木県立がんセンター 放射線治療科　副科長 診療放射線技師

県内放射線治療施設にお
ける治療技術の向上及び
従事する診療放射線技師
のスキルアップ。

県内放射線治療施設における治療技術の向上及び従事する診療
放射線技師のスキルアップ。

6 17

栃木県立がんセン
ター

相談支援
H29年5月20日～

1日間
がん相談員研修

栃木県がん診療連携
協議会相談支援部会

がん相談支援センター相
談員指導者研修修了者

がん相談員等

相談者の相談内容を把握
し、潜在的な課題や問題を
明らかにする方法を取得す
ることによって、相談者自身
が解決に結び付けられるよ
うな支援方法を学ぶ。

がん専門相談員の役割や相談支援のプロセスについての講義の
ほか、
がん患者への相談支援に関するグループワークを実施。

15 48

栃木県立がんセン
ター

コミュニ
ケーション

技術

H29年10月21日～
2日間

がん医療に携わる医
師に対するコミュニ
ケーション技術研修
会（とちぎＣＳＴ）

栃木県立がんセンター

放射線治療科　副科長
地域がん診療連携拠点
病院　
緩和ケア科　医師

医師

医師が医療面接で「悪い知
らせ」を伝える際のコミュニ
ケーション技術の向上を目
指す。

がん患者への「悪い知らせ」を伝える際のコミュニケーション技術に
ついて、講義、グループワーク及びロールプレイを実施。

3 3

栃木県立がんセン
ター

放射線治
療

H30年3月21日～
1日間

放射線治療の推進に
関する研修

栃木県立がんセンター 放射線治療科　副科長

栃木県がん診療連携
協議会加盟施設の医
師その他の医療従事
者

がんの状態に応じた適切で
質の高いがん医療の提供
に資するため。

ＢＳＣ（バランスト・スコアカード）を用いた放射線治療の業務改善に
ついて、発表及び意見交換を実施。

7 16

11
群馬大学医学部附属
病院

○
H29年7月6日～

1日間
化学療法について

群馬大学医学部附属
病院

群馬大学医学部附属病
院
腫瘍センター長　塚本憲
史

職種・専門を問わず、
すべての医療従事者

がん化学療法への理解と
知識を深める。

講演１  化学療法について （がん薬物療法専門医による講演）
講演２  がん化学療法と看護（がん化学療法看護認定看護師による
講演）

20 112

群馬大学医学部附属
病院

○
H29年10月12日～

1日間
緩和ケア

群馬大学医学部附属
病院

群馬大学医学部附属病
院
腫瘍センター長　塚本憲
史

職種・専門を問わず、
すべての医療従事者

緩和ケアの理解と知識を深
める。

講演１  緩和ケア-特に痛みとopioidについて-（医師による講演）
講演２　疼痛マネジメントにおける看護師の役割（緩和ケア認定看
護師による講演）

13 97

群馬大学医学部附属
病院

○
H29年9月12日～

15日間
がん分野における中
堅看護師実務研修

群馬大学医学部附属
病院
他17施設

群馬大学医学部附属病
院　看護部　
副看護部長　高田幸子

県内の病院等に勤務
する、看護師経験５年
以上且つがん看護経
験３年以上であり、リー
ダー的な役割を発揮で
きるもの

がん分野における専門的
知識・技術の習得と、アセ
スメント能力向上もと、がん
看護実践ができる看護師の
育成をはかる

講義:別添　募集要項を参照
見学実習:緩和ケア病棟･訪問看護ステーションのいずれか1ヶ所を
見学
施設実習:１人患者を受け持ち、アセスメントから看護計画の立案･
実施まで行う
演習:リンパ浮腫のセルフケア、ポートの取り扱い、ELNEC-Jコアカリ
キュラム看護師教育プログラム

18 22

群馬大学医学部附属
病院

○
H30年1月23日～

1日間

Meeting of Oncology 
Pharmacy Experts
～　がん薬物療法に
おける薬剤師の役割　
～

小野薬品工業株式会
社

群馬県立がんセンター　
薬剤部 主幹　藤田　行代
志
群馬大学医学部附属病
院　
薬剤部　薬剤主任　大島
宗平

群馬県内のがん薬物
療法に従事しているま
たは興味のある方

模擬症例をベースに症例検
討を行い、臨床推論力を向
上させる

基調講演　「がん患者における臨床推論」
グループディスカッション（胃がん患者緊急入院）
特別講演　「臨床副作用フィードバックに対する受け答え」

5 10

群馬大学医学部附属
病院

放射線療
法と看護

H29年9月7日～
1日間

放射線療法と看護
群馬大学医学部附属
病院

群馬大学医学部附属病
院
腫瘍センター長　塚本憲
史

職種・専門を問わず、
すべての医療従事者

放射線治療の理解と知識を
深める。

講演１  放射線療法の看護（重粒子線医学センター医師による講
演）
講演２　疼痛マネジメントにおける看護師の役割（重粒子線医学セ
ンター看護師による講演）

11 82
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群馬大学医学部附属
病院

がん相談
H29年11月18日～

1日間

地域相談支援フォー
ラム in北関東甲信越　
「どうしていますか？
患者が自分の最期を
考えるとき　～事前意
思指示書と共に考え
る～」

群馬県がん診療連携
協議会

塚本　憲史
腫瘍センター長・診療教
授

北関東甲信越地区の
がん診療連携拠点病
院および県認定がん
診療病院等における
がん相談支援センター
医療従事者

【研修の主旨】
北関東甲信越地区のがん
診療連携拠点病院および
認定がん診療病院のがん
相談支援業務を行う相談員
が、患者自身がどのような
最期を迎えたいか考える機
会をつくり、今後の治療や
療養について話し合うプロ
セス（ＡＣＰ）やその際の相
談員の役割について学ぶ。

【シンポジウム】
各県における事前意思表示の取り組みについて

【特別講演】
 終末期医療に関する法と倫理－やりたいこと＆できることを考える
ために、正しく知る＆理解する

【グループディスカッション】
  相談員として意思決定支援に必要な知識や技術について
  事前意思指示書に関する相談員の対応について

48 121

群馬大学医学部附属
病院

大腸がん
H29年11月2日～

1日間
大腸がんの手術療法
と手術療法の看護

群馬大学医学部附属
病院

群馬大学医学部附属病
院
腫瘍センター長　塚本憲
史

職種・専門を問わず、
すべての医療従事者

大腸がん治療の理解と知
識を深める。

講演１  大腸がんの治療（医師による講演）
講演２　大腸がん患者の意思決定支援（がん看護専門看護師によ
る講演）

14 89

12
埼玉県立がんセン
ター

○
H29年11月11日～

2日間

ＥＬＮＥＣ－Ｊコアカリ
キュラム看護師教育
プログラム

埼玉県立がんセンター
緩和ケアセンター 認定看
護師主査　
（緩和ケア認定看護師）

県内地域がん診療連
携拠点病院、がん診療
指定病院に勤務する
看護師

がん診療連携拠点病院緩
和ケアセンターの看護師研
修事業の一環としてがん終
末期の緩和ケアに関する看
護実践能力の充実および
地域連携の強化を図り、が
ん緩和ケアの均てん化を目
指す

モジュール1：エンド・オブ・ライフ・ケアにおける看護
モジュール2：痛みのマネジメント
モジュール3：症状マネジメント
モジュール4：エンド・オブ・ライフ・ケアにおける倫理的問題
モジュール5：エンド・オブ・ライフ・ケアにおける文化への配慮
モジュール6：コミュニケーション
モジュール7：喪失・悲嘆・死別
モジュール8：臨死期のケア
モジュール9：高齢者のエンド・オブ・ライフ・ケア
モジュール10：質の高いエンド・オブ・ライフ・ケアの達成

8 31

埼玉県立がんセン
ター

○
H29年11月26日～

0.5日間

第7回　埼玉県立がん
センター　がん薬薬連
携シンポジウム

埼玉県立がんセンター 薬剤部　部長

埼玉県薬剤師会会員
埼玉県病院薬剤師会
会員
地域がん診療連携拠
点病院
埼玉県がん診療指定
病院

埼玉県内の病院・薬局薬剤
師を対象として、相互の情
報共有の場とする

疑義照会簡素化プロトコルの取り組みについて 30 82

13 千葉県がんセンター 〇
H29年12月22日～

1日間
新規薬剤研修会（乳
がん）

千葉県がんセンター
関根佳代・薬剤部・主任
上席専門員

がん化学療法に携わ
る医師、薬剤師、看護
師

新規に認可された分子標的
薬（イブランス）の特徴と、
代表的な有害事象、および
その対処法を学ぶことによ
り、安全な化学療法の実施
に寄与する。

新薬の概要と毒性について、講義形式での研修を実施した。
講師は、千葉県がんセンターの医師が担当した。

7 27

千葉県がんセンター 〇
H29年11月5日～

1日間
平成２９年度第１回地
域緩和ケア研修会

千葉県がんセンター
緩和ケアセンター
診療部長　藤里正規

緩和ケアに携わる医
師、看護師、薬剤師等
医療従事者

在宅緩和ケアを担う医療
者、介護職種に対して緩和
ケアの啓発及び相談支援
を行うと共に、地域における
顔の見える関係を構築す
る。

せん妄、便秘などを中心に、がんの症状マネジメントを学ぶ。 41 50

千葉県がんセンター 〇
H30年1月14日～

1日間
平成２９年度第２回地
域緩和ケア研修会

千葉県がんセンター
緩和ケアセンター
診療部長　藤里正規

緩和ケアに携わる医
師、看護師、薬剤師等
医療従事者

在宅緩和ケアを担う医療
者、介護職種に対して緩和
ケアの啓発及び相談支援
を行うと共に、地域における
顔の見える関係を構築す
る。

終末期患者とのコミュニケーション（エンドオブライフケア）について
学ぶ。

57 75

千葉県がんセンター 〇
H30年3月10日～

1日間
平成２９年度第３回地
域緩和ケア研修会

千葉県がんセンター
緩和ケアセンター
診療部長　藤里正規

緩和ケアに携わる介護
職

在宅緩和ケアを担う医療
者、介護職種に対して緩和
ケアの啓発及び相談支援
を行うと共に、地域における
顔の見える関係を構築す
る。

介護職のための緩和ケアについて学ぶ。 69 91

14 東京都立駒込病院

15 がん研究会有明病院 ○
H30年2月17日～

1日間
がんの薬物療法研修
会

（公財）がん研究会有
明病院

総合腫瘍科　部長 医師、薬剤師、看護師
がんの薬物療法における
問題点を共有し、これに関
する知識を身につける

◇テーマ：1．新規薬剤について、2．ゲノム医療について
◇プログラム
＊テーマ：1．新規薬剤について
　・乳がんに対する新規治療薬（CDK阻害薬など）
　・血液腫瘍に対する新規治療薬(プロテアソーム阻害薬、抗体薬な
ど)
　・肺癌に対する分子標的薬の現状と展望
＊総合討論
＊テーマ：2．ゲノム医療について
　・順天堂大学におけるクリニカルシークエンスMSK-IMPACT検査
の導入経験
　・遺伝性がんの臨床とカウンセリング
　・遺伝子パネル検査の臨床実装における課題と今後の展開につ
いて
＊総合討論
＊閉会

22 68

がん研究会有明病院 ○
H29年11月19日～

１日間
がん看護研修会

（公財）がん研究会有
明病院

看護部・部長 看護師

がん化学療法において、昨
今注目されているトピックス
に関して、基礎知識を確認
するとともに、多施設におけ
る看護師の活動を知り、そ
れらを所属施設のがん看護
に生かすための方策を考え
る。

◇テーマ：「化学療法に関する注目トピックス
　　―免疫チェックポイント阻害薬・認知症・精神疾患・妊孕性―」
◇プログラム：
＊講演
　・免疫チェックポイント阻害薬治療を受ける患者の看護
　・アピアランスケア
　・がん化学療法と認知症
　・がん化学療養と精神疾患
　・がんが各療法と妊孕性
＊総合ディスカッション

36 139

がん研究会有明病院 ○
H29年11月18日～

１日間
薬剤師研修会

（公財）がん研究会有
明病院

薬剤部・部長 薬剤師研修会

◇テーマ：1．「がん診療連携拠点病院が周辺施設の薬剤師を対象
とした薬剤師研修の実施報告と課題分析」、2　.「薬剤師外来の進め
方」
◇プログラム：
＊オープニングリマーク
　・テーマ：1「がん診療連携拠点病院が周辺施設の薬剤師を対象と
した薬剤師研修の実施報告と課題分析」
　１） 各ブロックからの研修会各ブロック実施報告　課題と分析評価
　　・ 中央ブロック、 城北ブロック、城南ブロック、城東ブロック、多摩
西ブロック　、多摩東ブロック　
２） 基調講演『研修企画を通じて拠点病院の役割を考える
　・テーマ：2　「薬剤師外来の進め方」
　　① 薬剤師外来の意図と成果　
　　② 実例１：ATCにおける薬剤師
　　③ 実例２：Rash外来
　　④ ディスカッション
＊アンケート実施
＊クロージングリマーク

36 72

がん研究会有明病院 ○
H30年１月13日～

１日間
 放射線腫瘍医研修
会

（公財）がん研究会有
明病院

放射線治療部・部長 医師
放射線治療における問題
点を共有し、これに関する
知識を身につける。

◇プログラム：
講演
　・医学物理
　・放射線治療と人工知能
　・Clinical trial sessionより 
　・ASTROダイジェスト
　・看護師から見た海外の放射線治療
  ・ExacTrac X-Rayの使用経験 
　
教育講演
　・前立腺癌の放射線治療
　・症例検討会
　・直腸癌

26 70
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がん研究会有明病院 ○
H30年3月3日～

１日間
放射線技師等研修会

（公財）がん研究会有
明病院

放射線治療部・技師長
診療放射線技師，医学
物理士

放射線治療技師等が日常
業務において治療計画や
照射技術を行っていく上で
必要な腫瘍学の知識を習
得のため。

◇テーマ：「放射線治療技術に必要な腫瘍学Ⅰ」
◇プログラム：
講演・・・
　・中枢神経
　・頭頚部
　・乳腺
　・食道
　・緩和
意見交換他

35 190

がん研究会有明病院 ○
H30年2月24日～

1日間
がん医療従事者
多職種合同研修会

（公財）がん研究会有
明病院

　研修部会長
医師、看護師、管理栄
養士、歯科医師、歯科
衛生士、理学療法士等

放射線治療技師等が日常
業務において治療計画や
照射技術を行っていく上で
必要な腫瘍学の知識を習
得のため。

◇テーマ：”がんリハビリテーション”
対象：拠点病院、協力病院
◇プログラム：
●講演
・がん患者とサルコペニアについて
・がん患者のリハビリテーション(総論)
・2病院の、がんリハの取組
●グループワーク
・各施設の取組について

11 55

16
神奈川県立がんセン
ター

○
H30年2月27日～

1日間
訪問看護師のための
緩和ケア研修会

神奈川県立がんセン
ター

神奈川県立がんセンター　
緩和ケアセンター　ジェネ
ラルマネージャー

県内の訪問看護師
神奈川県内の緩和ケアに
従事する訪問看護師の質
の向上

1.オピオイド鎮痛剤使用中に使用する下剤について講義
2.社会福祉士・臨床心理士による講義「利用者に怒りを向けられた
とき」
3.セルフケアの体験「静のワーク・動のワーク」

25 47

神奈川県立がんセン
ター

○
H29年9月13日～

1日間
看護師のための緩和
ケア研修会

神奈川県立がんセン
ター

神奈川県立がんセンター　
緩和ケアセンター　ジェネ
ラルマネージャー

地域の病院・訪問看護
ステーションに勤務す
る看護師

地域の病院・訪問看護ス
テーションに勤務する、緩
和ケアに従事する看護師の
質の向上

「がん性疼痛看護について」講義 1 42

神奈川県立がんセン
ター

○
H30年1月19日～

1日間
看護師のための緩和
ケア研修会

神奈川県立がんセン
ター

神奈川県立がんセンター　
緩和ケアセンター　ジェネ
ラルマネージャー

地域の病院・訪問看護
ステーションに勤務す
る看護師

地域の病院・訪問看護ス
テーションに勤務する、緩
和ケアに従事する看護師の
質の向上

職員のメンタルヘルス　生き生きと働き続けるために 1 41

神奈川県立がんセン
ター

○
H29年12月4日～

1日間
がん診療連携拠点病
院薬剤師講習会

神奈川県立がんセン
ター

神奈川県立がんセンター
薬剤科　原田　知彦

県内のがんに携わる
薬剤師

がん診療に携わる薬剤師
の現状や課題を把握し、求
められる資質の向上と相互
連携を目的とする

①がん診療連携拠点病院の役割について
②埼玉がん薬物療法研究会の活動内容について

36 47

神奈川県立がんセン
ター

○
H30年1月9日～

55日間
がん薬物療法認定薬
剤師研修

日本病院薬剤師会
日本病院薬剤師会　
がん薬物療法認定薬剤
師研修事業部

県内日本がん薬物療
法認定薬剤師資格取
得希望者

がん薬物療法認定薬剤師
資格取得のための認定施
設研修

日本病院薬剤師会規程のコアカリキュラムに準拠 4 4

神奈川県立がんセン
ター

○
H29年2月9日～

1日間
院内がん登録部会研
修会

神奈川県立がんセン
ター

小池真紀子　企画調査室　
主査

拠点病院、県認定病院
の院内がん登録実務
者

拠点病院、県認定病院の
院内がん登録の精度向上

1) 内　容：「頭頸部(耳鼻科)の解剖について」
2) 講　師：神奈川県立がんセンター　頭頸部外科医長　古川　まど
か先生
3) 対象者：神奈川県内のがん診療連携拠点病院および
神奈川県がん診療連携指定病院のがん登録実務者

30 64

神奈川県立がんセン
ター

○
H30年1月6日～

2日間
神奈川県がんのリハ
ビリテーション研修会

昭和大学医療保健学
科

昭和大学藤が丘病院リハ
ビリテーション部　
理学療法士黒岩澄志

がんのリハビリテー
ションに従事する医師・
看護師・言語聴覚士・
作業療法士・理学療法
士

がん患者リハビリテーション
料の施設基準に規定された
がんのリハビリテーションに
関する多職種研修会。

がん診療の概要、がんのリハビリテーションの概要、がん患者リハ
ビリテーションの安全管理、がん患者への心理的関わりなどの座学
がんのリハビリテーションの問題点、がんのリハビリテーションケー
ススタディ、がんのリハビリテーションカンファレンスのグループワー
ク

12 80

神奈川県立がんセン
ター

総合キャ
ンサー
ボード

H30年3月14日～
1日間

平成29年度　総合
キャンサーボード

神奈川県立がんセン
ター

酒井リカ　（キャンサー
ボード運営会議議長、腫
瘍内科　部長）

院内全職種、院外全職
種（参加希望者。院外
より看護師、医師、
MSW参加）

1)平成29年度に開催した院
内臨時キャンサーボード事
例の振り返りをおこない、診
断・治療選択が困難な事案
の診療科・職種横断的対応
とその経過を共有すること
で、希少がん、難治がんの
診療を学ぶ。
 ２）ゲノム医療の現状と課
題を共有する（院内講師お
よび院外講師による講演）

テーマ1　2017年臨時CB事例経過報告
①小腸癌に対する2時以降の治療について（3例）
②尿膜管癌に対する化学療法について（3例）
③陰茎癌に対する化学療法（2例）
その他事例経過報告（進行期外陰がん、進行期胃癌、原発不明が
ん、早期食道がん）
テーマ2　ゲノム医療関連
①当院の現状と課題
②井出遠視診療の現状と課題

5 64

神奈川県立がんセン
ター

院内がん
登録

H29年7月13日～
2日間

院内がん登録（全国
がん登録）研修会

神奈川県立がんセン
ター

小池　真紀子　
企画調査室　主査

神奈川県立病院機構　
院内がん登録担当者

院内がん登録および全国
がん登録の違いと登録方
法を知る

研修内容 院内がん登録と全国がん登録の仕組み
院内がん登録　標準登録様式　2016年版の解説
 ICD-O-３の概論・コーディングルール、UICC病期分類について

5 7

神奈川県立がんセン
ター

がん専門
相談員

H29年6月1日～
1日間

平成29年度第1回神
奈川県がん相談員研
修会

相談支援部会（事務
局：神奈川県立がんセ
ンター）

相談支援部会　部会長お
よび教育企画担当者（部
会構成員）

県内のがん診療連携
拠点病院およびがん
診療連携指定病院の
がん専門相談員

１．相談員同士の意見交換
を通して、相談および共同
のスキルアップを目指す
２．がん相談に必要な情報
共有を行う
３．語り合いを通じたピアサ
ポートの場とする

PDCAのための情報交換会 29 57

神奈川県立がんセン
ター

がん専門
相談員

H29年9月4日～
1日間

平成29年度第2回神
奈川県がん相談員研
修会

横浜市立大学附属病
院主催
相談支援部会共催（事
務局：神奈川県立がん
センター）

相談支援部会　部会長お
よび教育企画担当者（部
会構成員）

県内のがん診療連携
拠点病院およびがん
診療連携指定病院の
がん専門相談員

１．相談員同士の意見交換
を通して、相談および共同
のスキルアップを目指す
２．がん相談に必要な情報
共有を行う
３．語り合いを通じたピアサ
ポートの場とする

クリニカルシークエンスおよび周手術期口腔管理について 28 49

神奈川県立がんセン
ター

がん専門
相談員

H29年12月2日～
1日間

平成29年度第3回神
奈川県がん相談員研
修会

相談支援部会（事務
局：神奈川県立がんセ
ンター）

相談支援部会　部会長お
よび教育企画担当者（部
会構成員）

県内のがん診療連携
拠点病院およびがん
診療連携指定病院の
がん専門相談員

１．相談員同士の意見交換
を通して、相談および共同
のスキルアップを目指す
２．がん相談に必要な情報
共有を行う
４．語り合いを通じたピアサ
ポートの場とする

がん相談対応表の活用を学ぶ 17 28

神奈川県立がんセン
ター

がん専門
相談員

H30年2月15日～
1日間

平成29年度第4回神
奈川県がん相談員研
修会

相談支援部会（事務
局：神奈川県立がんセ
ンター）

相談支援部会　部会長お
よび教育企画担当者（部
会構成員）

県内のがん診療連携
拠点病院およびがん
診療連携指定病院の
がん専門相談員

１．相談員同士の意見交換
を通して、相談および共同
のスキルアップを目指す
２．がん相談に必要な情報
共有を行う
５．語り合いを通じたピアサ
ポートの場とする

PDCA評価に関する研修会 29 48

17
新潟県立がんセン
ター新潟病院

○
H29年10月30日～

6日間
がん看護専門研修Ⅰ

新潟県立がんセンター
新潟病院

看護副部長　丸山　美香
新潟県内のがん看護
実践者

がん看護に関する専門的
知識を深め、がん患者・家
族のＱＯＬの維持・向上にお
ける看護師の役割を理解
し、実践にむずびつけること
ができる。

13 15

新潟県立がんセン
ター新潟病院

○
H22年5月10日～

64日間

2010年度　第1期がん
薬物療法認定薬剤師
研修事業

新潟県立がんセンター
新潟病院

薬剤部　薬剤科長
伊藤　仁（新潟労災病
院）

がん薬物療法認定薬剤師
の養成

講義および実務実習（別紙参照） 1 1



化学療
法

緩和ケ
アチー

ム
看護師 薬剤師
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（分野）

研修開催日
（H○年○月○日～
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設数（施
設数）

参加者数
（人）

実施した研修会の概要について

No 施設

平成29年度に実施した研修

新潟県立がんセン
ター新潟病院

○
H30年2月3日～

1日間

第4回 新潟県がん相
談支援センター相談
員研修

新潟県立がんセンター
新潟病院

新潟県がん診療連携協
議会
情報連携部会長
竹之内辰也

がん診療連携拠点病
院、準拠点病院及び地
域がん診療病院のが
ん相談支援センター現
任相談員

講義、グループワークを通
して地域連携に関する知
識・情報・問題点等を学習
し、今後の相談支援業務で
相談者への適切な情報提
供・支援に活かす。

1「新潟県地域医療構想の基本方針について」
2「高齢者の療養生活支援について」
3「グループワーク」

7 16

新潟県立がんセン
ター新潟病院

○
H29年11月10日～

１日間
がん拠点病院放射線
治療研修会

新潟県立がんセンター
新潟病院

中央放射線部
診療放射線副技師長　本
多一男

県内医療従事者

都道府県がん診療連携拠
点病院として放射線治療に
おける、がん医療の専門的
な知識及び技能の情報発
信を行う。

「頭頚部癌に対するＩＭＲTの実際～当院での経験～」というタイトル
で新潟大学医歯学総合病院の放射線治療科助教の太田篤先生よ
り御講演をいただいた。

5 43

新潟県立がんセン
ター新潟病院

○
H29年7月14日～
H29年10月31日～

2日間

平成29年度 第1回
訪問看護師研修会
平成29年度 第2回
訪問看護師研修会

新潟県立がんセンター
新潟病院

新潟県立がんセンター新
潟病院 地域連携・相談
支援センター
副センター長　若井麗子

近隣の訪問看護ス
テーション職員

在宅療養を支える地域ス
タッフと共にスキルアップを
目指し、連携強化をはか
る。
研修受講により日頃の疑問
を解消し、今後の患者ケア
に活かすことができる。

第1回
講義「医療用麻薬について」「つらさを理解しアセスメントするための
思考の過程」
グループワーク「事例を基に疼痛アセスメントについて考える」
第2回
講義「がんリハビリの理学療法の実際について」「嚥下訓練の実際
について」

10 21/18

新潟県立がんセン
ター新潟病院

リハビリ
テーション

H29年10月31日～
1日間

第2回訪問看護し研
修会　がんリハビリの
研修会

新潟県立がんセンター
新潟病院

地域連携・相談支援セン
ター

訪問看護ステーション
スタッフ

在宅療養を支える地域ス
タッフと共にスキルアップを
目指し、連携強化を図る。

講義①「病期に合わせたリハビリテーション　～当院での取り組み」
　講師：リハビリ科　理学療法士
講義②「がんリハビリテーションに必要な基礎知識」
　講師：リハビリ科　言語聴覚士

18

18 富山県立中央病院 ○
H29年7月1日～

1日間
第１回富山県がん化
学療法チーム研修会

富山県立中央病院

富山県がん診療連携協
議会会長
富山県立中央病院院長　
清水　康一

がん診療連携拠点病
院の化学療法担当医
師・看護師・薬剤師・
MSW

・がん診療連携拠点病院の
医療レベル向上に寄与する

・免疫チェックポイント阻害剤を使用する患者への対応についての
講義
・グループワーク

3 9

富山県立中央病院 ○
H29年7月22日～

1日間
がん相談員研修 富山県立中央病院

緩和ケアセンター・主任
長戸　陽子

がん診療拠点病院の
がん専門相談員

がん相談に携わる者のスキ
ルアップを図る

がん相談で活用できるコミュニケーションスキル 9 18

富山県立中央病院 ○
H29年7月１日～

１日間
第１回富山県がん化
学療法チーム研修会

富山県立中央病院

富山県がん診療連携協
議会会長
富山県立中央病院院長　
清水　康一

がん診療連携拠点病
院の化学療法担当医
師・看護師・薬剤師・
MSW

新薬への対策を通じて施設
間・化学療法チーム間の連
携を図る

・免疫チェックポイント阻害薬の講義
・各施設での問題点抽出と対応策（グループワーク）

3 9

富山県立中央病院 ○
H29年7月１1日～

1日間

公開がんセミナー　が
ん患者とその子ども
への支援

富山県立中央病院 専門・認定看護師会 県内看護職員全般
がん患者とその子どもへの
支援・理解

講義・事例紹介 8 48

富山県立中央病院 ○
H30年1月１9日～

1日間

公開がん看護セミ
ナー　明日から現場
で活かせるコミュニ
ケーション

富山県立中央病院 専門・認定看護師会 県内看護職員全般
コミュニケーションスキルの
向上

コミュニケーションスキルについての講義、ロールプレイ 3 12

19 金沢大学附属病院 ○ H29年6月29日～
第3７回石川県がん診
療連携拠点病院研修
会

金沢大学附属病院 がんセンター
がんセンター診療に携
わる医療従事者

がん診療に携わる医療従
事者に対して、がん治療や
精度の高い化学療法の知
識、理解を深めてもらうため

①大腸がん化学療法の現況と展望
②乳がん治療の最前線

13 66

金沢大学附属病院 ○
H29年7月22日～

6日間

平成28年度 専門的
看護実践力研修事業
（分野別実践看護師
養成研修）
【がん看護】

金沢大学附属病院
看護部管理室
看護部長 小藤　幹恵

実務経験が５年以上
の看護師

がん看護について専門的
知識を習得し、がん看護の
臨床実践能力の高い看護
師を育成する

講義・グループワーク
最新のがん治療と看護、がん看護におけるチーム医療、緩和ケア
セルフケア、意思決定支援、がんとせん妄、在宅支援
危機理論、臨床倫理

16 42

金沢大学附属病院 ○ ○ ○ ○
H30年3月25日～

1日間
石川県地域緩和ケア
研究会

石川県地域緩和ケア
研究会　，金沢大学病
院緩和ケアセンター

緩和ケア研究会代表：大
和太郎
緩和ケアセンター長：山
田圭輔

緩和ケアに興味のある
医師，看護師，介護
士，薬剤師等

神経難病患者に対する症
状緩和，意思決定支援，家
族のケアを知る

1）講義（慢性呼吸器疾患看護認定看護師と神経内科医） 多数 100

金沢大学附属病院 ○ ○ ○ ○
H29年11月19日～

1日間

第27回金沢がん哲学
外来
北陸三県合同シンポ
ジウム

金沢がん哲学外来　，
金沢大学病院緩和ケ
アセンター

緩和ケアセンター長：山
田圭輔

緩和ケアに興味のある
医師，看護師，介護
士，薬剤師等

医療者と患者の信頼関係
の構築，コーピング，終末
期に備えたケア

①講義
②シンポジウム

多数 65

金沢大学附属病院 ○ ○
H29年11月9日～

1日間

第38回石川県がん診
療連携拠点病院研修
会

金沢大学附属病院 がんセンター
がん診療に携わる医
療従事者

がん診療に携わる医療従
事者に対し、がん治療等の
知識や理解を深めてもらう
ため

①医療の質保証に向けた効率的・効果的なパスの運用
②乳がん治療としての乳房再建～広がる選択肢～

4 97

金沢大学附属病院 ○ ○
H30年3月1日～

1日間

第39回石川県がん診
療連携拠点病院研修
会

金沢大学附属病院 がんセンター
がん診療に携わる医
療従事者

がん診療に携わる医療従
事者に対し、がん治療等の
知識や理解を深めてもらう
ため

①がん患者の就労について
②小線源治療
③長期生存が可能になった免疫チェックポイント阻害薬による肺が
ん治療

9 87

20 福井県立病院 ○
H29年7月17日～

0.5日間
第1回福井県緩和ケ
アチーム研修会

福井大学医学部附属
病院

がん診療推進センター長
片山　寛次

県内医療機関の緩和
ケアチーム

県内医療機関の緩和ケア
チーム活動についてPDCA
サイクルを回し、お互いの
課題と目標が整理・共有で
きる。

・基調講演 「緩和ケアチームの機能と役割」
・自施設緩和ケア活動における課題と改善計画について（セルフ
チェックプログラムをもとに）

7 48

福井県立病院 ○ ○
H30年3月29日～

1日間

がん化学療法の副作
用による苦痛や不安
への対応
～社会復帰を目指し
て～

福井県がん診療連携
協議会

情報・連携部会　がん相
談員ワーキング

福井県がん診療連携
拠点病院のがん相談
員およびがん相談に関
わる全ての職種

・がん専門相談員およびが
ん相談に携わる医療スタッ
フとして必要ながん医療に
関する知識を深め、相談支
援技術の自己研鑽につな
げる
・化学療法の基本と副作用
に関する知識を深める

講義：がん相談に活かすがん化学療法の基本と副作用の理解
グループワーク：抗がん剤治療中の副作用で仕事に支障がある患
者

7 15

福井県立病院 ○ ○ ○
H29年12月13日～

1日間
平成29年度NST勉強
会

福井県立病院 NST医師・NST事務局
医師・看護師・薬剤師・
管理栄養士・言語聴覚
士等（院内外）

栄養管理の知識向上を図
り、栄養管理への理解を深
める

・がん終末期患者の経口摂取とQOLについて
・経口補助食品　新製品の紹介

3 28
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平成29年度に実施した研修

福井県立病院 ○
H30年度1月21日～

1日間

相談対応のQA
（QualityAssurance）
を学ぶ

福井県がん診療連携
協議会

情報・連携部会　がん相
談員ワーキング

がん専門相談員もしく
は来年度以降がん専
門相談員として従事さ
れる予定の方

がん相談支援センターにお
けるPDCAサイクル確保の
一環として、相談対応の質
の向上のための観点を学
ぶ

講義：「がん相談対応評価表」～目的・意義・ルールを理解する～
グループディスカッション：評価表を利用しての意見交換
講義：「がん相談支援の質」を考える
グループディスカッション：自施設や地域での取り組める内容につい
ての意見交換

5 13

21 山梨県立中央病院 ○
H29年10月29日～

1日間
平成29年度山梨県緩
和ケアチーム研修会

山梨県立中央病院
緩和ケアセンター
統括部長　阿部　文明

山梨県内のがん診療
連携拠点病院の緩和
ケアチーム（多職種）
＋公募で希望があった
病院

山梨県内の緩和ケアチー
ムの交流と相互理解、およ
び各病院チームの質の向
上を目指した

山梨県緩和ケアチーム研修会の概要　山梨県のがん対策について
緩和ケアチームの質の評価について
各緩和ケアチームの活動状況報告　グループワーク今後の緩和ケ
アチームの活動立案

6 32

山梨県立中央病院 ○ ○
H26年9月12日～

1日間
平成26年度　第1回が
ん医療従事者研修会

山梨県立中央病院
山梨県立中央病院　薬剤
部　主任薬剤師

山梨県内の薬剤師、医
師、看護師等

がん治療に関わる薬剤師
の資質向上

・当院におけるがん化学療法への薬剤師の関わり
・がん治療における薬剤師業務の現状とこれから

不明 44

山梨県立中央病院 ○
H29年5月13日～

1日間
県民のためのがんセ
ミナー

山梨県立中央病院 副院長 一般市民・医療従事者

がん患者を含めた県民が、
がんを知り、がんと向き合
い、がんに負けることのな
い社会を実現するために、
「県民に分かっていただけ
るセミナー」をモットーに、
「県民のための “がん”セミ
ナー」を開催している。

講演「がんになった時、あなたは？がん患者さんの心の変化」
43

山梨県立中央病院 ○
H29年9月30日～

1日間
県民のためのがんセ
ミナー

山梨県立中央病院 副院長 一般市民・医療従事者

がん患者を含めた県民が、
がんを知り、がんと向き合
い、がんに負けることのな
い社会を実現するために、
「県民に分かっていただけ
るセミナー」をモットーに、
「県民のための “がん”セミ
ナー」を開催している。

講演会「がんの手術療法～新しい手術療法の導入～」 80

山梨県立中央病院 ○
H29年11月25日～

1日間
県民のためのがんセ
ミナー

山梨県立中央病院 副院長 一般市民・医療従事者

がん患者を含めた県民が、
がんを知り、がんと向き合
い、がんに負けることのな
い社会を実現するために、
「県民に分かっていただけ
るセミナー」をモットーに、
「県民のための “がん”セミ
ナー」を開催している。

講演会「がん共に歩む力を」 59

山梨県立中央病院 ○
H30年2月3日～

1日間
県民のためのがんセ
ミナー

山梨県立中央病院 副院長 一般市民・医療従事者

がん患者を含めた県民が、
がんを知り、がんと向き合
い、がんに負けることのな
い社会を実現するために、
「県民に分かっていただけ
るセミナー」をモットーに、
「県民のための “がん”セミ
ナー」を開催している。

講演会「もし、あなたが進行がんになったら～新しい治療の夜明け
～」

104

山梨県立中央病院 ○
H29年4月17日～

1日間
総合キャンサーボード 山梨県立中央病院 がんセンター局長

医師、看護師、コメディ
カルスタッフ等

山梨県内においてより質の
高いがん医療を提供するた
め

講演「統計からみた当院のがん医療」 73

山梨県立中央病院 ○
H29年5月23日～

1日間
総合キャンサーボード 山梨県立中央病院 がんセンター局長

医師、看護師、コメディ
カルスタッフ等

山梨県内においてより質の
高いがん医療を提供するた
め

講演「H.pylori感染胃炎の自然史ｔｐ胃がん発生」 66

山梨県立中央病院 ○
H29年6月21日～

1日間
総合キャンサーボード 山梨県立中央病院 がんセンター局長

医師、看護師、コメディ
カルスタッフ等

山梨県内においてより質の
高いがん医療を提供するた
め

講演「消化器がんに対する外科治療の現状と今後」 100

山梨県立中央病院 ○
H29年7月18日～

1日間
総合キャンサーボード 山梨県立中央病院 がんセンター局長

医師、看護師、コメディ
カルスタッフ等

山梨県内においてより質の
高いがん医療を提供するた
め

講演「山梨県におけるＰＥＴ診療の現状と課題」 48

山梨県立中央病院 ○
H29年9月19日～

1日間
総合キャンサーボード 山梨県立中央病院 がんセンター局長

医師、看護師、コメディ
カルスタッフ等

山梨県内においてより質の
高いがん医療を提供するた
め

講演「ロボット手術導入から～３年間の展開～」 37

山梨県立中央病院 ○
H29年10月5日～

1日間
総合キャンサーボード 山梨県立中央病院 がんセンター局長

医師、看護師、コメディ
カルスタッフ等

山梨県内においてより質の
高いがん医療を提供するた
め

講演「難治性癌　克服に向けて～免疫チェックポイント阻害剤～」 44

山梨県立中央病院 ○
H29年11月21日～

1日間
総合キャンサーボード 山梨県立中央病院 がんセンター局長

医師、看護師、コメディ
カルスタッフ等

山梨県内においてより質の
高いがん医療を提供するた
め

講演「肝癌局所療法　―３０年を超えて―」 57

山梨県立中央病院 ○ H29年12月12日～ 総合キャンサーボード 山梨県立中央病院 がんセンター局長
医師、看護師、コメディ
カルスタッフ等

山梨県内においてより質の
高いがん医療を提供するた
め

講演「血液がんに挑んで」 37

山梨県立中央病院 ○
H30年1月23日～

1日間
総合キャンサーボード 山梨県立中央病院 がんセンター局長

医師、看護師、コメディ
カルスタッフ等

山梨県内においてより質の
高いがん医療を提供するた
め

講演「胃癌：早期から晩期の完全治療を目指して」 135

山梨県立中央病院 ○
H29年7月8日～

1日間
市民公開講座 山梨県立中央病院 教育研修部会長 一般県民

県民への情報提供・普及啓
発

講演「最新のがん医療について」 40

山梨県立中央病院 ○
H30年3月10日～

1日間
がん相談員研修会 山梨県立中央病院 がん相談支援部会長 がん医療従事者

山梨県内においてより質の
高いがん相談を提供するた
め

講演「がん患者・家族の心理と医療者のコミュニケーションについ
て」
グループワーク「がん相談の場面を通じて」

11 25

22
信州大学医学部附属
病院

○ ○
H30年3月4日～

1日間

都道府県がん診療連
携拠点病院医療者研
修会「信大病院にお
けるがんゲノム医療
推進の試み」

信州大学医学部附属
病院

信州大学医学部附属病
院信州がんセンター
小泉知展教授

県内医療従事者

・医療従事者を対象に、信
州大学医学部附属病院に
おけるゲノム医療推進の試
みと体制作りを紹介し、国
内のがんゲノム医療の推進
の動向について研修を行
う。
・信州大学医学部附属病院
におけるがんゲノム医療推
進の現状や試みについて
理解を深める

講義形式
　信大病院におけるクリニカルシークエンスの導入
　LC-SCRUM Japanについて
　遺伝性乳がん卵巣癌症候群
　がん遺伝カウンセリングの役割と育成

16 40

信州大学医学部附属
病院

○
H30年3月21日～

1日間
長野県緩和ケアアド
バンス研修会2017

信州大学医学部附属
病院

信州大学医学部附属病
院緩和ケアセンター

県内の緩和ケアに携
わる医療者

Ｈ29年度は、地域ごとのグ
ループワークを行い、自分
の地域の課題や困りごとを
明確にし、今後の活動計画
を立案していく。
職種ごとのグループワーク
を設定し、施設を越えた連
携を目標とする。

埼玉県立がんセンター余宮きのみ先生講演
昨年度の研修課題のふり返り
近隣地域ごとのグループワーク(自分の地域のふり返り、課題、目
標と今後の行動計画）
同職種毎の意見交換会(グループワーク）

23 72

信州大学医学部附属
病院

○
H29年12月9日～

2日間
ELNEC-Jコアカリキュ
ラムin信大病院2017

信州大学医学部附属
病院

信州大学医学部附属病
院緩和ケアセンター

県内医療関係施設に
勤務する看護師

各施設でのエンドオブライフ
ケアを向上させる

エンドオブライフケアにおける看護 12 30

信州大学医学部附属
病院

○
H29年6月4日～

1日間
長野県がん相談員ス
キルアップ研修2017

長野県がん診療連携
協議会情報連携部会

情報連携部会研修企画
ワーキンググループ

長野県内がん相談員

長野県におけるがん患者
の就労支援の現状を知り、
多職種との連携方法、相談
支援のあり方を学ぶ

事前アンケート結果報告　
講義「がん患者の就労支援における社労士の役割と多職種連携」　
自己紹介　事例検討　全体共有　
リソース紹介（産業保健総合支援センター、ハローワーク就労支援
ナビゲーター）

11 30



化学療
法

緩和ケ
アチー

ム
看護師 薬剤師

その他
（分野）

研修開催日
（H○年○月○日～

○日間）
研修名 主催施設

研修企画者
部署・職位

研修対象者 研修目的
研修内容

（プログラムの項目等の概略）

参加施
設数（施
設数）

参加者数
（人）

実施した研修会の概要について

No 施設

平成29年度に実施した研修

23
岐阜大学医学部附属
病院

○
H29年11月2日～

1日間

癌治療戦略検討会
（拡大キャンサーボー
ドミーティング）＆副作
用対応を含めた放射
線治療・化学療法の
推進に関する研修会

岐阜大学医学部附属
病院

岐阜大学医学部附属病
院がんセンター　キャン
サーボード部門・化学療
法部門・放射線治療部門

岐阜県内の病院でが
ん医療に携わる医師，
薬剤師
放射線技師，看護師，
その他

地域におけるがん診療連
携の円滑な実施を図り，質
の高いがん医療の提供体
制を確立する。

1.演題：放射線治療・化学療法に関するレクチャー
2.演題：血液感染症内科の症例検討
　「気道閉塞のリスクが生じた縦隔原発高悪性リンパ腫」

5 67

岐阜大学医学部附属
病院

○
H29年11月29日～

1日間
岐阜県院内がん登録
勉強会

岐阜大学医学部附属
病院

岐阜県がん診療連携拠
点病院協議会がん情報
専門部会

岐阜県内の院内がん
登録実施医療機関の
実務者

院内がん登録実施施設の
実務者の個々のスキルアッ
プを目的とて、がん登録勉
強会を毎年開催し、岐阜県
全体の院内がん登録の登
録精度向上を目指す。

テーマ：肺癌・大腸癌について
～疫学・解剖・病理・治療法まで幅広い知識の習得を目指して～

10 24

岐阜大学医学部附属
病院

○
H29年9月8日～
H30年2月9日～

2日間

QGISを利用したがん
登録データ分析研修
会

岐阜大学医学部附属
病院

岐阜県がん診療連携拠
点病院協議会がん情報
専門部会

岐阜県がん診療連携
拠点病院がん登録実
務担当者
岐阜県がん登録室全
国がん登録実務担当
者
岐阜県がん情報セン
ター員

地理情報システム「QGIS」
を用いて視覚効果の高い
地図資料を作成することを
習得することにより、がん登
録データの患者の傾向、受
領動向の集約等の分析ス
キルを向上させ、地域の
方々へがんに関する情報を
わかりやすく提供することを
目指す。

ＱＧＩＳを利用したがん登録データ分析研修会
１．医療圏ポリゴンと医療圏別罹患数データのテーブ結合と表示
２．病院施設の住所データを用いたアドレスマッチによる点データの
作成・表示
３. 複数データ（グラフ等）を組み合わせた統計地図作成方法やその
活用方法の習得

6 24

岐阜大学医学部附属
病院

○
H29年7月1日～

1日間
岐阜県がん相談員研
修会

高山赤十字病院
岐阜県がん診療連携拠
点病院協議会患者相談
専門部会

岐阜県内の病院でが
ん相談に携わる医師、
看護師
ソーシャルワーカー、
事務などの医療関係
者

病院におけるがん相談の
職務の遂行に必要な知識、
技能等を深め、がん相談員
の質の向上に資することを
目的とする。

1.岐阜県のがん対策
2.当院における乳房再建の取り組み
3.乳がん患者の意思決定支援～真のニーズと価値観を引き出すた
めに～
4.化学療法の副作用に対する脱毛ケアについて

15 67

岐阜大学医学部附属
病院

○
H29年7月27日～

1日間
岐阜県がん相談員実
務者研修会

岐阜大学医学部附属
病院

岐阜県がん診療連携拠
点病院協議会患者相談
専門部会

岐阜県がん診療連携
拠点病院がん相談支
援センター相談実務者

がん診療連携拠点病院に
おけるがん相談の職務の
遂行に必要な知識、技能等
を深め、がん相談員の質の
向上に資することを目的と
する。

1.講義：心理的側面から相談者をアセスメントする方法を学ぶ
2.グループワーク（カウンセリングのスキルを得る）
3.質疑応答

6 12

岐阜大学医学部附属
病院

○
H29年7月22日～

2日間

ELNEC-Jコアカリキュ
ラム看護師教育プロ
グラム

岐阜県総合医療セン
ター

岐阜県がん診療連携拠
点病院協議会教育研修
専門部会

日本看護協会のクリニ
カルラダーIIに相当し、
患者の看取りのケアに
たずさわる看護師

県内の看護師がエンド・オ
ブ・ライフ・ケアを習得する
ことにより、看護の質の
ベースアップを図る。

モジュール1　エンド･オブ･ライフ・ケアにおける看護
モジュール2　痛みのマネジメント
モジュール3　症状マネジメント
モジュール4　エンド・オブ・ライフ・ケアにおける倫理的問題
モジュール5　エンド・オブ・ライフ・ケアにおける文化への配慮
モジュール6  コミュニケーション
モジュール7　喪失・悲嘆・死別
モジュール8　臨死期のケア
モジュール9　高齢者のエンド・オブ・ライフ・ケア
モジュール10　質の高いエンド・オブ・ライフ・ケアの達成

33

岐阜大学医学部附属
病院

○
H29年11月25日～

1日間
End-of-Life-Care研
修会

岐阜県立看護大学
岐阜大学医学部附属
病院

岐阜県立看護大学
岐阜県がん診療連携拠
点病院協議会教育研修
部会WG

ELNEC－Jコアカリキュ
ラム受講修了者

A県で実施したELNEC－Jコ
アカリキュラム看護師教育
プログラムの受講者を対象
とした調査結果をもとに、「A
県のEnd-of-Life-Care充実
に向けた研修会」を企画・
実施し評価すること

1.講義：家に帰りたいを支えるCareを倫理的視点で講義
2.グループワーク（在宅療養継続に困難をきたしている患者の事例）
3.発表

22

24
静岡県立静岡がんセ
ンター

○
H29年4月1日～

1～2年間

医師レジデント
（がん薬物療法専攻
修練医）

静岡がんセンター 静岡がんセンター
卒後５年目以上の医
師

がん薬物療法専門医の養
成

日本臨床腫瘍学会の｢がん薬物療法専門医のための研修カリキュ
ラム｣に沿って研修

1

静岡県立静岡がんセ
ンター

○
H29年8月3日～

1日間
緩和ケアチーム実地
研修（受入）

静岡がんセンター 国 医師、看護師、薬剤師
緩和ケアチームの質の向
上

実地研修 1 3

静岡県立静岡がんセ
ンター

○
H29年8月～

8か月間
認定看護師教育課程

静岡がんセンター
（認定看護師教育機
関）

静岡がんセンター 実務経験5年以上
専門性の高い看護技術の
習得

講義、演習及び病院実習 58

静岡県立静岡がんセ
ンター

○
H29年4月1日～

1年間
多職種がん専門レジ
デント（薬剤師）

静岡がんセンター 静岡がんセンター 薬剤師免許取得者等
がん専門の優秀な薬剤師
の養成

実際に業務に従事しながら最先端のがん医療の全体像や多職種
チーム医療を学ぶ

0※28年度から
2年間の受講者

1名

静岡県立静岡がんセ
ンター

○
H29年7月14日～

1日間
がん予防教育指導者
研修会

静岡がんセンター 静岡がんセンター

市町・健康福祉セン
ター、がん相談支援セ
ンター、がん検診受診
率向上の協定を締結し
ている企業の担当者、
看護師等

県内の対策型検診に係る
精度管理の質の向上を図
る

大腸がん検診・子宮頸がん検診の精度管理 48 65

静岡県立静岡がんセ
ンター

○
H29年9月、3月～

2日間

臨床腫瘍学コース
（化学療法に関する
回は2回）

静岡がんセンター 静岡がんセンター 全職員

医療サービス提供に関わる
共通した認識・目標を醸成
し、職種を超えて必要な知
識・技術を習得する。

講義（抗がん剤（化学療法）、がん化学療法の看護
54

※2回合計

静岡県立静岡がんセ
ンター

○
H29年8月24日～

1日間
緩和ケアチーム実地
研修（受入）

静岡がんセンター 国
医師、看護師、薬剤
師、心理士

緩和ケアチームの質の向
上

実地研修 1 4

静岡県立静岡がんセ
ンター

○
H29年11月30日～

1日間
緩和ケアチーム実地
研修（受入）

静岡がんセンター 国 医師、看護師、薬剤師
緩和ケアチームの質の向
上

実地研修 1 4

静岡県立静岡がんセ
ンター

○
H29年8月4日～

1日間

臨床腫瘍学コース
(緩和ケアに関する回
は1回）

静岡がんセンター 静岡がんセンター 全職員

医療サービス提供に関わる
共通した認識・目標を醸成
し、職種を超えて必要な知
識・技術を習得する。

講義（痛みの緩和で大切なこと） 41

静岡県立静岡がんセ
ンター

○ ○ ○
H29年4月1日～

1年間
臨床腫瘍学コース等
院内研修

静岡がんセンター 静岡がんセンター 全職員

医療サービス提供に関わる
共通した認識・目標を醸成
し、職種を超えて必要な知
識・技術を習得する。

講義 1007



化学療
法

緩和ケ
アチー

ム
看護師 薬剤師

その他
（分野）

研修開催日
（H○年○月○日～

○日間）
研修名 主催施設

研修企画者
部署・職位

研修対象者 研修目的
研修内容

（プログラムの項目等の概略）

参加施
設数（施
設数）

参加者数
（人）

実施した研修会の概要について

No 施設

平成29年度に実施した研修

静岡県立静岡がんセ
ンター

○
H29年4月1日～

2～3年間
多職種がん専門レジ
デント制度（看護師）

静岡がんセンター 静岡がんセンター 3年以上の臨床経験
がん専門の優秀な看護師
の養成

実際に業務に従事しながら最先端のがん医療の全体像や多職種
チーム医療を学ぶ。

0

静岡県立静岡がんセ
ンター

○
H29年10月14日～

1日間
看護師を対象とした
緩和ケア研修会

静岡がんセンター 静岡がんセンター
県内に勤務する全ての
看護師

県内の看護師及び緩和ケ
アチームの質の向上を図る

講義（症状マネジメントと看護展開） 85 189

静岡県立静岡がんセ
ンター

○ ○
H29年7月22日～

1日間
静岡県がんのリハビ
リテーション研修会

静岡がんセンター 静岡がんセンター
医師、理学療法士、作
業療法士、言語聴覚
士、看護師等

がん患者へのリハビリテー
ションの質を高めることによ
り、がん患者の早期社会復
帰や療養生活の質の向上
を図る。

講義
がんのリハビリテーション総論　がんのリハビリテーションの実際
（周術期の対応、がん患者の社会復帰）

145 305

静岡県立静岡がんセ
ンター

○ ○
H29年12月10日～

1日間
がんの医科歯科連携
講習会

静岡がんセンター 静岡がんセンター
歯科医師、歯科衛生
士、看護師等

支持療法を県内に普及させ
ることにより、がん治療によ
る患者の負担軽減を図る。
がんの医科歯科連携の拡
大と充実を図る。

講義
血液がん・支持療法と口腔ケア

92 148

静岡県立静岡がんセ
ンター

○ ○
H29年8月19日～

1日間

がん専門看護研修会
「がんの介護実践研
修会」

静岡がんセンター 静岡がんセンター 看護師、介護福祉士等
県内のがん介護の質の向
上を図る

講義
最期のときを支える介護のポイント

127 227

静岡県立静岡がんセ
ンター

○
H29年7月14日～

1日間
がん予防教育指導者
研修会

静岡がんセンター 静岡がんセンター

市町・健康福祉セン
ター、がん相談支援セ
ンター、がん検診受診
率向上の協定を締結し
ている企業の担当者、
看護師等

県内の対策型検診に係る
精度管理の質の向上を図
る

大腸がん検診・子宮頸がん検診の精度管理 48 65

静岡県立静岡がんセ
ンター

○
H29年7月8日～
H30年1月13日～

2日間

相談員を対象とした
研修会（相談員ワーク
ショップ）

静岡がんセンター 静岡がんセンター
県内外相談支援セン
ター等で相談業務を担
当する者

相談対応の質の向上
講義、グループワーク（テーマ｢がん患者の最期に寄り添うために｣
等）

75※2回の合計

静岡県立静岡がんセ
ンター

○
H29年4月1日～

2～3年間

医師レジデント
（医師レジデント、
チーフレジデント）

静岡がんセンター 静岡がんセンター
卒後3年目以降の医師
卒後7年目以上の医師

がん専門の優秀な医師の
養成

実際に業務に従事しながら最先端のがん医療の全体像や多職種
チーム医療を学ぶ。

54※在籍者
ベース

静岡県立静岡がんセ
ンター

○
H29年4月1日～

1～3年間

医師レジデント
（特別修練コース（が
ん薬物療法を除く））

静岡がんセンター 静岡がんセンター 卒後3年目以上の医師
がん専門の優秀な医師の
養成

実際に業務に従事しながら最先端のがん医療の全体像や多職種
チーム医療を学ぶ。

7※在籍者ベー
ス

静岡県立静岡がんセ
ンター

○
H29年4月1日～

0.5～年間
医師レジデント
（短期研修コース）

静岡がんセンター 静岡がんセンター 卒後3年目以降の医師
がん専門の優秀な医師の
養成

実際に業務に従事しながら最先端のがん医療の全体像や多職種
チーム医療を学ぶ。

7
※在籍者ベー

ス

静岡県立静岡がんセ
ンター

○
H29年4月1日～

2～3年間

歯科医師レジデント
（レジデント・チーフレ
ジデント）

静岡がんセンター 静岡がんセンター

卒後3年目以降の歯科
医師
卒後5年目以降の歯科
医師

がん専門の優秀な歯科医
師の養成

実際に業務に従事しながら最先端のがん医療の全体像や多職種
チーム医療を学ぶ。

5
※在籍者ベー

ス

静岡県立静岡がんセ
ンター

○
H29年4月1日～

2～3年間

多職種がん専門レジ
デント（看護師、薬剤
師を除く）

静岡がんセンター 静岡がんセンター
臨床検査技師免許取
得者で3年以上の臨床
経験等

がん専門の優秀な者の養
成

実際に業務に従事しながら最先端のがん医療の全体像や多職種
チーム医療を学ぶ。

8
※採用者ベー

ス

静岡県立静岡がんセ
ンター

○
H30年1月21日～

1日間

がん患者を支える歯
科衛生士のための講
習会

静岡がんセンター 静岡がんセンター 歯科衛生士
支持療法を県内に普及させ
ることにより、がん治療によ
る患者の負担軽減を図る。

がん周術期口腔機能管理における歯科衛生士の役割
抗がん剤治療を受ける乳がん患者への口腔ケア等

77 128

静岡県立静岡がんセ
ンター

○
H29年4月1日～

4年間
慶應義塾大学連携大
学院

静岡がんセンター、慶
應義塾大学

静岡がんセンター、慶應
義塾大学

医師等 がん専門家の養成 薬理学等の基礎研究の講義及び研究の遂行
2

※入学者

静岡県立静岡がんセ
ンター

○
H29年4月1日～

3年間
大阪大学連携大学院

静岡がんセンター、大
阪大学

静岡がんセンター、大阪
大学

看護師等 がん専門家の養成 多職種チーム医療に基づく看護学
0

※入学者

静岡県立静岡がんセ
ンター

○

H29年9月9日～
H29年11月25日～
H30年1月20日～

3日間

病理医養成研修 静岡がんセンター
静岡がんセンター（病理
診断科）

医師等 病理専門医の養成 講義（「細胞診」等） 163

静岡県立静岡がんセ
ンター

○
H29年9月16日～

2日間

がん診療に携わる医
師に対する緩和ケア
研修会

静岡がんセンター 静岡がんセンター 医師等
緩和ケアについての基本的
な知識の習得

講義（「緩和ケア概論」等）およびワークショップ 14

25
愛知県がんセンター
中央病院

○
H29年9月1日～

1日間

各施設におけるPDCA
サイクルによる取り組
み

愛知県がん診療連携
協議会

愛知県がんセンター中央
病院
副院長　室　圭

愛知県内の拠点病院 
医師・看護師・薬剤師

PDCAサイクルを適切に運
営することにより、効果的に
安全活動を推進し、継続的
な改善をはかる。

各施設での取り組み内容の共有 26 142

愛知県がんセンター
中央病院

○
H30年2月2日～

1日間
免疫チェックポイント
阻害薬について

愛知県がん診療連携
協議会

愛知県がんセンター中央
病院
副院長　室　圭

愛知県内の拠点病院 
医師・看護師・薬剤師

PDCAサイクルを適切に運
営することにより、効果的に
安全活動を推進し、継続的
な改善をはかる。

各施設での取り組み内容の共有 26 127

愛知県がんセンター
中央病院

○
H29年11月21日～

1日間
緩和ケアチーム実地
研修

愛知県がんセンター中
央病院

緩和ケアセンター長　兼　
緩和ケア部長

がん診療連携拠点病
院の緩和ケアチームメ
ンバー
(医師及び看護師の
チームメンバーが合同
して参加)

当院の緩和ケアチームの
活動・工夫を見学すること
で、自院における緩和ケア
チームの活動に役立てる。

・緩和ケアチームの活動の実際
・緩和ケアセンターの役割
・緩和ケアリンクナースとの連携
・チーム活動の見学
・明日への課題について
・総合討論

3 9

愛知県がんセンター
中央病院

○
H30年1月31日～

1日間
緩和ケアチーム実地
研修

愛知県がんセンター中
央病院

緩和ケアセンター長　兼　
緩和ケア部長

がん診療連携拠点病
院の緩和ケアチームメ
ンバー
(医師及び看護師の
チームメンバーが合同
して参加)

当院の緩和ケアチームの
活動・工夫を見学すること
で、自院における緩和ケア
チームの活動に役立てる。

・緩和ケアチームの活動の実際
・緩和ケアセンターの役割
・緩和ケアリンクナースとの連携
・チーム活動の見学
・明日への課題について
・総合討論

2 8

愛知県がんセンター
中央病院

○
H30年1月11日～

1日間
緩和ケアチーム実地
研修

愛知県がんセンター中
央病院

緩和ケアセンター長　兼　
緩和ケア部長

がん診療連携拠点病
院の緩和ケアチームメ
ンバー
(医師及び看護師の
チームメンバーが合同
して参加)

当院の緩和ケアチームの
活動・工夫を見学すること
で、自院における緩和ケア
チームの活動に役立てる。

・緩和ケアチームの活動の実際
・緩和ケアセンターの役割
・緩和ケアリンクナースとの連携
・チーム活動の見学
・明日への課題について
・総合討論

3 10
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平成29年度に実施した研修

愛知県がんセンター
中央病院

○
H29年12月26日～

1日間
緩和ケアチーム実地
研修

愛知県がんセンター中
央病院

緩和ケアセンター長　兼　
緩和ケア部長

がん診療連携拠点病
院の緩和ケアチームメ
ンバー
(医師及び看護師の
チームメンバーが合同
して参加)

当院の緩和ケアチームの
活動・工夫を見学すること
で、自院における緩和ケア
チームの活動に役立てる。

・緩和ケアチームの活動の実際
・緩和ケアセンターの役割
・緩和ケアリンクナースとの連携
・チーム活動の見学
・明日への課題について
・総合討論

2 6

愛知県がんセンター
中央病院

○
H29年12月19日～

1日間
緩和ケアチーム実地
研修

愛知県がんセンター中
央病院

緩和ケアセンター長　兼　
緩和ケア部長

がん診療連携拠点病
院の緩和ケアチームメ
ンバー
(医師及び看護師の
チームメンバーが合同
して参加)

当院の緩和ケアチームの
活動・工夫を見学すること
で、自院における緩和ケア
チームの活動に役立てる。

・緩和ケアチームの活動の実際
・緩和ケアセンターの役割
・緩和ケアリンクナースとの連携
・チーム活動の見学
・明日への課題について
・総合討論

2 6

愛知県がんセンター
中央病院

○
H29年7月31日～
H29年8月28日～

2日間

がんジェネラリスト研
修
放射線療法看護①

愛知県がんセンター中
央病院

看護部
教育担当副看護部長　山
崎祥子

愛知県がんセンター中
央病院のジェネラリスト
及び愛知県内のがん
診療連携拠点病院の
ジェネラリスト

愛知県内のがん専門病院
やがん診療連携拠点病院
のジェネラリストが、知識や
技術を習得し、臨床の場で
の活用によってより豊かで
質の高い看護実践ができ
る。
目的：放射線治療の目的・
方法・治療の流れが理解で
きる。主な急性有害事象の
アセスメントとケアに必要な
知識を習得し、実践に活か
すことができる。

1日目
講義：放射線治療の実際
講義：放射線治療の概要
2日目
講義：有害事象に対する対処方法

18 75

愛知県がんセンター
中央病院

○
H29年9月25日～
H29年10月30日～

2日間

がんジェネラリスト研
修
放射線療法看護②

愛知県がんセンター中
央病院

看護部
教育担当副看護部長　山
崎祥子

当院と愛知県内のが
ん診療連携拠点病院
のジェネラリスト

愛知県内のがん専門病院
やがん診療連携拠点病院
のジェネラリストが、知識や
技術を取得し、臨床の場で
の活用により豊かで質の高
い看護実践ができる。
目的：安全活動安楽に治療
完遂するための看護支援
が理解できる。

1日目
講義：急性有害事象に対するケア・対処方法②
2日目
晩期有害事象に対するケア・対処方法
治療過程に沿ったアセスメント

13 44

愛知県がんセンター
中央病院

○
H29年11月8日～
H29年11月24日～

2日間

がんジェネラリスト研
修
化学療法看護コース
③

愛知県がんセンター中
央病院

看護部
教育担当副看護部長　山
崎祥子

当院と愛知県内のが
ん診療連携拠点病院
のジェネラリスト

愛知県内のがん専門病院
やがん診療連携拠点病院
のジェネラリストが、知識や
技術を習得し、臨床の場で
の活用によってより豊かで
質の高い看護実践ができ
る。
１）がん化学療法に伴う社
会的・心理的問題について
考えることができる
２）抗がん薬の臨床試験に
ついて習得した知識を実践
に活用できる。

講義と演習
講義：アビアランスケア
講義：妊孕性
講義：患者サポート体制
講義：臨床試験

18 75

愛知県がんセンター
中央病院

○ H29年11月27日～
がんジェネラリスト研
修
放射線療法看護③

愛知県がんセンター中
央病院

看護部
教育担当副看護部長　山
崎祥子

当院と愛知県内のが
ん診療連携拠点病院
のジェネラリスト

愛知県内のがん専門病院
やがん診療連携拠点病院
のジェネラリストが、知識や
技術を取得し、臨床の場で
の活用により豊かで質の高
い看護実践ができる。
目的：有害事象を予測し、
個別性のあるケアや教育に
活かすことができる。

講義：看護視点での放射線治療計画の理解 9 25

愛知県がんセンター
中央病院

○
H29年12月21日～
H29年12月22日～

2日間

がんジェネラリスト研
修
緩和ケアコース③

愛知県がんセンター中
央病院

看護部
教育担当副看護部長　山
崎祥子

当院と愛知県内のが
ん診療連携拠点病院
のジェネラリスト

愛知県内のがん診療連携
拠点病院のジェネラリスト
が、知識や技術を習得し、
臨床の場での活用によって
より豊かで質の高い看護実
践ができる。
１）がん患者と家族をケアの
対象とし、意思決定支援、
アドバンスケアプランニング
ができる。

緩和ケアに必要な専門知識を理解し、科学的な根拠に基づいた技
術を用いた看護実践ができ、実践モデルになれる。
目標：がん患者と家族をケアの対象とし、意思決定支援、アドバンス
ケアプランニングができる。
講義：アドバンスケアプランニング
演習：アドバンスケアプランニングについて、グループワーク

14 53

愛知県がんセンター
中央病院

○
H29年10月14日～

1日間

平成29年度愛知県が
ん診療連携拠点病院
薬剤師研修会

愛知県がんセンター中
央病院

薬剤部　部長　水野靖也

地域がん診療拠点病
院薬剤師
県内医療施設のがん
専門薬剤師、がん薬物
療法認定薬剤師

薬剤師が知っておくべき画
像読影の基礎を学ぶ。さら
に参加者が得た知識を自
院で他の薬剤師に伝達す
ることにより、がん診療拠点
病院の薬剤師のレベルアッ
プに寄与する。

①講義「薬剤師も知っておくべき読影のポイント(胸部)」
②グループワーク
③講義「薬剤師も知っておくべき読影のポイント(腹部)」
④グループワーク
⑤アンケート記入

20 31

愛知県がんセンター
中央病院

○
H30年1月18日～

1日間

平成29年度がん診療
連携拠点病院臨床検
査技師研修会

愛知県がんセンター中
央病院

臨床検査部　部長
谷田部　恭

愛知県内がん拠点病
院およびその他の施
設に従事する臨床検
査技師

がん診療における最近の
知見や技術の紹介および
臨床検査技術の進歩等を
愛知県下の拠点病院に勤
務する臨床検査技師に共
有させることを目的とする。

コメディカル部門における精度管理の状況
1.放射線技師の精度管理について
2.JCI受審における検査室の取り組み
3.病理検査手順施設間相互チェックの試み

29 40

愛知県がんセンター
中央病院

○
H29年7月14日～

1日間
平成29年度第2回院
内がん登録研修会

愛知県がんセンター中
央病院

医療情報管理部・主査
仲村逸郎

愛知県内の院内がん
登録実施施設または
今後実施を検討してい
る施設

県内の院内がん登録にお
ける精度向上

食道がんについて 23 35

愛知県がんセンター
中央病院

○
H29年9月26日～

1日間
平成29年度第3回院
内がん登録研修会

愛知県がんセンター中
央病院

医療情報管理部・主査
仲村逸郎

愛知県内の院内がん
登録実施施設または
今後実施を検討してい
る施設

県内の院内がん登録にお
ける精度向上

子宮がん（頸部・体部）、卵巣がんについて 23 33

愛知県がんセンター
中央病院

○
H29年12月9日～

1日間
平成29年度院内がん
登録臨時研修会

愛知県がんセンター中
央病院

医療情報管理部・主査
仲村逸郎

愛知県内の院内がん
登録実施施設または
今後実施を検討してい
る施設

県内の院内がん登録にお
ける精度向上

UICC第８版について 79 154

愛知県がんセンター
中央病院

○
H30年2月16日～

1日間

平成29年度第4回院
内がん登録臨時研修
会

愛知県がんセンター中
央病院

医療情報管理部・主査
仲村逸郎

愛知県内の院内がん
登録実施施設または
今後実施を検討してい
る施設

県内の院内がん登録にお
ける精度向上

愛知のがん登録について。
軟部組織・骨組織のがんについて

41 57

26
三重大学医学部附属
病院

○
H29年9月11日～

5日間

三重県がんにおける
質の高い看護師育成
研修

三重大学医学部附属
病院

看護師
三重県がんにおける質の
高い看護師育成

化学療法以外の緩和治療、放射線治療なども含む 16

三重大学医学部附属
病院

○
H30年1月8日～

1日間

平成 29 年度三重大
学緩和ケアフォロー
アップ研修会

三重大学医学部附属
病院　がんセンター

がんセンター緩和医療部
門リーダー
緩和ケアセンター助教 松
原貴子

１．緩和ケア基本研修
会を修了した医療者 
２．医師（緩和ケア基
本研修会を修了した医
師）を含む多職種（歯
科医師、看護師、薬剤
師、栄養士、 ケアマ
ネージャー、MSW、リ
ハビリ関連職など）か
らなるチーム

・講義やグループワークに
よりEnd of Life Care に関
わるメッセージや知識・技術
の習得
・上記を、多職種チームで
学ぶことを通して、施設に
おける「多職種チームによ
る協働」のあり方を習得
・地域で緩和ケアを提供し
ている人材・施設が集合す
ることによる関係構築

緩和ケア基本研修会の内容の不足部分を補うことを目的として開発
された「追加モジュール」を使用
・講義：「倦怠感」「輸液と栄養」
・グループワーク「苦痛緩和のための鎮静」「死が近づいたとき」
・意思決定の支援（治療・ケアのゴールを話し合う、アドバンス・ケ
ア・プラ ンニング）

18 58



化学療
法

緩和ケ
アチー

ム
看護師 薬剤師

その他
（分野）

研修開催日
（H○年○月○日～

○日間）
研修名 主催施設

研修企画者
部署・職位

研修対象者 研修目的
研修内容

（プログラムの項目等の概略）

参加施
設数（施
設数）

参加者数
（人）

実施した研修会の概要について

No 施設

平成29年度に実施した研修

三重大学医学部附属
病院

○
H29年8月6日～

1日間

平成29年度 第1回
がん薬物療法におけ
る薬薬連携研修会

三重大学医学部附属
病院

三重大学医学部附属病
院・薬剤部・教授、准教
授、薬剤主任

保険薬局薬剤師、病院
薬剤師

三重⼤学医学部附属病院
では、2015年5⽉より、院外
処⽅箋の備考欄に化学療
法レジメン名を表記してお
り、この情報を患者指導に
有効活⽤し薬薬連携を深め
るため。

１）当院でのがん薬薬連携に関する取り組み (30分)
三重⼤学医学部附属病院 薬剤部 教授・薬剤部⻑ 奥⽥ 真弘
２）がん薬物療法における処⽅意図と処⽅監査のポイント
(1-1)レジメンの院外処⽅箋への印字を活かすために (45分)
- 胃がん治療患者への処⽅を例に - 三重⼤学医学部附属病院薬
剤部 がん専⾨薬剤師 ⽇置 三紀
(1-2) 胃がんの治療における病院薬剤師の介⼊ (35分) 
三重⼤学医学部附属病院薬剤部 がん専⾨薬剤師 ⼭⽥ 真帆
３）保険薬局薬剤師に知ってほしい、胃がん薬物療法 (70分)
三重⼤学医学部附属病院 消化管・⼩児外科 助教 
吉⼭ 繁幸 先⽣

不明 123

三重大学医学部附属
病院

○
H29年9月24日～

1日間
医科歯科連携推進人
材養成研修会

三重大学歯科口腔外
科、三重大学がんセン
ター、伊勢赤十字病院
歯科口腔外科

新井直也・三重大学歯科
口腔外科・教授、中瀬一
則・三重大学がんセン
ター・センター長、野村城
二・伊勢赤十字病院歯科
口腔外科部長、田所泰・
三重県歯科医師会・会長

医師、歯科医師、歯科
衛生士、薬剤師、看護
師

がん治療時の口腔ケアの
重要性を認識し、病院内で
の多職種連携である医科
歯科連携を効率的に推進
できる人材を養成すること
を目的としている。

Opening Remarks（13:00～13:15）
  三重大学医学部附属病院　がんセンター長   中瀬　一則
  三重県健康福祉部　医療対策局　局長　 松田　克巳
  三重大学大学院医学系研究科 口腔・顎顔面外科学 教授 新井直
也
一般演題（13：15～13：45）
座長:三重県歯科衛生士会　会長　近田　紀子
①「がん化学療法における薬剤師の関わり」
   伊勢赤十字病院 薬剤部 化学療法課 　 中西　由衣
②「がん集学的治療の一貫としての、がん在宅療養支援入院プログ
ラムの導入」
   伊賀市立上野総合市民病院　栄養管理課　管理栄養士  白井由
美
教育講演（13：45～14：25）
座長：三重県歯科医師会　理事　蛭川　幸史
「固形腫瘍に対する薬物療法」
  三重大学医学部附属病院　外来化学療法部　部長 水野　聡朗
特別講演（14：40～15：40）
座長 三重大学大学院医学系研究科口腔・顎顔面外科学 教授 新
井直也
「がん化学療法時の口腔管理の意義と実際」
　岡山大学病院　医療支援歯科治療部　部長　曽我　賢彦
Closing Remarks（15:40～15:45）
　三重県歯科医師会　会長　田所 泰

45 108

三重大学医学部附属
病院

○
H29年7月7日～

0.5日間

平成28年度三重県が
んにおける質の高い
看護師育成研修フォ
ローアップ研修

三重県　事業委託先：
三重大学医学部附属
病院

看護部・緩和ケアセン
ター
看護師長（がん看護専門
看護師）

平成28年度三重県が
んにおける質の高い看
護師育成研修修了者

研修で得た学びをいかし自
部署での課題に取り組み、
その内容と成果を共有する

研修終了時に、研修で得た学びをいかし、自部署の課題解決にむ
けた計画を立てる。
研修終了8ヶ月後に取り組みの内容と成果についてパワーポイント
を用いて1人15分程度で発表し意見交換を行う。

11 11

三重大学医学部附属
病院

○
H29年7月21日～

1日間

がん患者の意思決定
支援～そのひとらしく
生きることを支える～
研修

三重大学医学部附属
病院がんセンター

看護部・緩和ケアセン
ター
看護師長（がん看護専門
看護師）

がん看護の経験があ
る看護師

がん患者および家族への
理解を深め、看護実践に活
かす

意思決定支援についての講義90分、
意思決定場面のシナリオをもとにしたロールプレイ100分、
参加者が体験した意思決定支援の事例検討90分

18 34

三重大学医学部附属
病院

○
H29年9月11日～

38日間

平成29年度三重県が
んにおける質の高い
看護師育成研修

三重県　事業委託先：
三重大学医学部附属
病院

看護部・緩和ケアセン
ター
看護師長（がん看護専門
看護師）

臨床経験5年以上でが
ん看護の経験があり、
かつ現在がん看護に
携わっている看護師。
主体的に学習する意
欲があり、研修終了後
にはリーダーシップを
発揮して自施設におけ
るがん看護の質の向
上に取り組める看護師

集学的がん治療における
がん看護の充実を目指し、
専門的知識の修得ならびに
質の高い看護実践能力の
向上を図る

講義と演習、実習で構成され、実習中は研修生と研修担当者で毎
日1時間のカンファレンスを行い、研修生の自主性を養うと共に講義
で得た知識を臨床での活用に繋ぐための時間となるように計画して
いる。研修修了時は、実習中に受け持った患者に提供した看護を振
り返り、研修担当者の指導のもとにケースレポートにまとめ、発表を
行っている。

7 7

三重大学医学部附属
病院

○
H30年1月28日～

1日間

平成29年度 第1回
がん薬物療法におけ
る薬薬連携研修会

三重大学医学部附属
病院

三重大学医学部附属病
院・薬剤部・教授、准教
授、薬剤主任

保険薬局薬剤師、病院
薬剤師

三重⼤学医学部附属病院
では、2015年5⽉より、院外
処⽅箋の備考欄に化学療
法レジメン名を表記してお
り、この情報を患者指導に
有効活⽤し薬薬連携を深め
るため。

１）当院でのがん薬薬連携に関する取り組み (30分)�
三重⼤学医学部附属病院 薬剤部 教授・薬剤部⻑ 奥⽥ 真弘
２）がん薬物療法における処⽅意図と処⽅監査のポイント
(1-1)レジメンと臨床検査値の院外処⽅箋への印字を活かすために
(45分) 三重⼤学医学部附属病院薬剤部 がん専⾨薬剤師 ⽇置 三
紀
(1-2) 乳がんの治療における病院薬剤師の介⼊-症例-(仮) (35分) 
三重⼤学医学部附属病院薬剤部 11階病棟担当薬剤師 佐藤 亮 
３）保険薬局薬剤師に知ってほしい、乳がん薬物療法(仮)(60分)
三重⼤学医学部附属病院 乳腺センター副センター⻑・腫瘍内科助
教 
齋藤 佳菜⼦ 先⽣

不明 108

27 滋賀県立総合病院 ○
H29年9月9日～

1日間
第１回滋賀県緩和ケ
アチーム研修会

滋賀県立総合病院 緩和ケア科　科長

がん診療連携拠点病
院と支援病院の緩和
ケアチームに所属する
医師、看護師、薬剤
師、ＭＳＷ（各施設4名
まで）

滋賀県内の緩和ケアチー
ムの活動の質向上を通し
て、県内のがん患者とその
家族が苦痛なく、質の高い
療養生活がすごせるような
緩和ケアの提供体制を整
備すること。

緩和ケアの行政の計画（講義）
緩和ケアチームの機能と役割（講義）　
ワールドカフェの進め方（講義）
自施設の課題と解決策の共有（グループワーク）
チームの課題への解決策（ワールドカフェ）
課題の解決策の再検討（グループワーク）
成人病センター緩和ケアチームの現状と課題（講義）

7 28

滋賀県立総合病院 ○
H29年7月1日～

1日間
地域におけるがん化
学療法看護研修

滋賀県立総合病院
外来・主査・がん化学療
法認定看護師

各医療機関の外来・病
棟等でがん化学療法
を受ける患者・家族に
がん化学療法看護を
実践している看護師

滋賀県内のがん化学療法
看護に携わる看護師に対し
て、経口・点滴　抗がん薬
療法に対する曝露対策と、
がん化学療法を受ける患
者・家族のセルフケア支援
について知識を深め、各施
設におけるがん化学療法
看護を実践することを目的
に開催した。

１．がん薬物療法の基礎知識の確認
２．がん薬物療法の種類と作用・有害事象・有害事象の判定基準
３．曝露対策、ガイドラインと実際
４．がん患者・家族の社会的支援・意思決定支援について
５．がん患者・家族の身体的セルフケア支援について等

12 22

滋賀県立総合病院 ○
H29年10月13日～

1日間

滋賀県がん診療連携
協議会相談支援部会
平成29年度がん相談
支援センター相談員
スキルアップ研修会

滋賀県がん診療連携
協議会相談支援部会

がん専門相談員指導者
等

がん診療連携拠点病
院および地域がん診
療病院ならびに地域が
ん診療連携支援病院
のがん相談支援に携
わる者

がん診療連携拠点病院お
よび地域がん診療病院なら
びに地域がん診療連携支
援病院のがん相談支援に
携わる相談員のスキルアッ
プを図るとともに、相談員の
研修参加により施設間・相
談員間の連携を強化するこ
とを目的とする。

全国および滋賀県の自殺の現状と自殺対策について学ぶ

精神疾患と自殺について学ぶ

ワークショップを通して自殺危機への初期介入スキルを学ぶ

12 15

滋賀県立総合病院 ○
H29年12月8日～

1日間

滋賀県がん診療連携
協議会相談支援部会
平成29年度がん相談
支援センター相談員
スキルアップ研修会

滋賀県がん診療連携
協議会相談支援部会

滋賀県がん診療連携協
議会相談支援部会

がん専門相談員指導
者等

がん診療連携拠点病院お
よび地域がん診療病院なら
びに地域がん診療連携支
援病院のがん相談支援に
携わる相談員のスキルアッ
プを図るとともに、相談員の
研修参加により施設間・相
談員間の連携を強化するこ
とを目的とする。

高齢者の特性について理解する
高齢者の特性を理解し、意志決定支援の大切さに気づくことができ
る
相談支援プロセスに基づいてグループワークができる
グループワークに積極的に参加し、メンバーの意見を尊重する
研修での学びを相談支援に活用できる

11 13

滋賀県立総合病院 ○
H29年5月25日～

5日間
緩和ケアミニ講座 滋賀県立総合病院

緩和ケアセンター
副センター長 吉田智美

主に二次医療圏内の
医療従事者

地域全体の「切れ目のない
緩和ケア」について考える。

年間5回開催（別紙参照） 19 のべ93

滋賀県立総合病院 ○
H29年5月13日～

3日間

滋賀県立成人セン
ター　平成29年度　看
護師の対する緩和ケ
ア研修

滋賀県立総合病院
緩和ケアセンター
副センター長　吉田智美

県内　がん看護に関心
のある看護師等

都道府県がん診療連携拠
点病院として、がん医療に
携わる看護職に対して、全
国で統一された研修プログ
ラムを活用し、がん対策推
進計画で推奨される診断の
時期からの緩和ケア(がん
看護）の充実を図るため
に、看護師等による県内の
緩和ケアの質向上を図るこ
とを目的として、標記研修
会を開催する。

別添資料（チラシ）のとおり　13項目 12

のべ119（院内
73名+院外46
名）全3回出席
者24名（含む院
内がんリンク

ナース13名）に
は総長・病院長
名での修了証

書授与
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滋賀県立総合病院 ○
H29年10月31日～

1日間
第３回滋賀県緩和ケ
ア病棟意見交換会

滋賀県立総合病院
緩和ケアセンター
副センター長　吉田智美

県内各緩和ケア病棟　
病棟師長等

緩和ケア病棟における現
状、課題について病院間で
意見交換を行う機会を設
け。
県全体の緩和ケアの質の
向上に資することを目的と
する。

実施時間：16時～17時半（90分）
事前に課題等について事前照会し、資料として当日配布
日程概要：１．挨拶（当院緩和ケア科科長）、
２．各職種別グループでの意見交換、３．各グループより発表、４．
閉会あいさつ

4 13

28
京都府立医科大学附
属病院

○
H29年7月15日～

1日間
呼吸器アドバンスセミ
ナー

京都府立医科大学附
属病院

呼吸器内科
医師、歯科医師、看護
師、薬剤師

がん化学療法等呼吸器診
療のスキルアップのため

・肺がん診療のアプローチからガイドラインについて
・進行期薬物療法の変遷　等

京都府立医科大学附
属病院

○
H29年5月12日～

27日間

緩和ケアを推進する
看護師養成プログラ
ム

京都府立医科大学附
属病院

京都府内の病院、訪問
看護ステーション

がんと診断された時から、
患者の療養場所に関わら
ず、質の高い緩和ケアが実
践でき、かつ緩和ケアの教
育を行う看護師を育成し、
がん治療における緩和ケア
の充実、終末期医療におけ
る緩和ケアの充実を行うこ
とにより、府内各地域で暮
らすがん患者・家族の
QOL・QODの向上を図る。

【講義（50時間）】
附属病院看護部研修
　　組織分析：6時間
　　ELNEC-Jコアカリキュラム看護師教育：16時間
附属病院がん看護グループ主催
　　がん看護講座：5時間
　　緩和ケアレベルアップ講座：15時間
大学院保健看護学研究科
　　看護倫理：8時間
【実習・演習（78時間）】
実習
　緩和ケア病棟・訪問看護ステーション：64時間
　化学療法センター：8時間
演習
　緩和ケアチームのミーティングに参加：2時間
　実践報告会：4時間

6 6

京都府立医科大学附
属病院

○
H29年9月9日～

2日間

京都府緩和ケア部会
ELNEC-Jコアカリキュ
ラム看護師研修プロ
グラム

京都府がん医療戦略
推進会議　緩和ケア部
会

京都府緩和ケア部会
ELNEC-Jコアカリキュラ
ム看護師研修プログラム

京都府内の施設に勤
務する看護師
①がん看護に3年以上
携わっている看護師
②研修終了後のアン
ケートに御協力いただ
ける方

質の高いエンド・オブ・ライ
フ・ケアを提供するために、
必要な基本的知識を学び、
看護師の役割について考
える

エンド・オブ・ライフ・ケアにおける看護
痛みのマネジメント
症状マネジメント
症状マネジメントの事例検討
エンド・オブ・ライフ・ケアにおける倫理的問題
エンド・オブ・ライフ・ケアにおける文化への配慮
まとめと評価
コミュニケーション
喪失・悲嘆・死別
コミュニケーションロールプレイ
臨死期のケア
高齢者のエンド・オブ・ライフ・ケア
質の高いエンド・オブ・ライフ・ケアの達成

39 53

京都府立医科大学附
属病院

○ H29年10月13日～ がん看護研修会
京都府立医科大学が
ん征圧センター・がん
看護推進センター

がん看護推進センター
院内・院外の全職種、
一般

「がん患者のACPにおける看護師の役割」
　京都大学医学部附属病院　
  看護部　がん看護専門看護師　大内紗也子
　京都府立医科大学附属病院　
  看護部　がん看護専門看護師　吉岡とも子

206

京都府立医科大学附
属病院

○ H30年3月10日～

がん看護研修会（緩
和ケアを推進する看
護師養成プログラム
実践報告会と共催）

京都府立医科大学が
ん征圧センター・がん
看護推進センター

がん看護推進センター
院内・院外の全職種、
一般

「認知症と共に生きる人の理解とケアの基本」
　京都府立医科大学附属病院　
  看護部　認知症看護認定看護師　安里智洋

85

京都府立医科大学附
属病院

○ H30年3月22日～
薬剤師のためのイブ
ニングセミナー（座学）

京都府立医科大学附
属病院　薬剤部（京都
府薬剤師会共催）

京都府立医科大学附属
病院薬剤部・薬剤部長

病院薬剤師・薬局薬剤
師・薬学部学生

京都府立医科大学附属病
院薬剤部では2015年度よ
り、年に6回、「薬剤師のた
めのイブニングセミナー」を
開催しており、そのうち1回
以上は「がん」をテーマにし
た研修会にしている。
京都府下の病院薬剤師、
薬局薬剤師に広く案内する
ために京都府薬剤師会と連
携するとともに、会場も京都
府立医科大学附属北部医
療センターにも中継し、より
多くの施設・薬剤師に参加
を呼び掛けている。

「免疫チェックポイント阻害薬のリスク管理」
　key Word：がん免疫療法の歴史と仕組み
　　　　　　　　　 がんによる免疫抑制とその解除
　　　　　　　　　 注意すべき副作用とその対策

35 69

京都府立医科大学附
属病院

○
H30年3月29日～

1日間

平成29年度　第7回　
京都府がん医療戦略
推進会議　相談支援
部会　研修会

京都府がん医療戦略
推進会議相談支援部
会

京都山城総合医療セン
ター　
 地域医療連携室 主任 
中嶋　庸介
京都市立病院 
 地域医療連携室  大原 
千明
京都中部総合医療セン
ター　
  副看護師長   碓井　寛
子

がん相談支援業務に
従事する相談員

・講義を通じて就労支援に
必要な知識を習得する。
・具体的な事例検討とグ
ループワークを通じて、講
義で得た学びを実際の相
談
　現場において活用できる
ようにする。

講義①「がん患者さんの就労支援の実際」
　（京都府立医科大学附属病院　がん相談支援センター　清水裕美
子）
講義②「がん患者の就労支援に係る制度について」
　（特定社会保険労務士　たかはし事務所　高橋朱美先生）
事例検討（グループワーク）／全体共有（グループ発表）

15 31

京都府立医科大学附
属病院

○ H29年5月12日～ がん看護講座
京都府立医科大学附
属病院

がん看護専門看護師・認
定看護師

学外・学内の全職種

「がん患者と家族の理解
（がん患者の喪失と危機）を
深め看護に生かす」
がん患者が危機に陥る過
程や喪失体験を理解し、必
要な援助を理解する。

「がん患者と家族の理解（がん患者の喪失と危機）を深め看護に生
かす」

23
42（学外31人、

学内11人）

京都府立医科大学附
属病院

○ H29年6月2日～ がん看護講座
京都府立医科大学附
属病院

がん看護専門看護師・認
定看護師

学外・学内の全職種

がん患者にとっての症状マ
ネジメントの重要性を理解
し、必要な援助を理解す
る。

「がん患者の症状マネジメントの考え方を深め看護に生かす」 26
47（学外36人、

学内11人）

京都府立医科大学附
属病院

○ H29年6月16日～ がん看護講座
京都府立医科大学附
属病院

がん看護専門看護師・認
定看護師

学外・学内の全職種
がん患者の痛みの特徴とマ
ネジメントについて理解す
る。

「がん疼痛看護　概論」 25
50（学外36人、

学内14人）

京都府立医科大学附
属病院

○ H29年6月29日～ がん看護講座
京都府立医科大学附
属病院

がん看護専門看護師・認
定看護師

学外・学内の全職種 「がん化学療法の概論」 「がん化学療法の概論」 24
45（学外33人、

学内12人）

京都府立医科大学附
属病院

○ H29年7月14日～ がん看護講座
京都府立医科大学附
属病院

がん看護専門看護師・認
定看護師

学外・学内の全職種

副作用の機序や特徴を理
解し、症状を軽減、緩和で
きるセルフケアについて学
びを深める。

「抗がん剤の副作用とその症状のマネジメント」 20
38（学外20人、

学内18人）

京都府立医科大学附
属病院

○ H29年7月21日～ がん看護講座
京都府立医科大学附
属病院

がん看護専門看護師・認
定看護師

学外・学内の全職種

がん患者の痛みのマネジメ
ントの必要性と看護師の役
割、痛みの病態生理、アセ
スメントの方法について理
解する。

「がん疼痛看護　痛みのアセスメント」 29
68（学外39人、

学内29人）

京都府立医科大学附
属病院

○ H29年8月25日～ がん看護講座
京都府立医科大学附
属病院

がん看護専門看護師・認
定看護師

学外・学内の全職種

がん患者の痛みを緩和す
るために必要な薬物療法の
基本と使用する薬物につい
て理解する。

「がん疼痛看護　　薬物療法1」 32
64（学外45人、

学内19人）

京都府立医科大学附
属病院

○ H29年9月7日～ がん看護講座
京都府立医科大学附
属病院

がん看護専門看護師・認
定看護師

学外・学内の全職種
職業性曝露の重要性、曝
露対策の必要性と具体策
について知る。

「抗がん剤の取り扱い　曝露対策」 26
62(学外34人、

学内28人）
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京都府立医科大学附
属病院

○ H29年10月6日～ がん看護講座
京都府立医科大学附
属病院

がん看護専門看護師・認
定看護師

学外・学内の全職種

がん患者の痛みを緩和す
るために必要な薬物療法、
薬物以外の治療法、患者・
家族への説明について理
解する。

「がん疼痛看護　　薬物療法2」 32
51（学外38人、

学内13人）

京都府立医科大学附
属病院

○ H29年10月18日～ がん看護講座
京都府立医科大学附
属病院

がん看護専門看護師・認
定看護師

学外・学内の全職種

放射線療法を受ける患者を
理解するために必要な、放
射線の作用と放射線治療
の原理について理解する。

「放射線療法の種類と放射線の作用」 22
35(学外23人、

学内12人）

京都府立医科大学附
属病院

○ H29年11月10日～ がん看護講座
京都府立医科大学附
属病院

がん看護専門看護師・認
定看護師

学外・学内の全職種
緩和ケアの定義や概念、緩
和ケアにおける看護師の役
割を理解する。

「緩和ケア概論」 24
34（学外24人、

学内10人）

京都府立医科大学附
属病院

○ H29年11月15日～ がん看護講座
京都府立医科大学附
属病院

がん看護専門看護師・認
定看護師

学外・学内の全職種

放射線療法を受ける患者を
看護するために大切なこ
と、その中でも特に重要な
有害事象の予防とケアにつ
いて理解する。

「放射線療法を受ける患者の看護・有害事象の予防とケア」 18
27（学外18人、

学内9人）

京都府立医科大学附
属病院

○ H29年12月6日～ がん看護講座
京都府立医科大学附
属病院

がん看護専門看護師・認
定看護師

学外・学内の全職種
がん患者に対する症状マネ
ジメントについて理解する。

「緩和ケア 症状マネジメント」 27
31（学外27人、

学内4人）

京都府立医科大学附
属病院

○ H29年12月13日～ がん看護講座
京都府立医科大学附
属病院

がん看護専門看護師・認
定看護師

学外・学内の全職種
放射線被曝から患者と自分
を守るための知識と方法を
理解する。

「放射線防護」 11
16（学外11人、

学内5人）

京都府立医科大学附
属病院

○ H30年1月19日～ がん看護講座
京都府立医科大学附
属病院

がん看護専門看護師・認
定看護師

学外・学内の全職種

小児患者の痛みの特徴と、
成長発達に合わせた看護
師の介入方法について理
解する。

「小児患者の痛みについて」 6
13（学外6人、

学内7人）

29
京都大学医学部附属
病院

○
H29年10月31日～

3日間
レベルアップ研修
がん看護コース

京都大学医学部附属
病院

京都大学医学部附属病
院
井沢知子看護師長
大内紗也子副看護師長
古谷和紀副看護師長

看護師経験５年目以
上でクリニカルラダー
Ⅲ以上を取得している
者、同等条件に該当す
る院外の看護師

がん患者に対する看護ケア
の質向上のために、院内及
び関連施設のがん看護ジェ
ネラリスト看護師の臨床実
践能力を養う。

がん治療と診断時からの緩和ケアの両側面に着目し、国内外で広く
行われている「ELNEC-Jコアカリキュラム看護師教育プログラム」
と、日本看護協会が推奨している診断時からの緩和ケアの推進を
目的とした「厚生労働省委託がん医療に携わる看護師研修」のプロ
グラムを合わせた研修を企画し、実施した。

8 20

京都大学医学部附属
病院

○
H29年11月22日～

1日間

第2回 2025年に向け
た薬剤師業務研修会 
in 京都

主催：日本化薬株式会
社
後援：京都府薬剤師会
文部科学省 多様な
ニーズに対応するがん
専門医療人材
（がんプロフェッショナ
ル）養成プラン

京都大学医学部附属病
院
薬剤部　教授・薬剤部長　
松原　和夫

がん薬物療法を担う病
院薬剤師及び保険薬
局薬剤師

京大病院がんセンターにお
けるがんチーム医療のシス
テムとがん薬物療法に関す
る知識や技術を研修全体を
通して修得いただく。

2025年問題が迫ってくる上で、地域包括ケアシステムにおいて病
院・診療所・保険薬局・在宅医療の連携を如何に構築していくべき
かを、先進的な取り組み事例から学ぶ。
竹田綜合病院 薬剤科 木本真司 先生をお招きして、「薬剤師力によ
る地域医療への貢献　〜地域全体でがん患者を支援するために
〜」の演題で講演いただいた。

60

京都大学医学部附属
病院

○ ○ ○
H29年10月31日～

2日間

第39回京大病院がん
センターがんチーム
医療研修
「患者とスタッフのた
めの医療安全
～分子標的薬・免疫
チェックポイント阻害
剤のマネージメントを
中心に～」

京都大学医学部附属
病院がんセンター

松本繁巳　腫瘍内科　准
教授

がん薬物療法に携る
医師・薬剤師・看護師
の3職種チームでの参
加

京大病院がんセンターにお
けるがんチーム医療のシス
テムとがん薬物療法に関す
る知識や技術を、 研修全
体を通じて修得いただき、
「患者とスタッフのための医
療安全」に対する参加施設
の取り組みをご提供の上、
各々の施設の今後の対策
を立案し、 最終的にはH30
年9月8日開催のフォロー
アップミーティングで達成度
を評価する。

・新規分子標的薬、免疫チェックポイント阻害剤の副作用マネージメ
ントにおける各職種の役割・連携についての講義
・ 京大病院がんセンター施設等見学/曝露対策、投与や調製段階
での安全管理のご紹介
・ がん患者の精神的・身体的リスクマネジメントの取り組み
・ 大腸がんユニットカンファレンス参加
・ 職種別のグループワーク
・ 参加施設の現状評価と問題点に関して情報共有し、解決法を検
討・立案
・ 京大病院がんセンターの資料を参考とした、自施設用の説明文
書や学習資料の作成

4 12

京都大学医学部附属
病院

○ ○ ○
H29年11月28日～

2日間

第40回京大病院がん
センターがんチーム
医療研修
「患者とスタッフのた
めの医療安全
～分子標的薬・免疫
チェックポイント阻害
剤のマネージメントを
中心に～」

京都大学医学部附属
病院がんセンター

松本繁巳　腫瘍内科　准
教授

がん薬物療法に携る
医師・薬剤師・看護師
の3職種チームでの参
加

京大病院がんセンターにお
けるがんチーム医療のシス
テムとがん薬物療法に関す
る知識や技術を、 研修全
体を通じて修得いただき、
「患者とスタッフのための医
療安全」に対する参加施設
の取り組みをご提供の上、
各々の施設の今後の対策
を立案し、 最終的にはH30
年9月8日開催のフォロー
アップミーティングで達成度
を評価する。

・新規分子標的薬、免疫チェックポイント阻害剤の副作用マネージメ
ントにおける各職種の役割・連携についての講義
・ 京大病院がんセンター施設等見学/曝露対策、投与や調製段階
での安全管理のご紹介
・ がん患者の精神的・身体的リスクマネジメントの取り組み
・ 大腸がんユニットカンファレンス参加
・ 職種別のグループワーク
・ 参加施設の現状評価と問題点に関して情報共有し、解決法を検
討・立案
・ 京大病院がんセンターの資料を参考とした、自施設用の説明文
書や学習資料の作成

4 12

京都大学医学部附属
病院

○ ○ ○
H29年12月12日～

2日間

第41回京大病院がん
センターがんチーム
医療研修
「患者とスタッフのた
めの医療安全
～分子標的薬・免疫
チェックポイント阻害
剤のマネージメントを
中心に～」

京都大学医学部附属
病院がんセンター

松本繁巳　腫瘍内科　准
教授

がん薬物療法に携る
医師・薬剤師・看護師
の3職種チームでの参
加

京大病院がんセンターにお
けるがんチーム医療のシス
テムとがん薬物療法に関す
る知識や技術を、 研修全
体を通じて修得いただき、
「患者とスタッフのための医
療安全」に対する参加施設
の取り組みをご提供の上、
各々の施設の今後の対策
を立案し、最終的にはH30
年9月8日開催のフォロー
アップミーティングで達成度
を評価する。

・新規分子標的薬、免疫チェックポイント阻害剤の副作用マネージメ
ントにおける各職種の役割・連携についての講義
・ 京大病院がんセンター施設等見学/曝露対策、投与や調製段階
での安全管理のご紹介
・ がん患者の精神的・身体的リスクマネジメントの取り組み
・ 大腸がんユニットカンファレンス参加
・ 職種別のグループワーク
・ 参加施設の現状評価と問題点に関して情報共有し、解決法を検
討・立案
・ 京大病院がんセンターの資料を参考とした、自施設用の説明文
書や学習資料の作成

4 12

京都大学医学部附属
病院

○ ○ ○
H30年1月16日～

2日間

第42回京大病院がん
センターがんチーム
医療研修
「患者とスタッフのた
めの医療安全
～分子標的薬・免疫
チェックポイント阻害
剤のマネージメントを
中心に～」

京都大学医学部附属
病院がんセンター

松本繁巳　腫瘍内科　准
教授

がん薬物療法に携る
医師・薬剤師・看護師
の3職種チームでの参
加

京大病院がんセンターにお
けるがんチーム医療のシス
テムとがん薬物療法に関す
る知識や技術を、 研修全
体を通じて修得いただき、
「患者とスタッフのための医
療安全」に対する参加施設
の取り組みをご提供の上、
各々の施設の今後の対策
を立案し、最終的にはH30
年9月8日開催のフォロー
アップミーティングで達成度
を評価する。

・新規分子標的薬、免疫チェックポイント阻害剤の副作用マネージメ
ントにおける各職種の役割・連携についての講義
・ 京大病院がんセンター施設等見学/曝露対策、投与や調製段階
での安全管理のご紹介
・ がん患者の精神的・身体的リスクマネジメントの取り組み
・ 大腸がんユニットカンファレンス参加
・ 職種別のグループワーク
・ 参加施設の現状評価と問題点に関して情報共有し、解決法を検
討・立案
・ 京大病院がんセンターの資料を参考とした、自施設用の説明文
書や学習資料の作成

3 9

京都大学医学部附属
病院

○ ○ ○
H30年2月6日～

2日間

第43回京大病院がん
センターがんチーム
医療研修
「患者とスタッフのた
めの医療安全
～分子標的薬・免疫
チェックポイント阻害
剤のマネージメントを
中心に～」

京都大学医学部附属
病院がんセンター

松本繁巳　腫瘍内科　准
教授

がん薬物療法に携る
医師・薬剤師・看護師
の3職種チームでの参
加

京大病院がんセンターにお
けるがんチーム医療のシス
テムとがん薬物療法に関す
る知識や技術を、 研修全
体を通じて修得いただき、
「患者とスタッフのための医
療安全」に対する参加施設
の取り組みをご提供の上、
各々の施設の今後の対策
を立案し、最終的にはH30
年9月8日開催のフォロー
アップミーティングで達成度
を評価する。

・新規分子標的薬、免疫チェックポイント阻害剤の副作用マネージメ
ントにおける各職種の役割・連携についての講義
・ 京大病院がんセンター施設等見学/曝露対策、投与や調製段階
での安全管理のご紹介
・ がん患者の精神的・身体的リスクマネジメントの取り組み
・ 大腸がんユニットカンファレンス参加
・ 職種別のグループワーク
・ 参加施設の現状評価と問題点に関して情報共有し、解決法を検
討・立案
・ 京大病院がんセンターの資料を参考とした、自施設用の説明文
書や学習資料の作成

4 12



化学療
法

緩和ケ
アチー

ム
看護師 薬剤師

その他
（分野）

研修開催日
（H○年○月○日～

○日間）
研修名 主催施設

研修企画者
部署・職位

研修対象者 研修目的
研修内容

（プログラムの項目等の概略）

参加施
設数（施
設数）

参加者数
（人）

実施した研修会の概要について

No 施設

平成29年度に実施した研修

京都大学医学部附属
病院

○ ○ ○
H30年3月6日～

2日間

第44回京大病院がん
センターがんチーム
医療研修
「患者とスタッフのた
めの医療安全
～分子標的薬・免疫
チェックポイント阻害
剤のマネージメントを
中心に～」

京都大学医学部附属
病院がんセンター

松本繁巳　腫瘍内科　准
教授

がん薬物療法に携る
医師・薬剤師・看護師
の3職種チームでの参
加

京大病院がんセンターにお
けるがんチーム医療のシス
テムとがん薬物療法に関す
る知識や技術を、 研修全
体を通じて修得いただき、
「患者とスタッフのための医
療安全」に対する参加施設
の取り組みをご提供の上、
各々の施設の今後の対策
を立案し、最終的にはH30
年9月8日開催のフォロー
アップミーティングで達成度
を評価する。

・新規分子標的薬、免疫チェックポイント阻害剤の副作用マネージメ
ントにおける各職種の役割・連携についての講義
・ 京大病院がんセンター施設等見学/曝露対策、投与や調製段階
での安全管理のご紹介
・ がん患者の精神的・身体的リスクマネジメントの取り組み
・ 大腸がんユニットカンファレンス参加
・ 職種別のグループワーク
・ 参加施設の現状評価と問題点に関して情報共有し、解決法を検
討・立案
・ 京大病院がんセンターの資料を参考とした、自施設用の説明文
書や学習資料の作成

4 12

京都大学医学部附属
病院

○
H29年9月5日～

1日間

京都府がん医療戦略
推進会議
外来化学療法部会　
研修会

京都大学医学部附属
病院

京都府がん医療戦略推
進会議 外来化学療法部
会　部会長　武藤　学
（京都大学医学部附属病
院　腫瘍内科　教授）

部会構成員（主に京都
府内がん拠点病院の
医師、看護師、薬剤
師）

免疫チェックポイント阻害剤
の副作用対策として京都大
学医学部附属病院で構築
した診療科を横断する対応
体制を紹介し、各医療機関
での取り組みに役立てても
らうことを目的とする。
【後日、構成員限定で動画
を公開し、当日欠席者も視
聴できるようにした】

免疫チェックポイント阻害剤の副作用対策について 10 34

京都大学医学部附属
病院

○
H30年1月13日～

1日間

近畿ブロック小児がん
拠点病院看護連絡会
主催小児がん看護研
修

京都大学医学部附属
病院

京都大学医学部附属病
院　関口まゆみ看護師
長、川勝和子副看護師長

小児がん看護経験1年
から3年目の看護師も
しくは小児がん患者に
かかわる他職種

近畿ブロックの小児がん看
護の専門的知識の習得を
はかり看護実践能力の向
上を目指すとともに、近畿
ブロックの小児がん看護の
連携強化をはかる

小児がん看護経験1年から3年目の看護師向けの基本的な小児が
ん看護（代表的な疾患と治療、家族ケア、症状マネジメント）につい
ての知識と、京大病院としての特色でもあるがん妊孕性に関する講
義、グループワークを行った。

10 33

京都大学医学部附属
病院

○
H29年9月30日～

1日間
第44回京都放射線腫
瘍研究会

京都大学医学部附属
病院　放射線治療科

京都大学医学部附属病
院
放射線治療科

全職種

多様な新ニーズに対応する
「がん専門医療人材（ガン
プロフェッショナル）」養成プ
ラン　　＜高度がん医療を
先導するがん医療人養成
＞

「骨転移を有する前立腺癌に対する治療戦略」「非小細胞肺癌に対
する根治的化学放射線療法の治療成績」「深吸気呼吸停止下照射
の初期経験」「前立腺癌根治照射の評価（第一報）」「婦人科癌に対
するIMRTの初期経験」「グリオーマに対する診断・治療の　up to 
date」　ほか

91

京都大学医学部附属
病院

○
H30年3月3日～

1日間
第45回京都放射線腫
瘍研究会

京都大学医学部附属
病院　放射線治療科

京都大学医学部附属病
院
放射線治療科

全職種

多様な新ニーズに対応する
「がん専門医療人材（ガン
プロフェッショナル）」養成プ
ラン　　＜高度がん医療を
先導するがん医療人養成
＞

「小児AML髄外腫瘤に対する緩和照射を行った一例」「転移性脳腫
瘍に対しVMATを用いたSRSの治療成績」「有痛性骨病変に対して
放射線療法を行った食道癌の一例」「単発性脳転移に対して定位照
射を施行後、壊死を疑った症例」ほか

90

京都大学医学部附属
病院

○ H30年2月17日～

第1回 地域がん医療
における病院-薬局-
在宅の連携強化・推
進に取り組む薬剤師
養成コース

京都大学医学部附属
病院

薬剤部　
教授・薬剤部長　松原 和
夫

病院薬剤師
保険薬局薬剤師
大学教員
大学院生

京都府下の地域がん医療
における病院-薬局-在宅
の連携を強化するとともに、
最新のがん化学療法・緩和
ケア・支持療法に関する理
解を深め、より質の高い薬
学的介入の普及を目指すこ
とを目的とする。

１）メラノーマのがん薬物療法について　
　　（皮膚科学 特別研究員中嶋 千紗 先生）
２）ゲノム情報に基づくがん個別化医療について
　　（腫瘍内科 特定准教授 金井 雅史 先生）
３）がん薬物療法における抗体医薬品の臨床薬理学的解析
　　（薬剤部 准教授・副薬剤部長 米澤　淳 先生）

200

京都大学医学部附属
病院

○
H30年3月29日～

1日間

平成29年度　第7回　
京都府がん医療戦略
推進会議　相談支援
部会　研修会

京都府がん医療戦略
推進会議相談支援部
会

京都山城総合医療セン
ター
地域医療連携室 
 主任　中嶋　庸介　
京都市立病院 
地域医療連携室
大原　千明　
京都中部総合医療セン
ター　
副看護師長    碓井　寛
子

がん相談支援業務に
従事する相談員

・講義を通じて就労支援に
必要な知識を習得する。
・具体的な事例検討とグ
ループワークを通じて、講
義で得た学びを実際の相
談
　現場において活用できる
ようにする。

講義①「がん患者さんの就労支援の実際」
　（京都府立医科大学附属病院　がん相談支援センター　清水裕美
子）
講義②「がん患者の就労支援に係る制度について」
　（特定社会保険労務士　たかはし事務所　高橋朱美先生）
事例検討（グループワーク）／全体共有（グループ発表）

15 31

30
大阪国際がんセン
ター

○
H30年3月1日～

1日間
緩和ケアチーム研修
会

大阪国際がんセンター
飯島正平・緩和ケアセン
ター長

大阪府拠点病院緩和
ケアチームメンバー

緩和ケアチーム研修会フォ
ローアップ研修会

せん妄の基礎知識（講義）
せん妄の誘因となりやすい薬剤（講義）
せん妄における看護師の役割（講義）
各チームでの現状の確認と今後の取り組み（グループワーク）
がん医療におけるベンゾジアゼピン系薬物を再考する（講義）
総合討論

10 30

大阪国際がんセン
ター

○
H29年6月15日～

1日間

One-Peaceの会（大
阪国際がんセンターと
訪問看護ステーション
との勉強会）

大阪国際がんセン
ター、訪問看護ステー
ションしほう

看護部、副看護部長
藤井　照代

大阪府下にある訪問
看護ステーションの医
療従事者

地域医療機関の医療従事
者のがん治療、がん看護、
がんリハビリ等の基礎知識
と実践を学び、在宅療養を
受ける患者、家族へのケア
に活かす

テーマ：これだけは知っておきたい骨転移
内容：様々な骨転移を知りQOLを維持できるか
講師：大阪国際がんセンター　リハビリテーション科
部長　大島　和也

122

大阪国際がんセン
ター

○
H29年11月18日～

1日間

平成29年度
大阪府における がん
化学療法に関わる薬
剤師の 地域リーダー
養成研修会

大阪国際がんセンター 角川幸男　薬局　主査

大阪府の地域がん連
携拠点病院に所属して
いる
中堅以上の薬剤師

都道府県がん診療連携病
院と地域がん診療連携拠
点病院（17施設）とが連携
し、リーダー養成研修を実
施する。
さらに、受講したリーダーが
地域に共有情報を還元出
来うるシステムを構築する。
事前アンケートにて要望の
多かった、「閉鎖式接続器
具導入についての課題」を
今回の研修テーマとした。

今年度の研修目標
地域がん診療連携拠点病院の中堅薬剤師が、自施設あるいは周
辺施設に研修会を開ける方法を体験してもらう。
来年度以降の目標
地域がん診療連携拠点病院の担当者が輪番制にして今回と同様
の研修会を開いていく。研修会で学んだリーダーが自施設または周
辺施設の薬剤師に研修を実際に行う。

15 15

大阪国際がんセン
ター

○ H30年2月10日～
平成29年度大阪国際
がんセンター医科歯
科連携フォーラム

大阪国際がんセンター
大阪国際がんセンター　
総長松浦成昭（歯科部長　
石橋美樹）

府内歯科医療従事者
医療従事者

がん診療における口腔支
持療法の進歩により、がん
診療に因る合併症率の低
下、ケアの質の向上、さら
に在院期間の短縮化が可
能となってきた昨今、地域
のかかりつけ歯科施設とが
ん拠点病院との連携の重
要性はますます高まってい
る。しかしその連携方法や
手段は未熟で、連携体制の
構築には数多くの問題点が
指摘されているため、先ず
は本研修で連携に関わる
様々な立場の方から現状
報告を頂き、情報共有する
ことで、新たな連携方法を
模索することを目的とした

周術期から緩和期までのがん口腔機能管理の現状について、　大
阪国際がんセンターの取り組み（病棟看護師および歯科衛生士よ
り）、在宅看護の立場から、大阪府歯科医師会から、大学病院口腔
外科医師の立場から、それぞれ講演および討論を行った

322

大阪国際がんセン
ター

○
H29年4月13日～

1日間
全国がん登録実務者
研修

大阪国際がんセンター
宮代　勲
がん対策センター　所長

がん登録実務者（初心
者向け）

がん登録の実務について
の理解を深める

講義：がん登録制度、診断日の求め方
演習：促成・原発部位・病理診断・診断根拠の求め方など

74 88

大阪国際がんセン
ター

○
H29年5月26日～

1日間
第1回　がん登録実務
者研修会

大阪国際がんセンター
宮代　勲
がん対策センター　所長

がん登録実務者
病理医からみたがん登録
のポイントについて

講義：多重がん（SEER2007）の定義について、肺がんの病期分類 84 144

大阪国際がんセン
ター

○
H29年11月2日～

1日間
第2回　がん登録実務
者研修会

大阪国際がんセンター
宮代　勲
がん対策センター　所長

がん登録実務者 がん登録の現在を知る
講義：がん登録の現在
演習：標準登録様式2016（胃、肺、乳房、前立腺、膵臓）

95 159

大阪国際がんセン
ター

○
H28年3月26日～

1日間
第５回関西高精度放
射線治療計画研究会

国家公務員共済組合
連合会大手前病院

宮崎　正義
放射線腫瘍科
副診療放射線技師長

関西で放射線治療に
従事する医師、診療放
射線技師、医学物理
士、看護師

局所制御率向上、有害事
象の低減が可能である高
精度放射線治療（Intensity 
Modulated Radiotherapy, 
Volumetric Modulated Arc 
Therapy)を普及させる為の
技術的手法、体制などを構
築する

頭頸部癌VMATの経験、頭頸部がんVMATの計画手法、各施設の
頭頸部癌の治療（症例検討（Contouring),再照射）、がん診療連携
拠点病院で放射線治療装置更新は病院収益を圧排するか?

19 61



化学療
法

緩和ケ
アチー

ム
看護師 薬剤師

その他
（分野）

研修開催日
（H○年○月○日～

○日間）
研修名 主催施設

研修企画者
部署・職位

研修対象者 研修目的
研修内容

（プログラムの項目等の概略）

参加施
設数（施
設数）

参加者数
（人）

実施した研修会の概要について

No 施設

平成29年度に実施した研修

大阪国際がんセン
ター

○
H28年10月28日～

1日間

がん相談員のための
「就労」に関する基礎
講座Ｖ

大阪府がん診療連携
協議会相談支援セン
ター部会

東山　聖彦　（部会長、大
阪国際がんセンター副院
長）

がん相談員、医療従事
者

がん患者の就労支援、両立
支援に関し、今回は事業主
側の取り組みに関して企業
サイド２人、がん患者サバ
イバー1名による講演

中外製薬、松下産業などより、企業側の就労・両立支援の取り組み
などについて講演

49 108

大阪国際がんセン
ター

○ ○ ○
H30年3月25日～

1日間

大阪府がん診療連携
協議会　PDCAサイク
ル研修会

大阪府がん診療連携
協議会相談支援セン
ター部会・緩和ケア部
会合同

東山聖彦（部会長、大阪
国際がんセンター副院
長）・飯島正平　（部会
長、大阪国際がんセン
ター主任部長）

緩和ケア医療従事者
がん相談員
医療従事者

大阪府がん診療連携協議
会相談支援センター部会、
緩和部会が取り組んでいる
ＰＤＣＡサイクルの紹介と情
報共有

１．基調講演：がん診療の質向上に必要なＰＤＣＡサイクル確保の取
り組み（国がんより）
２．大阪府各部会のＰＤＣＡサイクルの取り組み　
３．他府県の取り組み紹介（滋賀県より）など

37 79

大阪国際がんセン
ター

○
H30年2月17日～

1日間

平成29年度「地域相
談支援フォーラム　in 
近畿」

近畿6府県がん診療連
携協議会相談支援・情
報提供関連部会

奈良県立医科大学
がん診療対策プロジェク
トリーダー　
長谷川正俊先生

近畿6府県がん相談員
医療従事者

「より良い相談支援のため
の院内連携と協働」をテー
マに、１）患者や家族に、各
支援部門の存在の周知及
び機能の理解と促進、より
効果的に利用していただく
ための方策について紹介、
情報共有
２）患者や家族に対し、より
期待に添える相談支援を行
うための、院内の診療部門
や支援部門間の連携と協
働の在り方を紹介、情報共
有

１．基調講演　診療医からみた「がん相談支援センター」に期待する
こと　　緩和医みた「がん相談支援センター」に期待すること　
２．6府県における院内の連携・協働の現状報告
３．ＧＷ　院内連携・協働におけるがん相談支援センター・相談員が
なすべきことは　など

134

大阪国際がんセン
ター

○
H30年1月16日～

1日間

大阪国際がんセン
ター
がん専門薬剤師研修

大阪国際がんセンター 坂上　嘉浩（薬局長）

府内のがん拠点病院
等の病院及び近隣保
険薬局等に勤務する
薬剤師など

各がん種の特性・病態・治
療法について、がん領域に
おける最新の知見の習得、
日本病院薬剤師会がん薬
物療法認定薬剤師研修認
定要件

放射線治療 55

大阪国際がんセン
ター

○
H30年1月19日～

1日間

大阪国際がんセン
ター
がん専門薬剤師研修

大阪国際がんセンター 坂上　嘉浩（薬局長）

府内のがん拠点病院
等の病院及び近隣保
険薬局等に勤務する
薬剤師など

各がん種の特性・病態・治
療法について、がん領域に
おける最新の知見の習得、
日本病院薬剤師会がん薬
物療法認定薬剤師研修認
定要件

骨・軟部肉腫 47

大阪国際がんセン
ター

○
H30年1月22日～

1日間

大阪国際がんセン
ター
がん専門薬剤師研修

大阪国際がんセンター 坂上　嘉浩（薬局長）

府内のがん拠点病院
等の病院及び近隣保
険薬局等に勤務する
薬剤師など

各がん種の特性・病態・治
療法について、がん領域に
おける最新の知見の習得、
日本病院薬剤師会がん薬
物療法認定薬剤師研修認
定要件

乳がん 52

大阪国際がんセン
ター

○
H30年1月25日～

1日間

大阪国際がんセン
ター
がん専門薬剤師研修

大阪国際がんセンター 坂上　嘉浩（薬局長）

府内のがん拠点病院
等の病院及び近隣保
険薬局等に勤務する
薬剤師など

各がん種の特性・病態・治
療法について、がん領域に
おける最新の知見の習得、
日本病院薬剤師会がん薬
物療法認定薬剤師研修認
定要件

肺がん 48

大阪国際がんセン
ター

○
H30年1月26日～

1日間

大阪国際がんセン
ター
がん専門薬剤師研修

大阪国際がんセンター 坂上　嘉浩（薬局長）

府内のがん拠点病院
等の病院及び近隣保
険薬局等に勤務する
薬剤師など

各がん種の特性・病態・治
療法について、がん領域に
おける最新の知見の習得、
日本病院薬剤師会がん薬
物療法認定薬剤師研修認
定要件

皮膚がん 30

大阪国際がんセン
ター

○
H30年1月29日～

1日間

大阪国際がんセン
ター
がん専門薬剤師研修

大阪国際がんセンター 坂上　嘉浩（薬局長）

府内のがん拠点病院
等の病院及び近隣保
険薬局等に勤務する
薬剤師など

各がん種の特性・病態・治
療法について、がん領域に
おける最新の知見の習得、
日本病院薬剤師会がん薬
物療法認定薬剤師研修認
定要件

肝臓がん 37

大阪国際がんセン
ター

○
H30年1月30日～

1日間

大阪国際がんセン
ター
がん専門薬剤師研修

大阪国際がんセンター 坂上　嘉浩（薬局長）

府内のがん拠点病院
等の病院及び近隣保
険薬局等に勤務する
薬剤師など

各がん種の特性・病態・治
療法について、がん領域に
おける最新の知見の習得、
日本病院薬剤師会がん薬
物療法認定薬剤師研修認
定要件

胃がん 47

大阪国際がんセン
ター

○
H30年2月2日～

1日間

大阪国際がんセン
ター
がん専門薬剤師研修

大阪国際がんセンター 坂上　嘉浩（薬局長）

府内のがん拠点病院
等の病院及び近隣保
険薬局等に勤務する
薬剤師など

各がん種の特性・病態・治
療法について、がん領域に
おける最新の知見の習得、
日本病院薬剤師会がん薬
物療法認定薬剤師研修認
定要件

婦人科がん 50

大阪国際がんセン
ター

○
H30年2月5日～

1日間

大阪国際がんセン
ター
がん専門薬剤師研修

大阪国際がんセンター 坂上　嘉浩（薬局長）

府内のがん拠点病院
等の病院及び近隣保
険薬局等に勤務する
薬剤師など

各がん種の特性・病態・治
療法について、がん領域に
おける最新の知見の習得、
日本病院薬剤師会がん薬
物療法認定薬剤師研修認
定要件

胆膵がん 41

大阪国際がんセン
ター

○
H30年2月6日～

1日間

大阪国際がんセン
ター
がん専門薬剤師研修

大阪国際がんセンター 坂上　嘉浩（薬局長）

府内のがん拠点病院
等の病院及び近隣保
険薬局等に勤務する
薬剤師など

各がん種の特性・病態・治
療法について、がん領域に
おける最新の知見の習得、
日本病院薬剤師会がん薬
物療法認定薬剤師研修認
定要件

大腸がん 45

大阪国際がんセン
ター

○ H30年以下記載無し
大阪国際がんセン
ター
がん専門薬剤師研修

大阪国際がんセンター 坂上　嘉浩（薬局長）

府内のがん拠点病院
等の病院及び近隣保
険薬局等に勤務する
薬剤師など

各がん種の特性・病態・治
療法について、がん領域に
おける最新の知見の習得、
日本病院薬剤師会がん薬
物療法認定薬剤師研修認
定要件

がんの疼痛緩和 37

31
兵庫県立がんセン
ター

○
H29年9月23日～

1日間
平成29年度第3回
チーム医療研修会

兵庫県がん診療連携
協議会（兵庫県立がん
センター）

兵庫県立がんセンター診
療部　
腫瘍内科　科長

県拠点病院の医師・看
護師・薬剤師・MSWか
らなるチーム

各拠点病院での化学療法
の安全かつ有効な実施に
資する、チーム医療を推進
する。

免疫チェックポイント阻害薬の有害事象対策をテーマに、当院の医
師・看護師・薬剤師・MSWから短い講義の後、仮想症例を用いて各
病院で対応についてプレゼン、ディスカッションを行った。

5 20

兵庫県立がんセン
ター

○
H29年11月11日～

1日間
第8回兵庫県緩和ケ
アチーム研修会

兵庫県がん診療連携
協議会　緩和ケア部会

拠点病院緩和ケアチーム　
緩和ケア部会コアメン
バー

兵庫県下拠点病院緩
和ケアチームメンバー

緩和ケアに関する知識の習
得
各病院のPDCAサイクルを
用いた緩和ケアの推進(ピ
アレビューを含む）

予後予測について
社会的苦痛への対応
PDCAサイクルで進める

27 79



化学療
法

緩和ケ
アチー

ム
看護師 薬剤師

その他
（分野）

研修開催日
（H○年○月○日～

○日間）
研修名 主催施設

研修企画者
部署・職位

研修対象者 研修目的
研修内容

（プログラムの項目等の概略）

参加施
設数（施
設数）

参加者数
（人）

実施した研修会の概要について

No 施設

平成29年度に実施した研修

兵庫県立がんセン
ター

○

H29年5月30日～9月8
日

平成30年2月19日
36日間

がん看護実務研修 兵庫県立がんセンター

看護管理室・副院長兼看
護部長
看護部次長
緩和ケアセンター・看護
師長

１．がん看護の専門性
を高めたい人
２．がん看護の経験が
あり、かつ、兵庫県内
でがん医療に携わって
いる施設に勤務してい
る人
３．所属施設の施設長
もしくは看護部長の推
薦のある人

がん患者に対する看護ケア
の質向上のために、県内の
がん看護の均てん化の発
展に資する

１．最近のがん医療、政策、がん看護の動向（看護管理の視点）、がん
細胞生物学、がん拠点病院の役割（がん登録、看護外来の役割）
２．がん手術療法（消化器、頭頸部、泌尿器科、婦人科、呼吸器）と看護
３．緩和ケア（概論・各論）
４．がん化学療法、がん化学療法看護
５．Let's高齢者の看護、栄養管理、摂食嚥下障害患者の支援
６．せん妄（病態生理と薬剤、対応策とコミュニケーション）
７．症状のメカニズムと薬の理解、症状マネジメントとケア
８．看護倫理、免疫チェツクポイント阻害剤、遺伝性腫瘍総論、遺伝カウ
ンセリング
９．訪問看護師が行うEnd of Life Careの実際、退院調整・地域連携にお
ける緩和ケア
10．がん治療中のスキンケア、がん患者とコミュニケーション
11．リンパ浮腫ケアについて、放射線療法①、オンコロジックエマージェ
ンシー
12．がん患者の心理的サポートと家族看護、診療報酬
13．放射線療法②、放射線療法看護
14．事例検討技法、事例検討①
15．がんと感染症看護、がんのリハビリテーション、マネジメントとリー
ダーシップ
16．がんサバイバーの支援、事例検討②
17．ファシリテーション 
18．事例報告  19.  フォローアップ研修会　　　　  計19日間
　病棟・地域・看護外来等での実習　17日間（計36日間）
　＊36日間全て受講または、各々の講義を単発で受講できる

32 延べ ４６６

兵庫県立がんセン
ター

○
H30年1月20日～

1日間
第10回　薬剤師セミ
ナー

兵庫県がん診療連携
協議会（兵庫県立がん
センター）

兵庫県立がんセンター薬
剤部　レジメン担当

薬剤師

「がん対策推進基本計画」
及び「がん対策推進計画」
において、質の高いがん医
療体制の確保方策の１つと
して、がんの専門的な知
識・技能を有する医師、メ
ディカルスタッフによるチー
ム医療の推進が謳われ、こ
れを支える人材の養成が求
められている。兵庫県がん
診療連携協議会では、がん
医療に精通した薬剤師の養
成を目的とし、薬剤師セミ
ナーを開催している。

「胃癌治療の最新の話題」及び｢薬剤師からのエビデンスの発信｣を
テーマとした医師・薬剤師による講演。

46 172

兵庫県立がんセン
ター

○
H29年11月25日～

1日間
第5回　放射線セミ
ナー

兵庫県がん診療連携
協議会（事務局：兵庫
県立がんセンター）

（※前院長）
北播磨総合医療センター　
健康管理センター長兼が
ん相談支援センター長

医師、薬剤師、看護
師、放射線技師、その
他医療従事者、一般市
民

医師、薬剤師、看護師、放
射線技師など、チーム医療
に関わる医療従事者の観
点からセミナーを行い、医
療レベルの向上と一般市民
への広報活動

テーマ：前立腺がんの診断と治療－update－
第1部 診断
講演１「前立腺MRI検査で知っておきたいこと-T２WI・DWIの特徴を
生かして-」
講演２「知らぬが仏。早期発見・早期治療が通用しない前立腺がん
画像診断の非常識」
第2部 治療
講演３「泌尿器科医が提供する最新の前立腺がん治療について～
手術、薬物療法を中心に」
講演４「前立腺がんの放射線治療」

49 108

兵庫県立がんセン
ター

○
H30年1月13日～

1日間

検査セミナー　乳がん　
検査と治療　up to 
date

兵庫県がん診療連携
協議会・（公社）兵庫県
臨床検査技師会

兵庫県立がんセンター　
検査技師長　芳賀由美
公社　兵庫県臨床検査技
師会会長　中町祐司

臨床検査技師・医師・
看護師・放射線技師・
薬剤師・事務職・学生
など

・兵庫県のがん対策を学ぶ
・知り最新の乳がんの診断
と治療を学ぶ

講演1　兵庫県のがん対策
講演2　ゲノム解析に基づくがんのプレシジョンメディシンの展開
講演3　乳がんの診断と治療

50 131

32
奈良県立医科大学附
属病院

○
H29年11月26日～

1日間

平成29年度　奈良県
がん化学療法チーム
研修会
～副作用の悩み、
チームで解決！～

奈良県立医科大学附
属病院

神野　正敏
腫瘍センター･センター長

奈良県内のがん化学
療法チーム
（医師・薬剤師・看護
師・医療ソーシャル
ワーカーがチームとし
て参加できる施設）

【研修のねらい】
・がん化学療法副作用に関
する困り事について情報交
換し、解決のヒントを得るこ
とができる
・各施設の多職種からなる
がん化学療法チームで解
決について話し合うことが
できる

【プログラム】
・施設、チーム紹介
・グループワークⅠ（チーム別：問題点の抽出・分析）
・グループワークⅡ（職種別：情報共有）
・グループワークⅢ（チーム別：計画立案）
・グループ発表・質疑応答・全体討論等

7 32

奈良県立医科大学附
属病院

○
H29年10月29日～

1日間

平成29年度　奈良県
緩和ケアチーム研修
会
「コンサルテーション
を再考する」

奈良県立医科大学附
属病院

四宮　敏章
緩和ケアセンター･セン
ター長

奈良県内の緩和ケア
チーム
（医師・薬剤師・看護
師・地域連携担当者が
チームとして参加でき
る施設）

【研修のねらい】
・県内の緩和ケアチーム同
士が質の高い緩和ケアを提
供するための教育、討議を
通して互いを高めあう

【プログラム】
・参加施設の活動紹介
・緩和ケアチーム交流会の報告
・講演「緩和ケアチームのコンサルテーションとは何か」
・講演「緩和ケアチームの専従看護師の活動」
・ワークショップ（事例検討）
・各緩和ケアチームの今後の活動計画の立案

10 34

奈良県立医科大学附
属病院

○
H29年9月16日～

1日間

平成29年度　地域に
おけるがん看護研修
（緩和ケア編）
「看護の現場で直面
する倫理について考
えよう」

奈良県立医科大学附
属病院

中村　由美
緩和ケアセンター・ジェネ
ラルマネージャー

奈良県内の医療機関
に勤務する看護師

・日常の現場で直面する倫
理的問題への気づきを高
めたり、問題の解決につな
がるヒントを得る機会となる
ことを目的とする。

・講義
・ワークショップ（事例検討）

13 23

奈良県立医科大学附
属病院

○
H29年9月13日～

2日間

平成29年度　地域に
おけるがん看護研修
（化学療法編）
「がん薬物療法のス
キンケア」

奈良県立医科大学附
属病院

木村　道子
腫瘍センター・がん化学
療法看護認定看護師

・県内の医療機関、訪
問看護ステーションに
勤務し、がん患者に携
わる看護師

・分子標的治療薬（EGFR阻
害薬）で起こる皮疹、皮膚
の乾燥や指先の亀裂、爪
囲炎などに焦点を当てた講
義・演習を行う。

・講義「EGFR阻害薬のスキンケアを知ろう」
・演習

5 7

奈良県立医科大学附
属病院

○
H29年9月30日～

1日間

平成29年度　奈良県
がん化学療法薬剤師
研修会
「がん化学療法による
末梢神経障害対策」

奈良県立医科大学附
属病院

樋野　光生
薬剤部・係長

奈良県内の病院に勤
務する、がん化学療法
に現在携わっているま
たは今後携わる予定
の薬剤師

・がん化学療法を受ける患
者に信頼される薬剤師とし
てのスキルを身につける。

・グループワーク（事例検討）
・講義「末梢神経障害対策」

11 21

奈良県立医科大学附
属病院

○
H29年9月3日～

1日間

平成29年度　第1回奈
良県がん登録担当者
研修会

奈良県医療政策部
奈良県立医科大学附
属病院

長谷川　正俊
放射線治療・核医学科・
部長

奈良県内の病院およ
び全国がん登録指定
診療所の担当者
奈良県がん対策推進
協議会がん登録部会
委員等

・全国がん登録担当者を対
象に、全国がん登録の現
状、制度の概要、入力項目
の詳細などの実務的な研
修会を実施することで、全
国がん登録へのスムーズ
な移行や精度向上を目指
す。
・院内がん登録について
は、担当者の病態について
の専門知識を深めることに
より、がん登録精度を高め
ることを目指す。

・報告事項「奈良県のがん登録データを活用したデータ分析の試み
について」
・講演Ⅰ「高精度のがん登録データから効果的ながん対策へ」
・講演Ⅱ「膵臓癌・胆道癌について」

36 44

奈良県立医科大学附
属病院

○
H30年2月24日～

1日間

平成29年度　第2回奈
良県がん登録担当者
研修会

奈良県立医科大学附
属病院

長谷川　正俊
放射線治療・核医学科・
部長

奈良県内のがん登録
実務者

・奈良県におけるがん登録
関係者の業務能力の向
上。

・講演Ⅰ「前立腺がんと泌尿器科全般について」
・講演Ⅱ「前立腺がんのがん登録実務のポイントについておよび質
疑応答」

20 31

33
和歌山県立医科大学
附属病院

○
H30年1月27日～

1日間

平成29年度きのくに
がん化学療法チーム
研修会

和歌山県がん診療連
携協議会

和歌山県立医科大学附
属病院腫瘍センター　化
学療法部門

化学療法に従事してい
る医療者（医師、看護
師、薬剤師、ソ－シャ
ルワ－カ－等）

がん化学療法における医
療の質の向上を図る

【講義】
①肺がんの最新治療　②胃がんの最新治療　③胃がん、肺がん治
療における副作用とその対策　④看護指導　⑤がんと療養生活
【ワークショップ】
①ワークショップ（症例検討：肺がん、胃がん）　
②グループ発表、オープンディスカッション

10 36

和歌山県立医科大学
附属病院

○
H29年10月28日～

1日間
きのくに緩和ケア
PDCAフォーラム2017

和歌山県立医科大学
附属病院

和歌山県がん診療連携
協議会緩和ケア・研修教
育部会

県内の緩和ケアチーム
又はチーム設置を検
討している医療機関の
メディカルスタッフ

①県内の緩和ケアチーム
全体の問題点、課題を発
見・共有し、県全体で取り組
むべき共通目標を策定す
る。
②各施設ごとの緩和ケア
チームが抱える問題点や課
題を発見し、各チームごと
の目標を策定する。
③目標設定を行うことで緩
和医療におけるPDCAサイ
クルの確保を目指す。

①県のがん対策担当課による「がん対策推進計画」の説明
②講義「緩和ケアにおけるPDCAサイクルに関する取組」
③県全体の問題点、課題の発見と全体目標策定のためのワーク
ショップ
④各施設の緩和ケアチームごとの問題点、課題の発見と個別目標
設定のためのワークショップ

10 32
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和歌山県立医科大学
附属病院

○
H29年7月5日～

1日間
がん患者の意思決定
支援

和歌山県立医科大学
附属病院

緩和ケアセンター　副看
護師長（がん看護専門看
護師）

がん看護に興味があ
る看護師

がん患者の意思決定につ
いて学び、意思決定支援を
するために看護師に必要な
スキルを学ぶ

１．意思決定とは
２．がん患者の意思決定とは
３．意思決定支援とは
４．意思決定支援のために看護師に必要なもの

3 11

和歌山県立医科大学
附属病院

○
H30年2月21日～

1日間
和歌山県全国がん登
録実務者研修会

和歌山県立医科大学
附属病院

鵜島　正之
経理課情報管理班　主事

和歌山県の全国がん
登録実務者

全国がん登録実務につい
ての知識向上、疑問解消を
目的とする。

全国がん登録についての概要、届出方法、登録マニュアルについ
ての説明

45 49

和歌山県立医科大学
附属病院

○
H29年7月8日～

1日間

平成29年度和歌山県
がん化学療法看護研
修（ベーシックコース）

和歌山県立医科大学
附属病院

和歌山県がん診療連携
協議会化学療法部会
和歌山県立医科大学附
属病院経理課　主任　小
川　由紀子

がん化学療法看護に
実務しており、基礎知
識の習得段階である
看護師

化学療法看護についての
基礎知識を習得する。

講義①化学療法の概要・レジメンとは　②骨髄抑制について　③悪
心嘔吐について　④便秘・下痢について　⑤脱毛lについて　⑥皮膚
障害について　⑦心理・社会支援について　⑧曝露対策について

16 121

和歌山県立医科大学
附属病院

○
H29年7月15日～

1日間

平成29年度和歌山県
がん化学療法看護研
修（アドバンスドコー
ス）

和歌山県立医科大学
附属病院

和歌山県がん診療連携
協議会化学療法部会
和歌山県立医科大学附
属病院経理課　主任　小
川　由紀子

化学療法看護に実務
して5年目以上の経験
年数のある看護師

がん化学療法の有害事象
を理解し、セルフケア支援
ができる能力を身につけ
る。

講義　「有害事象の種類と発生機序、リスクアセスメントについて」
グループワーク　有害事象決定「悪心・嘔吐」「便秘」
グループワーク　有害事象アセスメントシートの作成
講義　「化学療法におけるセルフケア支援とは」

9 22

和歌山県立医科大学
附属病院

○
H29年9月15日～

1日間
和歌山県院内がん登
録協議・情報交換会

和歌山県立医科大学
附属病院

鵜島　正之
経理課情報管理班　主事

和歌山県内の院内が
ん登録実務者

院内がん登録実務につい
ての情報提供及び知識向
上、疑問解消を目的とす
る。

院内がん登録実務についての情報提供及び実務上の疑問点など
について協議、情報交換

9 11

和歌山県立医科大学
附属病院

○
H29年7月1日～

2日間

2017年和歌山県
ELNEC-Jコアカリキュ
ラム看護師教育プロ
グラム

和歌山県立医科大学
附属病院緩和ケアセン
ター

和歌山県立医科大学附
属病院緩和ケアセンター　
山田茜（準主事）

和歌山県の病院に勤
務している臨床経験3
年以上の看護師かつ
エンド・オブライフケア
を実践している看護師

エンド・オブ・ライフ・ケアに
携わる看護師が患者・家族
に必要なケアを包括的に学
ぶ

講義①エンド・オブ・ライフ・ケアにおける看護　②痛みのマネジメン
ト　③症状マネジメント　④エンド・オブ・ライフ・ケアにおける倫理的
問題　⑤エンド・オブライフ・ケアにおける文化への配慮　⑥コミュニ
ケーション　⑦喪失・悲嘆・死別　⑧高齢者のエンド・オブ・ライフ・ケ
ア⑨臨死期のケア　⑩質の高いエンド・オブ・ライフ・ケアの達成　
ケーススタディ・発表

16 42

34
鳥取大学医学部附属
病院

○
H29年7月23日～

2日間
第5回中海緩和ケア
研究会

鳥取大学医学部附属
病院

緩和ケアセンター長
医師・メディカルスタッ
フ

地域における緩和ケアの実
態を把握して、今後の診療
に活かすことを目的とする。

・緩和ケアに関する講演
・緩和ケアに関する事例報告　等

16 34

鳥取大学医学部附属
病院

○
H29年10月23日～

5日間
緩和ケアコース研修

鳥取大学医学部附属
病院

看護部　看護師
臨床経験5年目以上の
看護師

がん患者の苦痛を理解し、
苦痛を緩和するための看護
を習得する

１）せん妄と抑うつ　
２）消化器症状マネジメント
３）癌性疼痛マネジメント
４）緩和ケアで用いる薬剤
５）コミュニケーションスキル

9 25

鳥取大学医学部附属
病院

○
H29年9月20日～

1日間
スキルアップ研修会

鳥取大学医学部附属
病院薬剤部

鳥取大学医学部附属病
院薬剤部

県内薬剤師（病院、保
険薬局問わず）

地域病院や保険薬局と連
携して、患者さんに安全で
安心な薬物療法を提供する
ため。
近年多くの薬剤が上市され
ている「経口抗がん剤」の
治療、副作用、患者指導を
中心に。

地域で担う、がん薬物治療・患者指導の実践①
ー肺がん編ー
講　師　：鳥取大学医学部附属病院　化学療法センター
　阪本　智宏　先生　
鳥取大学医学部附属病院　薬剤部
　長谷川　一将　先生
ｵｰｶﾞﾅｲｻﾞｰ：　鳥取大学医学部附属病院　薬剤部
　　　　　　　　　　 　　 秦　 英司

不明 99

鳥取大学医学部附属
病院

○
H29年11月11日～

1日間

鳥取県地域がん診療
連携拠点病院・準拠
点病院　院内がん登
録研修会

鳥取大学医学部附属
病院

医療サービス課

県内の地域がん診療
連携拠点病院並びに
準じる病院のがん登録
実務者

がん登録データの精度向
上・実務者のスキルアップ

UICC TNM分類第８版の変更について　講義・演習 9 18

鳥取大学医学部附属
病院

○
H29年9月3日～

1日間

第4回鳥取県がん診
療研修会　緩和ケア
部会

鳥取大学医学部附属
病院

がんセンター長
医師、メディカルスタッ
フ

緩和ケアにおけるPDCAサ
イクルを検討し、今後の実
臨床に役立たせることを目
的とする。

・PDCAサイクル実現のための講演
・各病院のPDCA進捗状況、評価法、今後の行動計画の検討

7 12

鳥取大学医学部附属
病院

○
H30年2月12日～

1日間

第5回鳥取県がん診
療研修会　緩和ケア
部会

鳥取大学医学部附属
病院

がんセンター長
医師、メディカルスタッ
フ

緩和ケアにおけるPDCAサ
イクルを検討し、今後の実
臨床に役立たせることを目
的とする。

・PDCAサイクル実現のための講演
・各病院のPDCA進捗状況、評価法、今後の行動計画の検討

8 13

鳥取大学医学部附属
病院

○
H30年6月15日～

5日間
がん看護(初級)コー
ス研修

鳥取大学医学部附属
病院

看護部　看護師
院内ラダーレベル一人
前以上、他施設5年目
以上の看護師

がんに関する最新情報を基
に、がん看護における基礎
知識を習得する

１）がんの基礎知識　２）がん化学療法看護①　３）がん化学療法看
護②　４）放射線治療看護　５）トータルケア

8 67

鳥取大学医学部附属
病院

○
H30年6月20日～

7日間
がん化学療法看護
コース研修

鳥取大学医学部附属
病院

看護部　看護師 2年目以上の看護師

がん化学療法の主な有害
事象について理解し、有害
事象の予防と予測される症
状に対応できる。正しい知
識と技術をもって抗がん薬
を取り扱うことができる。

１）がん化学療法の有害事象・薬剤の特徴　２）骨髄抑制　３）悪心・
嘔吐　４）がんと栄養　５）皮膚障害・脱毛　６）便秘・下痢　７）化学療
法と口腔有害事象　８）曝露対策

7 31

鳥取大学医学部附属
病院

○
H29年5月8日～

8日間
がん看護(中級)コー
ス研修

鳥取大学医学部附属
病院

看護部　看護師
院内ラダーレベル一人
前以上、他施設5年目
以上の看護師

がん看護における「包括的
アセスメント」「症状マネジメ
ント」「倫理」「コミュニケー
ション」を理解し、事例を用
いて実践方法を学ことがで
きる

１）全人的苦痛と包括的アセスメント　２）症状マネジメント　３）倫理
的問題　４）コミュニケーション

1 17

鳥取大学医学部附属
病院

○ H29年11月29日～ スキルアップ研修会 鳥取大学病院薬剤部 鳥取大学病院薬剤部
県内薬剤師（病院、保
険薬局問わず）

地域病院や保険薬局と連
携して、患者さんに安全で
安心な薬物療法を提供する
ため。
近年多くの薬剤が上市され
ている「経口抗がん剤」の
治療、副作用、患者指導を
中心に。

地域で担う、がん薬物治療・患者指導の実践②
ー大腸がん編ー　
講　師　：鳥取大学医学部附属病院　病態制御外科学　
講師　蘆田　啓吾　　先生　
鳥取大学医学部附属病院　薬剤部
岩井　ちさと　先生
オｰｶﾞﾅｲｻﾞｰ：　鳥取大学医学部附属病院　薬剤部
　　　　　　　　　　 　　 秦　 英司

不明 95

鳥取大学医学部附属
病院

○
H30年3月17日～

1日間

鳥取県地域がん診療
連携拠点病院・準拠
点病院　院内がん登
録研修会

鳥取大学医学部附属
病院

医療サービス課

県内の地域がん診療
連携拠点病院並びに
準じる病院のがん登録
実務者

がん登録データの精度向
上・実務者のスキルアップ

院内がん登録におけるがん統計について講義・演習
がん統計の概要
統計解析の演習
生存率計算の概要

7 13

35
島根大学医学部附属
病院

○
H30年2月17日～

1日間
チームで実践するが
ん化学療法研修会

島根大学医学部附属
病院

外来か化学療法室・副室
長

がん化学療法に従事し
ている医療者チーム

県内のがん化学療法にお
けるチーム医療の質の向
上を図る

症例検討およびグループワーク 3 13



化学療
法

緩和ケ
アチー

ム
看護師 薬剤師

その他
（分野）

研修開催日
（H○年○月○日～

○日間）
研修名 主催施設

研修企画者
部署・職位

研修対象者 研修目的
研修内容

（プログラムの項目等の概略）

参加施
設数（施
設数）

参加者数
（人）

実施した研修会の概要について

No 施設

平成29年度に実施した研修

島根大学医学部附属
病院

○
H29年5月13日～

1日間

「がん看護におけるコ
ミュニケーションスキ
ルを磨く」
～患者の感情表出を
促すツールNURSEを
もちいて～

島根大学医学部附属
病院

看護部　緩和ケアセン
ター
看護師長 　三吉由美子

次の要件を満たす者
（１つでもよいがジェネ
ラリストに限る）
①島根県がん看護実
践に強い看護師育成
研修
②ELNEC-Jコアカリ
キュラム看護師教育プ
ログラム
③島根県緩和ケア ア
ドバイザー養成研修の
終了者

がん看護における、看護師
に必要な傾聴と共感のコ
ミュニケーションを習得する

「看護に必要なコミュニケーションスキル」講義　
ロールプレイの説明・各グループ内で自己紹介
ロールプレイ6回施行後、全体共有

12 30

島根大学医学部附属
病院

○
H29年10月21日22日

～
2日間

ELNEC-Jコアカリキュ
ラム看護師教育プロ
グラム

島根大学医学部附属
病院

看護部　緩和ケアセン
ター
看護師長　三吉由美子

看護実践において、自
主的な判断で看護が
提供できる看護職
臨床経験3年目以上の
看護職（リーダー経験
者）

人々へ質の高いEOLケアを
提供できるように、知識・技
術を習得する

Module 1：EOLケアにおける看護 
Module 2：痛みのマネジメント
Module 3：症状マネジメント
Module 4：EOLケアにおける倫理的問題
Module 5：EOLケアにおける文化への配慮
Module 6：コミュニケーション　-患者の意思決定を支えるために-
Module 7：喪失・悲嘆・死別
Module 8：臨死期のケア
Module 9：高齢者のEOLケア
Module10：質の高いEOLケアの達成

16 36

島根大学医学部附属
病院

○
H29年4月22日～

1日間

第16回 薬剤師のため
のオンコロジーセミ
ナー

島根県病院薬剤師会/
島根県薬剤師会/島根
県薬剤師研修協議会

西村信弘
島根大学医学部附属病
院薬剤部　准教授・副薬
剤部長

島根県病院薬剤師会
会員・島根県薬剤師会
会員（薬剤師）

島根県内の薬剤師に対し、
最新の癌治療を紹介し、薬
剤師がかかわるレジメン管
理、服薬指導、副作用マネ
ジメントなどについて情報
共有を行い、問題点等につ
いて討論することにより、治
療に対する深い理解が得ら
れることを目的とする。ま
た、日本病院薬剤師会のが
ん薬物療法認定薬剤師の
取得に必要な研修単位の
認定を受け、認定取得のた
めのサポートを行う。

【特別講演】
座長：島根大学医学部附属病院 薬剤部 准教授・副薬剤部長 西村 
信弘
｢子宮頚癌における最新治療の動向｣
島根大学医学部 産科婦人科学 教授 京 哲 先生

16 81

島根大学医学部附属
病院

○
H29年11月3日～

2日間
島根がんのリハビリ
テーション研修会

島根県立中央病院
島根がんのリハビリテー
ション研修会実行委員会

医師・看護師・医学療
法士・作業療法士・言
語聴覚士

がんのリハビリテーション」
に関する基礎知識と問題点
の解決などをチーム医療を
通じて学び、「がん患者リハ
ビリテーションに関する施設
基準の規定する研修用件
を満たす。

がんのリハビリテーションの概要・がんのリハビリテーションの問題
点など14講義

22 110

36 岡山大学病院 ○
H29年9月10日～

1日間
がん化学療法チーム
研修

岡山県がん診療連携
協議会

岡山県内のがん診療
連携拠点病院・地域が
ん診療病院・がん診療
連携推進病院におい
て実務に携わっている
４職種（医師・看護師・
薬剤師・ＭＳＷ）

県内のがん化学療法の均
てん化および院内（地域）
連携の推進のために、多職
種連携の重要性を理解して
実践できる化学療法チーム
の養成。

・講義「副作用マネジメント作成過程とマニュアルの提示」
・講義「副作用マネジメントにおける各職種の役割と活動の実際の
紹介」
・グループワーク「副作用マネジメントにおける自施設での現状と課
題の抽出」
・グループワーク「各職種における副作用マネジメントへの取組」
・グループワーク「マニュアル作成に向けての計画立案」

2 8

岡山大学病院 ○
H29年10月18日～

2日間
がん化学療法看護指
導者研修

岡山大学病院
岡山大学病院　
腫瘍センター看護師長　
西本仁美

以下の条件をすべて
満たす者
・がん化学療法看護経
験年数5年以上の看護
師。
・がん化学療法看護を
実践し所属部署でリー
ダー役割を担う者また
は期待される者。
・所属部署の上司の推
薦があること。

がん化学療法看護の専門
的知識・技術を習得し、効
果的な指導方法について
理解し実践できること。

「がん化学療法概論」、「抗がん薬の分類と作用メカニズム」、「症状
マネジメント（副作用対策）」、「抗がん薬の曝露対策」、「コミュニ
ケーション/意思決定支援」、「スタッフ指導のポイント」、「チーム医
療」

17 19

岡山大学病院 ○
H29年10月28日～

1日間
岡山県がん看護セミ
ナー2017

岡山県がん診療連携
協議会　看護部会

岡山県がん診療連携協
議会　看護部会

県内でがん患者・家族
の看護に携わっている
看護師
がん看護実践経験１〜
５年⽬

がん看護に関する基礎的な
知識を修得し、実践できる
能力を高めること及びディ
スカッションを通して受講者
間の交流を図ること。

講義「がん看護概論」、「サイコオンコロジー」、「がん手術療法看
護」
事例検討「がん化学療法看護」、「がん放射線療法看護」、「緩和ケ
ア〜がん性疼痛看護〜」、「緩和ケア〜呼吸器・消化器症状看護
〜」

23 53

岡山大学病院 ○
H29年8月17日～

1日間

平成29年度第１回岡
山県がん相談支援セ
ンター相談員研修会

岡山県がん診療連携
協議会 がん相談部会

がん相談部会がん相談
員研修担当者6名（がん
相談支援センターに所属
する看護師及びMSW）

岡山県内のがん相談
支援センターで相談業
務に携わるがん相談
実務者

がん相談員が必要とする治
療に関する新しい、適切な
情報を学ぶことを目的に、
今回は乳癌の治療に関す
る最新情報をテーマに開催
した。

講演「乳がんの知識と治療について」
個人ワーク、グループワーク

11 35

岡山大学病院 ○
H29年10月22日～

1日間

平成29年度第2回岡
山県がん相談支援セ
ンター相談員研修会

岡山県がん診療連携
協議会 がん相談部会

がん相談部会がん相談
員研修担当者6名（がん
相談支援センターに所属
する看護師及びMSW）

岡山県内のがん相談
支援センターで相談業
務に携わるがん相談
実務者

家族は第2の患者と言われ
るように、がん相談員として
は患者のみならず、家族へ
の支援も重要である。第2
回の研修では、子どもをも
つがん患者・家族の支援を
テーマに、親の病気をどの
ように子どもへ伝えるか、子
どもへの介入等を学ぶため
に研修会を開催した。

講演「子どもをもつがん患者・家族の支援」
個人ワーク、グループワーク

9 26

岡山大学病院 ○
H30年2月3日～

1日間

平成29年度第3回岡
山県がん相談支援セ
ンター相談員研修会

岡山県がん診療連携
協議会 がん相談部会

がん相談部会がん相談
員研修担当者6名（がん
相談支援センターに所属
する看護師及びMSW）

岡山県内のがん相談
支援センターで相談業
務に携わるがん相談
実務者

がん相談員にとり面接技術
は重要な研修テーマであ
り、今回はいかに患者・家
族のニーズを引き出し、そ
の気持ちの揺れに寄り添い
ながら信頼関係を構築して
いくことができるかをテーマ
に研修会を開催した。

講演「がん患者、家族、遺族の“こころ”～しなければならないこと、
してはいけないことを考える～」
個人ワーク、グループワーク

11 23

岡山大学病院 ○
H30年3月10日～

1日間

第12回　岡山県院内
がん登録実務者研修
会

岡山大学病院
岡山大学病院　診療情報
管理士

岡山県内の院内がん
登録実務者

がん登録の精度向上 「UICC　ＴＭＮ分類８版の採用」についての講義・演習 32 75

岡山大学病院 ○
H30年2月16日～

1日間
第7回　岡山県がん病
理診断実務者研修会

岡山大学病院
柳井　広之　病理診断科　
教授

がん病理診断を行う医
師、病理診断に関心の
ある医師、学生
病理診断に関心のあ
る臨床検査技師、看護
師などコメディカル

岡山県内のがんに関する
病理診断の実務者を対象
に、がん診断に関わる知
識・技術の向上を目的とす
るが、併せて病理診断に関
心のある医師、学生等に専
門知識を提供する。

講演「子宮頸がんの現況（診断・手術）」
講演「子宮頸部の病理診断」

17 61
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37 広島大学病院 ○
H29年12月23日～

1日間
平成２９年度　地域緩
和ケア研修会

広島県緩和ケア支援
センター

広島県緩和ケア支援セン
ター長

地域在宅緩和ケアに
携わる医療・介護・福
祉関係者，緩和ケア
チーム・緩和ケア病棟
従事者，保健医療福祉
行政担当者　等

医療と介護の連携，在宅緩
和ケアと施設緩和ケア（緩
和ケアチーム，緩和ケア病
棟）の連携を推進し，希望
する場所で適切な緩和ケア
を受けることのできる地域
づくりを推進する。

○地域在宅緩和ケア推進モデル事業の概要について
　　・広島県緩和ケア支援センター長　本家　好文
○地域在宅緩和ケア推進モデル事業の実践報告
　　・広島市立安佐市民病院精神科　主任部長　日笠　哲
　　・福山市医師会　理事　まるやまホームクリニック 院長 丸山　典
良
○講演「わが国のがん医療における地域緩和ケア連携の方向性」
　　～地域の状況に応じた連携体制の構築を目指して～
・国立がん研究センター
がん対策情報センターがん医療支援研究部長　加藤　雅志

不明 119

広島大学病院 ○
H30年2月17日～

1日間
平成２９年度　施設緩
和ケア従事者研修会

広島県緩和ケア支援
センター

広島県緩和ケア支援セン
ター長

施設緩和ケア（緩和ケ
ア病棟・緩和ケアチー
ム）及び地域在宅緩和
ケアの業務に従事して
いる医師，看護師，Ｍ
ＳＷ，薬剤師，リハビリ
職等の医療従事者

施設緩和ケア（緩和ケア病
棟，緩和ケアチーム）に携
わる医療従事者の横の連
携を強化すると共に，施設
緩和ケアの質の向上を図
る。

講演「今後の緩和ケアの役割とあり方について」
　～第３期がん対策推進基本計画から～
講師：淀川キリスト教病院　緩和医療内科　主任部長　池永　昌之

不明 97

広島大学病院 ○
H29年5月21日～

3日間

がん看護に関する看
護師専門研修「緩和
ケア・基本コース」

広島大学病院看護実
践教育研修センター

看護部
がん看護専門看護師　槙
埜良江

がん看護の経験が３年
以上ある看護師

1)緩和ケアに関する基礎的
知識を習得し、実践能力を
高める
2)治療の場の検討に必要
な退院支援・調整の基本的
知識、在宅緩和ケアについ
て学ぶ

講義（がん疼痛マネジメント、病状説明における支援、がん患者の
精神症状、終末期の看護技術、がん患者の療養場所の検討、がん
患者との対話技法）および事例検討

17 37

広島大学病院 ○
H29年8月5日～

3日間

がん看護に関する専
門研修「緩和ケア・ア
ドバンスコース」

広島大学病院看護実
践教育研修センター

看護部
がん看護専門看護師　槙
埜良江

がん看護の実務経験
が通算して３年以上あ
る看護師で、当セン
ターが指定するがん看
護・緩和ケアに関する
研修を受講し、がん看
護・緩和ケアについて
基礎研修を修了した者

1)がん看護に関する困難事
例を検討することで実践能
力を高める
2)所属施設において、事例
検討会のファシリテーターと
しての能力を身につける
3)広島県下のがん看護に
関するネットワークづくりの
基盤とする

事例検討の進め方に関する講義、演習およびがん看護に関する事
例検討

9 12

広島大学病院 ○
H29年11月10日～

3日間
がん看護「治療期」に
関する専門研修

広島大学病院看護実
践教育研修センター

看護部
がん看護専門看護師　織
田浩子

がん看護の経験が３年
以上あるもの

1)がん治療に関する基礎知
識を習得し、実践に活用で
きる」
2)がん治療を受ける患者の
看護（手術療法、化学療
法、放射線療法）の基礎知
識と技術を習得し、実践で
きる

講義（がん看護概論、放射線治療の基礎、がん医療の基礎（総
論）、化学療法の基礎と最近の動向、がんと栄養、精神腫瘍学、放
射線治療の基礎看護、放射線治療の副作用、晩期障害の看護、が
ん患者の社会資源、がん治療中の症状マネジメント、化学療法の基
礎看護、化学療法の副作用の看護、がん患者の意思決定支援）お
よび事例検討、放射線治療室・化学療法室見学

9 13

広島大学病院 ○
H30年2月7日～

1日間
がんサポーティブケア
セミナー

広島県病院薬剤師会
／都道府県がん診療
連携拠点病院
全人的医療を行う高度
がん専門医療人養成/ 
小野薬品工業株式会
社

広島大学病院
薬剤部　副薬剤部長　佐
伯康之

病院薬剤師・保険薬局
薬剤師

病院薬剤師・保険薬局薬剤
師が，がんに関する基礎的
な知識を身につける

特別講演（60分）：「みんなで学ぼう制吐療法！～最新のエビデンス
から考える～」愛媛大学医学部附属病院　薬剤部 薬剤主任 河添
仁先生
基調講演（30分）：「ガイドラインの変更を取り入れた広島市民病院　
CBDCA使用時の制吐レジメン」広島市立広島市民病院　薬剤部　
阪田安彦先生

30 87

広島大学病院 ○
H29年10月13日～

1日間
院内がん登録実務者
研修会

広島県がん診療連携
協議会　院内がん登録
部会

・広島大学病院　病歴管
理センター　院内がん登
録担当
・広島県がん診療連携協
議会　院内がん登録部会
委員

・広島県内のがん診療
連携拠点病院の院内
がん登録実務者及び
関係者
・広島県内のがん診療
連携拠点病院以外の
院内がん登録を実施し
ている施設の実務者
及び，実施を検討して
いる施設の関係者

実践的な知識及び最新情
報の習得

・標準登録様式について
・尿路系腫瘍の病期分類
・ＵＩＣＣ　ＴＮＭ分類第8版について

28 60

広島大学病院 ○
H29年7月22日～

1日間

平成29年度第1回　広
島県がん相談員研修
会（がん相談員として
意思決定支援するた
めに～事例検討～）

広島県がん診療連携
協議会　情報提供・相
談支援部会

織田浩子（広島大学病
院）　
札埜　和美（広島赤十字・
原爆病院）

広島県がん診療連携
協議会がん相談員，広
島県内がん患者団体
相談員

患者が主体的に意思決定
をするため，意思決定につ
いて基礎的知識を習得し，
そのうえでがん相談員とし
て意思決定支援ができるよ
うに知識や技術を習得す
る。

演習（意思決定支援で困難だった事例を提出し，グループで事例検
討，全体共有する）

15 34

広島大学病院 ○
H29年10月28日～

1日間

平成29年度第2回　広
島県がん相談員研修
会（がん患者の妊孕
性温存について）

広島県がん診療連携
協議会　情報提供・相
談支援部会

織田　浩子（広島大学病
院）
植田　彩（県立広島病院　
不妊症看護認定看護師　
広島がん生殖医療ネット
ワーク（HOFNET)
原　鐵晃（県立広島病院　
生殖医療科主任部長　広
島がん生殖医療ネット
ワーク（HOFNET)代表

広島県がん診療連携
協議会がん相談員，広
島県内がん患者団体
相談員

広島県のがん相談員が，が
ん患者の妊孕性温存につ
いての相談に対応するため
の知識を習得する。

講義（妊孕性と妊孕性温存の概説，広島県内のがん相談員を対象
とした妊孕性温存に関するアンケート結果，がんと妊孕性に関する
基礎知識，がん相談員としての支援方法，2016年までの県立広島
病院における妊孕性温存患者の集計）

19 50

38
山口大学医学部附属
病院

○
H29年6月24日～

1日間
山口県がん化学療法
指導者養成研修会

山口大学医学部附属
病院　腫瘍センター

腫瘍センター准教授　吉
野　茂文

宇部・小野田圏域の医
師，薬剤師，看護師，
MSWの職種で，指導的
立場にある者（各職種
より１名，必ず４人で参
加）

がん対策基本法およびが
ん対策推進基本計画に基
づき企画されるもので，山
口県の各地域におけるが
ん化学療法の医療レベル
の更なる向上を図るため

・レジメン審査・登録
・レジメン説明と同意取得
・副作用説明とその対策，緊急時の対応（コードブルー）
・化学療法室の適正な予約
・抗がん剤の曝露対策
・医療費の説明
・就労支援や介護保険の案内

4 16

山口大学医学部附属
病院

○
H29年7月1日～

2日間

第3回ELNEC-Jコアカ
リキュラム看護師教
育プログラム

山口大学医学部附属
病院

山口大学医学部附属病
院　緩和ケアセンター　緩
和ケアセンター長

県内のがん診療連携
拠点病院、宇部・小野
田医療圏の経験年数3
年以上の看護師

県内のがん診療連携拠点
病院、宇部・小野田医療圏
域の看護師で経験年数3年
以上の看護師を対象に、質
の高いエンド・オブ・ライフケ
アについての研修を開催す
る。

ELNEC-Jコアカリキュラム看護師教育プログラムとは、米国で開発
されたELNECのプログラムの日本語版で、エンド・オブ・ライフ・ケア
を提供する看護師に必須とされる能力取得のための系統的なプロ
グラムです。痛みや症状マネジメント、倫理的問題への対応など、
患者さんとご家族に必要なケアを事例検討ロールプレイなどを通し
て学習します。

10 29

山口大学医学部附属
病院

○
H30年2月10日～

1日間
第1回緩和ケア看護
師教育プログラム

山口大学医学部附属
病院

山口大学医学部附属病
院　緩和ケアセンター　緩
和ケアセンター長

県内のがん診療連携
拠点病院、宇部・小野
田圏域の経験年数1年
以上の看護師

早期からの質の高い緩和
ケアを提供するため、緩和
ケアの基礎を学ぶ。

日本看護協会で作成された看護師に対する緩和ケア教育テキスト
に基づいた研修で、「緩和ケアの概要」「患者の意思決定支援」「苦
痛緩和」「専門家への橋渡し・連携」について、講義、ロールプレイ、
事例検討により緩和ケアの基礎を学ぶ。

12 34
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山口大学医学部附属
病院

がん登録
H29年7月30日～

1日間
平成29年度　山口県
全国がん登録研修会

山口大学医学部

山口県健康福祉部医療
政策課（山口県がん診療
連携協議会がん登録部
会）

山口県内の病院や診
療所におけるがん登録
の担当職員等

全国がん登録について正し
く理解し、各医療機関が円
滑に登録業務ができるよう
に支援する

・全国がん登録の概要について
・全国がん登録の届出票作成について

65 123

山口大学医学部附属
病院

がん登録
H29年11月25日～

1日間
平成29年度山口県院
内がん登録研修会

山口県立総合医療セ
ンター

山口県健康福祉部医療
政策課（山口県がん診療
連携協議会がん登録部
会）

山口県内の医療機関
に勤務しており、院内
がん登録の実務に携
わっている方

院内がん登録に必要な基
礎知識の習得を図り、登録
精度の向上を支援する

・標準登録様式について
・UICC第8版について

22 51

山口大学医学部附属
病院

がん相談
H29年12月2日～

1日間

平成29年度　山口県
がん相談支援スキル
アップ研修会

山口県
山口県がん診療連携
協議会相談支援部会

山口大学医学部附属病
院
がん相談支援センター　
MSW高砂真明

医療機関及び産業保
健の分野において、が
ん相談に従事する者

相談者の真のニーズを引き
出し情報の整理を行い、相
談者が意思決定できるよう
に支援する力を高める。
高齢者の意思決定支援に
必要なプロセスを理解し、
相談者自身で意思決定で
きるように支援する力を身
につける

アイスブレイク
講義「山口県のがん対策の現状とがん診療連携拠点病院」
講義「がん相談における意思決定支援」
グループワーク
講義「高齢者のがん相談における意思決定支援」
グループディスカッション

21 29

39 徳島大学病院 ○
H29年7月18日～

1日間
第１回徳島がん治療
セミナー

徳島大学 がん診療連
携センター

がん診療連携センター 　
センター長

がん診療に関わる医
師、看護師、薬剤師、
その他様々な医療関
係者

免疫チェックポイント阻害薬
の有害事象を理解し安全に
使用するために

第1部　免疫チェックポイント阻害薬と肺障害
第2部　内分泌有害事象を見逃さないために

85

徳島大学病院 ○
H29年12月12日～

1日間

緩和ケア研修会～知
らなければ困る、知っ
ていれば見方が変わ
る。一般病棟でも使え
る精神科の知識～

徳島大学病院
緩和ケアセンター　看護
師

看護師・メディカルス
タッフ

がん患者の精神症状を理
解し、適切なケアにつなげ
る

講義：がん患者の精神症状と観察の視点・対処方法について 2 70

徳島大学病院 ○
H29年11月16日～

1日間

がん看護研修会～看
護師が行うがん化学
療法の曝露対策～

徳島大学病院
外来化学療法室　副看護
師長

県内の看護師
抗がん剤の安全な取り扱い
を習得する

講演：看護師が行うがん化学療法の曝露対策　
演習：曝露対策を活用した点滴の交換や廃棄などシミュレーション
の実施

9 50

徳島大学病院 ○
H30年1月28日～

1日間

 徳島県西部保健医
療圏がん相談員養成
研修会

徳島大学
がん診療連携センター

がん診療連携拠点病院・
看護師、医療ｿｰｼｬﾙﾜｰ
ｶｰ、心理士

医療従事者
相談支援についての講義、
ワークショップ

相談支援についての講義、ワークショップ 8 12

徳島大学病院 ○
H30年2月25日～

1日間
がんせん妄対策研修
会

徳島大学病院
がん診療連携センター

看護部・看護師長
徳島県内の医師・看護
師・医療従事者等

患者のせん妄について理
解し対策について学ぶ

医師、看護師、薬剤師によるせん妄についての講演及びパネルディ
スカッション

27 89

徳島大学病院
がん相談

員
H30年3月4日～

1日間
第3回徳島県がん相
談員研修会

徳島大学病院
がん診療連携センター

がん診療連携拠点病院・
看護師、医療ｿｰｼｬﾙﾜｰ
ｶｰ、心理士

医療従事者
最新の化学療法、がん薬物
療法について学ぶ

最新の化学療法、がん薬物療法についての講義 7 35

40
香川大学医学部附属
病院

○
H29年6月3日～

0.5日間
平成29年度 公開講
座「がん看護」

香川大学医学部附属
病院 看護部

香川大学医学部附属病
院 看護部
緩和ケアセンター 重田 
宏恵
香川大学医学部附属病
院 看護部
がん相談支援センター 
三木 晃子

香川県下　テーマに興
味のある看護師

テーマ：「がん患者の意思
決定支援を考えよう　～倫
理的視点を忘れずに！～」
到達目標
１．意思決定支援に必要な
知識・スキルを理解すること
ができる
２．診断時期・ギアチェンジ
期の意思決定を支える看護
実践を理解することができ
る

9時から受付、9時半-導入・資料確認、9時35分-講義①：意思決定
支援って何？、10時15分-講義②：意思決定に影響を与える倫理的
視点を学ぼう、10時50分-休憩、11時-講義③：治療選択におけるゆ
らぎ、11時35分-質疑応答、11時50分-まとめ・アンケート記入、片付
け

8 11

香川大学医学部附属
病院

○ H29年4月27日～ 東四国医療セミナー 香川県病院薬剤師会 教授　芳地　一
保険薬局薬剤師・病院
薬剤師

肺癌における薬物治療
1）肺癌における薬物治療の進歩　
演者：香川大学医学部附属病院　
呼吸器内科　科長　坂東　修二

48 125

香川大学医学部附属
病院

○ ○ H29年8月2日～
PharmaTalk KAGAWA　
9 th

共催：香川県病院薬剤
師会

教授　芳地　一
保険薬局薬剤師・病院
薬剤師

抗がん剤曝露を含めた病
院薬剤部がかかわる医療
安全対策を知る

1）抗がん剤曝露を含めた病院薬剤部がかかわる医療安全対策　
演者：名古屋市立大学大学病院　
教授・薬剤部長　木村　和哲

69 154

香川大学医学部附属
病院

○ ○ H29年8月17日～ 8月度定例研修会
共催：香川県病院薬剤
師会

教授　芳地　一
保険薬局薬剤師・病院
薬剤師

肺がん治療の最新のトピッ
クスについて研修する

肺がん治療の最新のTopics
香川大学医学部附属病院　
血液・免疫・呼吸器内科学　井上　拓哉

58 99

香川大学医学部附属
病院

○ ○ H30年1月19日～
香川薬剤指導セミ
ナー

共催：香川県病院薬剤
師会

教授　芳地　一
保険薬局薬剤師・病院
薬剤師

抗がん剤暴露の現状と対
策について習得する

抗がん剤暴露の現状と対策について 45 66



化学療
法

緩和ケ
アチー

ム
看護師 薬剤師

その他
（分野）

研修開催日
（H○年○月○日～

○日間）
研修名 主催施設

研修企画者
部署・職位

研修対象者 研修目的
研修内容

（プログラムの項目等の概略）

参加施
設数（施
設数）

参加者数
（人）

実施した研修会の概要について

No 施設

平成29年度に実施した研修

香川大学医学部附属
病院

○
H29年8月11日～

0.5日間

第1回香川県がん相
談に携わる人の研修
会

香川県がん診療連携
協議会 相談支援部会

香川県がん診療連携協
議会 相談支援部会　実
務者連絡会　委員

がん診療連携拠点病
院でがん相談に携わる
医療従事者・香川県内
でがん相談に携わる医
療従事者

・がん相談に携わる医療従
事者として、がんに関する
医学的知識を得る。
・「がん登録」に関する知
見･情報を得る。
・がん患者の相談にのる中
での「困りごと」や「大切にし
ていること」を共有する。

14:00　開会挨拶、　14:05～14;25　香川県のがん患者をとりまく現状
について、14:25～15:15　講演「がん登録ってなに？」、15:25～15:40　
アイスブレイク。15:40～16:10　グループワーク「困り後と・大切にし
たいこと」、16:25　閉会挨拶

12 31

香川大学医学部附属
病院

○
H29年8月11日～

0.5日間
第7回 香川県がん相
談員交流・研修会

香川県がん診療連携
協議会 相談支援部会

香川県がん診療連携協
議会 相談支援部会　実
務者連絡会　委員

がん診療連携拠点病
院でがん相談に携わる
医療従事者

・がん患者への意思決定支
援について学ぶ
・治療方法の選択における
倫理的配慮の視点を学ぶ
・意思決定支援のプロセス
における相談員の役割を考
える

９時20分-開会挨拶、9時25分-スタッフ紹介、9時30分-おさらい+ミ
ニレクチャー、9時45分-アイスブレイク、9時55分グループワーク導
入・グループワーク①「アセスメントしてみましょう」、10時35分休憩、
10時45分-ワーク①全体共有・発表、11時-グループワーク②「支援
内容を考えましょう」、11時半-ワーク②全体共有・発表、11時45分-
振り返り、11時55分-全体共有・アンケート記入、12時10分閉会挨
拶。

6 33

香川大学医学部附属
病院

○
H30年2月17日～

1日間
第8回 香川県がん相
談員交流・研修会

香川県がん診療連携
協議会 相談支援部会

香川県がん診療連携協
議会 相談支援部会　実
務者連絡会　委員

がん診療連携拠点病
院でがん相談に携わる
スタッフ

・緩和ケアの基本を理解す
る
・診断時からの緩和ケアの
重要性に気づく
・専門家への橋渡し方法や
重要性を学ぶ

９時-開会挨拶、9時10分-おさらい+ミニレクチャー、9時25分-アイス
ブレイク、9時40分グループワーク「患者の妻からの電話相談への
対応」、10時40分ワーク発表・全体共有、11時10分-休憩、11時20
分-講義「緩和ケアの基本を理解する」、11時45分-まとめ・アンケー
ト記入、11時55分閉会挨拶。

5 33

香川大学医学部附属
病院

○
H30年1月27日～

1日間
第4回香川県がん登
録研修会

香川大学医学部附属
病院

がんセンターがん登録部
門（診療情報管理室）

香川県内の医療機関
に勤務されている方
で、がん登録実務担当
者、これからがん登録
に携わる予定及びが
ん登録に興味のある
事務の方

院内がん登録データの精
度向上及び、全国がん登録
の実施に伴う知識習得

1.院内がん登録標準登録様式について
2.標準登録様式演習
3.がん登録対象の見つけ出しについて

18 30

41 四国がんセンター ○
H29年9月23日～

1日間

Oncology Specialist 
Meeting　愛媛県病院
薬剤師会学術講演会

愛媛県病院薬剤師会、
愛媛県がん診療連携
協議会、持⽥製薬株式
会社

松⼭⾚⼗字病院
薬剤部　村上通康課⻑ 愛媛県病院薬剤師

施設内薬剤曝露対策の現
状と対策を考えるため

特別講演「本邦における抗がん薬曝露対策の展開」（⻘儀健⼆郎）
後に、全参
加施設によるパネルディスカッション「愛媛県における抗がん剤曝露
対策の現況と課
題」において討論した。

約15 約30

四国がんセンター ○ H29年7月22日
自分の病院に、どう
やって緩和ケアを浸
透させていくか

緩和ケア専門部会（四
国がんセンター）

都道府県がん診療連携
拠点病院（緩和ケア医
⻑、緩和ケア認定看護
師）
緩和ケア病棟を有する病
院（院⻑、がん看護専門
看護師）地域がん診療連
携拠点病院2施設（がん
専門看護師）がん診療連
携推進病院（看護師）

愛媛県がん診療連携
協議会　緩和ケア専門
部会会員（都道府県が
ん診療連携拠点病院、
地域がん診療連携拠
点病院、がん診療連携
推進病院、緩和ケア病
棟を有する病院）

緩和ケアに携わるスタッフ
の交流・現状報告

1.各施設の現状報告
2.グループワーク「自分の病院に、どのように緩和ケアを浸透させて
いくか」
3.各グループからの発表と情報共有

17 36

四国がんセンター ○ H29年9月16日

愛媛県緩和ケア普及
推進事業　緩和ケア
能⼒向上研修会　「家
族ケア-エンドオブラ
イフにおける多職種ケ
ア-」

独⽴⾏政法⼈国⽴病
院機構　四国がんセン
ター

緩和ケアセンター　がん
看護専門看護師、緩和ケ
ア認定看護師

愛媛県内の医療介護
福祉にかかわる者

エンドオブライフにおける多
職種による家族ケアの取り
組み

1.講義（臨床⼼理⼠、理学療法士、緩和ケア認定看護師、医師、訪
問看護
師）
2.グループワーク

30 43

四国がんセンター ○ H29年9月23日
第7回緩和ケアフォ
ローアップ研修会

独⽴⾏政法⼈国⽴病
院機構　四国がんセン
ター

緩和ケアセンター　
緩和ケアセンター⻑　成
本勝広

緩和ケア研修修了者

アドバンス・ケア・プランニン
グ、終末期の輸液や鎮静、
がん患者の不眠など緩和
ケアの深い問題をじっくり話
し合う。

1.治療・ケアのゴールを話し合う　2.アドバンス・ケア・プランニング　
3.がん患者の不眠 4輸液と栄養　5.苦痛緩和のための鎮静　6.死が
近づいたとき

13 14

四国がんセンター ○ H29年12月2日

緩和ケアにおける連
携についての取り組
みや課題、課題への
対応

緩和ケア専門部会（四
国がんセンター）

都道府県がん診療連携
拠点病院（緩和ケア医
⻑、緩和ケア認定看護
師）緩和ケア病棟を有す
る病院（院⻑、がん看護
専門看護師）地域がん診
療連携拠点病院2施設
（がん専門看護師）がん
診療連携推進病院（看護
師）

愛媛県がん診療連携
協議会　緩和ケア専門
部会会員（都道府県が
ん診療連
携拠点病院、地域がん
診療連携拠点病院、が
ん診療連携推進病院、
緩和ケア病棟を有する
病院）

緩和ケアに携わるスタッフ
の交流・現状報告
研

1.グループワーク0緩和ケアにおける連携についての取り組みや課
題、課題への対応　
①院内連携（担当者や多職種との連携、他部門の連携：放射線治
療、創傷
処置、 口腔ケア等）
②院外連携（地域連携室との連携：退院調整等、かかりつけ医との
連携：症

17 34

四国がんセンター ○
H29年12月8日～

1.5時間
がん性疼痛の看護

医療法⼈順天会
放射線第⼀病院

看護部
看護部職員（病院、訪
問看護ステーション）、
他職種

がん性疼痛看護の実際に
ついて理解を深め、がん患
者への適切な対応を⾏うと
共に、在宅で安⼼して暮ら
して

がん性疼痛を有する患者の
・精神的ケアを含めた緩和ケア
・がん性疼痛に対する治療（薬剤）
・疼痛の評価方法と記録の仕方

1 100

四国がんセンター ○
H29年8月29日～

30日間
平成29年がん看護実
践能⼒向上研修

愛媛県がん診療連携
協議会　がん看護専門
部会

愛媛県がん診療連携協
議会　がん看護専門部会　
事務局
四国がんセンター　副看
護部⻑

看護師経験5年以上で
かつ、がん看護に1年
以上携わったことのあ
る者

県内の実情に応じたがん看
護に関する臨床実務研修を
実施し、臨床実践能⼒の高
い専門的な看護師の育成
により、がん患者に対する
看護ケアの充実を図ること

がん医療における患者及び家族の問題解決に資する臨床実践能
⼒の向上をめざし、
1.看護ケアの基盤となる知識の理解と適⽤
2.的確なアセスメントに基づく問題の明確化
3.アセスメントに基づく効果的、計画的な看護ケアの実施と評価と
いった、一連の問題解決プロセスを基盤とする演習や実習を主とす
る。

9 9

四国がんセンター ○
H29年10月13日～

1時間
南予地域緩和ケア研
修会

市⽴宇和島病院
市⽴宇和島病院　医事科　
課⻑補佐

市⽴宇和島病院職員、
宇和島市内医療従事
者

愛媛県の緩和ケア体制の
現状を理解する。その中で
も四国がんセンターにおけ
る緩和ケア体制・緩和ケア
病棟の役割について知るこ
とができる。

「四国がんセンターにおける緩和ケア体制・緩和ケア病棟の役割」と
いう内容で１時間の講演、その後の質疑応答の時間でディスカッ
ションを⾏った。

約6 約100

四国がんセンター ○
H29年11月9日～

1日間

がん看護研修会　が
ん放射線療法の看護
実践　〜副作⽤ケア
について〜

市⽴宇和島病院

市⽴宇和島病院　緩和ケ
ア委員会
緩和ケア認定看護師　井
上幸⼦

院内外の医療従事者

放射線についての原理原
則を知り、放射線治療を受
ける患者の看護に役⽴てる
ことが

放射線治療のメカニズム、有害事象について
放射線療法看護について

1 35

四国がんセンター ○ ○
H29年10月28日～

0.5日間
がんと遺伝

愛媛県がん診療連携
協議会　がん看護専門
部会

四国がんセンター　緩和
ケアセンター　がん性疼
痛看護認定看護師

がん診療に携わる看
護師および相談支援
業務にかかわる多職
種

がんと遺伝の関連を医療職
が理解し、正しい知識を
持って患者対応すると共
に、愛媛県内の連携体制を
図ることができる

１．遺伝の基礎
２．遺伝性腫瘍の概要
3.HBOCの基礎
4.相談支援部門、看護師から気づく
ご回

7 34

四国がんセンター ○
H30年1月27日～

0.5日間
がん患者におけるコミ
ニュケーション

愛媛県がん診療連携
協議会　がん看護専門
部会

四国がんセンター　緩和
ケアセンター　がん性疼
痛看護認定看護師

看護職　19名
患者が抱える問題解決の
ための基礎知識、技術を習
得し、実践への活⽤を⾏う

１．コミニュケーションスキルNURSE
２．ロールプレイ

11 19

四国がんセンター ○
H30年2月24日～

0.5日間
がん患者におけるコミ
ニュケーション

愛媛県がん診療連携
協議会　がん看護専門
部会

四国がんセンター　緩和
ケアセンター　がん性疼
痛看護認定看護師

看護職　21名
患者が抱える問題解決の
ための基礎知識、技術を習
得し、実践への活⽤を⾏う

１．コミニュケーションスキルNURSE
２．ロールプレイ

1 11



化学療
法

緩和ケ
アチー

ム
看護師 薬剤師

その他
（分野）

研修開催日
（H○年○月○日～
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四国がんセンター ○
H29年9月23日～

1日間

Oncology Specialist 
Meeting　愛媛県病院
薬剤師会学術講演会

愛媛県病院薬剤師会、
持田製薬株式会社

松⼭⾚⼗字病院
薬剤部　副部⻑　村上通
康

愛媛県病院薬剤師
施設内薬剤曝露対策の現
状と対策を考えるため

特別講演「本邦における抗がん剤曝露対策の展開」（⻘儀健⼆郎）
後に、曝露対策に関する先進的な取り組みについて、松⼭⾚⼗字
病院、住友別子病院、四国がんセンターより発表しパネルディスカッ
ションにおいて討論した。

約20 約40

四国がんセンター ○
H29年8月11日～

7日間

第6回遺伝カウンセ
ラーのための実践集
中講座
〜遺伝性腫瘍診療現
場の即戦⼒を目指し
て〜

国⽴病院機構四国が
んセンター

乳腺科、遺伝性がん診療
科
がん診断・治療開発部⻑
⼤住省三

遺伝カウンセラー養成
課程の⼤学院生ある
いは遺伝性腫瘍診療
の現場で働いている、
あるいはこれから働く
予定のメディカルスタッ
フ

遺フ 伝性腫瘍の診療を⾏
う際に必要な知識習得と遺
伝カウンセリング技術の向
上を目指し、即戦⼒となる
人材育成を目的とする。

① がん診療の全般【講義中⼼】
腫瘍学の基礎、乳がん、⼤腸がん、婦人科がんなどの臨床（診断と
治療の実際）
② 遺伝性腫瘍【講義＋演習】
家族歴聴取、家系図に基づくリスク評価演習、基本知識習得から臨
床応⽤演習（症例検討、ロールプレイ）、遺伝性乳がん卵巣がん、リ
ンチ症候群、FAPを中⼼に、基本知識習得
③ がん患者・家族の⽀援サポート【講義＋⾒学】
相談⽀援センター概要、臨床⼼理⼠、医療ソーシャルワーカー等の
他職種との連携、緩和ケア病棟⾒学、社会資源情報
④ カウンセリング理論

12 13

四国がんセンター ○
H29年11月18日～

2日間

第３回愛媛県がんの
リハビリテーション研
修会

四国がんセンター・松
山リハビリテーション病
院共催

杉原進介　骨軟部腫瘍整
形外科・リハビリテーショ
ン科医⻑

がんのリハビリテー
ション医療に従事する
医師、看護師、PT、
OT、ST

この研修会を修了すること
で、「がん患者リハビリテー
ション料」に関する施設基
準のうち、適切な研修の要
件を満たすことになります。

がんのリハビリテーションの概要、がんのリハビリテーションの問題
点（演習の目的と⽅法の説明）、周術期リハビリテーション、化学療
法・放射線療法の副作⽤とリスク管理、骨転移患者への対応、歩
⾏・基本動作・ADL・IADL障害に対する対応、⼼のケアとリハビリ
テーション、進⾏がん患者に対するリハビリテーション・アプローチ、
がん患者の摂食・嚥下障害、コミュニケーション障害、口腔ケア、リ
ハビリテーションにおける看護師の役割など

20 120

42
高知大学医学部附属
病院

○
H29年9月2日～

15日間

中堅看護職員実務研
修
-がん中期研修-

事業の実施主体は高
知県で、委託により本
院が実施

多田　邦子　看護部　看
護部長

下記①②をともに満た
す者
①がん看護を実施して
いる看護師であって、
実務経験が5年以上あ
る者
②所属長または看護
部長の推薦がある者

がん看護に対する看護ケア
の充実のため、専門基礎知
識・技術の習得とアセスメン
ト能力の向上を通じて、臨
床実践能力の高い看護職
員の育成を図る。

講義
　がん看護概論、がん患者と栄養、がん患者とコミュニケーション、
がん患者の在宅支援など24項目　計60時間
実習
　がん診療連携拠点病院またはがん診療連携推進病院　6時間×2
日
　緩和ケア病棟　6時間×1日
　訪問看護ステーション　6時間×2日

9 10

43 九州がんセンター ○
H29年9月13日～

1日間
緩和ケアチーム実地研九州がんセンター

大島　彰
サイコオンコロジー科／
緩和ケアセンター室長

県内外の緩和ケア
チームスタッフ

活動実績の少ない他施設
の緩和ケアチームの質を向
上させ
緩和ケア提供体制の強化
を図る

・当院のACPの活動の実際を説明　
・実際の困りごとを確認しながらACPの導入について検討
・緩和ケアチームカンファレンス、緩和ケアチームラウンドへの参加
・緩和ケアチーム活動の動きの説明
（介入患者の依頼の流れ、緩和ケアチームCF・ラウンドの流れ、
 緩和ケアチーム啓発活動について、苦痛スクリーニングについて、
   緩和ケア勉強会について、マニュアルの紹介、実績データ管理)
・緩和ケアチーム依頼患者の紹介
（記録方法の説明、主治医へのフィードバック、実際の患者の回診
に同行）

1 3

九州がんセンター ○
H29年11月18日～

1日間

平成29年度　第1回 
福岡県緩和ケアチー
ム研修会

福岡県がん診療連携
協議会緩和ケア部会
主催

大島　彰　
サイコオンコロジー科／
緩和ケアセンター室長

福岡県内の緩和ケア
チームのメンバー

福岡県内の緩和ケアチー
ム活動の質向上を通して、
がん患者とその家族が苦
痛なく、質の高い療養生活
が過ごせるような緩和ケア
の提供体制を整備する

I. KEY NOTE SPEECH　
II. 福岡県がん対策アクションプラン（講義）
III. 各施設紹介と課題の発表（発表）
IV. 課題共有と対策立案（グループワーク）
V. 緩和ケアチームのあるべき姿と各職種の役割（講義）
VI. 職種別課題共有・対策検討と今後の継続的交流（グループワー
ク）
Ⅶ．CLOSING　REMARKS　　修了式

9 37

九州がんセンター ○
H29年8月28日～

10日間
がん看護エキスパー
トナース研修

九州がんセンター

教育研修係長（教育研修
看護師長）
乳腺科病棟看護師長（が
ん化学療法認定看護師）
緩和ケアセンター・看護
師長（がん性疼痛看護認
定看護師）
緩和ケアセンター・副看
護師長（がん看護専門看
護師）
病棟副看護師長（緩和ケ
ア認定看護師、がん化学
療法認定看護師）

九州内の国立病院機
構の施設において、臨
床経験通算５年以上で
あり、がん看護経験が
3年程度

九州内の国立病院機構の
施設において、臨床経験通
算５年以上であり、がん看
護経験が3年程度

がん医療総論、がんの病態生理、がんの治療法、がん患者の栄養
管理、がん看護総論、がん手術法看護、がん化学療法看護、がん
放射線療法看護、がん看護に活かすサイコオンコロジー、コミュニ
ケーション基礎、緩和ケア、症状マネジメント、がん性疼痛看護、セ
クシュアリティ、がん患者の家族看護、看護倫理、チーム医療、がん
医療におけるインフォームドコンセント、がん患者・家族の相談支
援、地域医療連携、病棟実習・グループワーク

13 16

九州がんセンター ○
H29年6月24日～

2日間
相談対応のQAを学ぶ

福岡県がん診療連携
協議会　地域連携・情
報専門部会

九州がんセンター　がん
相談支援センター　がん
専門相談員

九州のがん診療連携
拠点病院　がん専門相
談員

がん相談支援センターにお
けるPDCAサイクル確保の
一環として、相談対応の質
の向上のための観点を学
ぶ。

講義：「がん相談対応評価表の意図と使い方」
グループワーク：評価表の使い方
講義：「がん相談支援の質の管理と維持」「がん相談で大事にしたい
こと」
ディスカッション：「自施設・福岡県内でのがん相談支援の質の向上
に向けて」
全体共有

25 70

九州がんセンター がん相談
H29年9月2日～

1日間
福岡県　福岡ブロック　
がん相談員B研修

福岡県がん診療連携
協議会　地域連携・情
報専門部会

九州医療センター、福岡
東医療センター　がん専
門相談員

福岡ブロック地区でが
んに携わる医療従事
者

ロールプレイを通して、コ
ミュニケーションの重要性
が理解でき、技術を活用で
きる。
がん医療に携わっている医
療スタッフが、連携を強化し
患者・家族の思いに寄り添
うことができる。

講義、ロールプレイ、全体共有 52

九州がんセンター がん相談
H29年11月11日～

1日間
福岡県　筑後ブロック　
がん相談員B研修

福岡県がん診療連携
協議会　地域連携・情
報専門部会

朝倉医師会病院、大牟田
市立病院、久留米大学病
院、
公立八女総合病院、聖マ
リア病院のがん専門相談
員

Ⅰ部：がんサロン利用
者、がん相談員
Ⅱ部：がん相談員

日頃抱えている問題や悩み
を共有し、相談支援のスキ
ルアップと地域の相談員の
顔が見える関係づくり、およ
び連携の強化・促進

Ⅰ部：がんサロンちっご7周年記念講演会
講演テーマ：「いのちより大切なもの」　
講師：栄光病院チャプレン清田直人先生
Ⅱ部：がんに関する相談支援・地域連携担当研修会
講演テーマ：「療養先選定の意思決定支援」　
講師：みどりの杜病院　院長　原口勝先生
内容：講演＋グループワーク

Ⅰ部86人　
Ⅱ部44人

九州がんセンター がん相談
H29年11月25日～

1日間
福岡県　北九州ブロッ
ク　がん相談員B研修

福岡県がん診療連携
協議会　地域連携・情
報専門部会

JCHO九州病院、産業医
科大学病院、戸畑共立病
院　がん専門相談員

福岡県2次保健医療圏
等で北九州ブロック地
域がん診療連携拠点
病院近隣病院の連携
室・相談部門に携わる
方

がん対策に関する国や福
岡県の動向を知り、がん相
談支援の重要性を理解す
る。
がんと診断された時からの
緩和ケアの必要性を学び、
その必要性を理解する。
緩和ケアに関する事例検討
を通して、今後の相談業務
に活かす事ができる。

講義：福岡県がん対策について
がん相談支援センターの取り組み
がんと診断された時からの緩和ケア
ワールドカフェ

15 24

九州がんセンター がん相談
H30年2月24日～

1日間
福岡県　筑豊ブロック
がん相談員B研修

福岡県がん診療連携
協議会　地域連携・情
報専門部会

飯塚病院、社会保険田川
病院

筑豊ブロック　がん診
療に携わる医療介護
従事者

筑豊ブロック（飯塚・田川・
直方・鞍手）で、がん患者さ
んと関わっている医療・介
護従事者と、がんの施策や
がん医療の知識を深め、地
域のなかでのネットワーク
を構築すること

講義：相談支援のプロセスについて
グループワーク　「訊く・聞く・聴く　の違いを意識する」
ロールプレイ　聞く体験
グループワーク

44
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九州がんセンター がん相談
H30年3月9日～

1日間
福岡県　福岡ブロック
がん相談員B研修

福岡県がん診療連携
協議会　地域連携・情
報専門部会

済生会福岡総合病院、浜
の町病院　がん専門相談
員

福岡ブロック地区でが
んに携わる医療従事
者

がん患者・家族への相談支
援のスキル向上および活用

講義：「寄り添いと対峙は、どのようにちがうのか」　講師：チャプレン
清田直人先生
事例検討

25

44 九州大学病院 ○
H29年11月25日～

1日間

平成29年度 福岡県
地域におけるがん化
学療法チーム医療研
修会

九州大学病院 外来化学療法室

1） 福岡県内地域のが
ん診療連携拠点病院
のがん化学療法に携
わる医療スタッフ
2） 1施設4職種（医師、
看護師、薬剤師、
MSW）での参加

がん治療を受ける患者の副
作用マネジメントを通して
チーム医療を考えることが
できる。

ミニレクチャー
自施設紹介
グループワーク（職種別）
グループワーク（施設毎）
講義
全体発表

6 22

九州大学病院 ○
H30年2月28日～

1日間

平成29年度 九州大
学病院がん化学療法
病診薬連携セミナー

九州大学病院
薬剤部　副薬剤部長　渡
邊　裕之

保険薬局薬剤師

がん患者への疼痛管理に
おける服薬指導、副作用対
策の実際についての知識
及び技能の向上

特別講演「オピオイドを用いたがん疼痛マネジメントの実際 」
症例検討会「がん性疼痛マネジメントを充実させよう」

9 38

九州大学病院 ○ ○ ○ ○ ○
H29年5月10日～

1日間
第50回九州大学病院
がんセミナー

九州大学病院がんセ
ンター

九州大学病院　がんカン
ファレンス担当世話人、
緩和ケアセンターセン
ター長、がんセンターセン
ター長

院内外医師、薬剤師、
検査技師等の医療従
事者、研修医、大学院
生等

がん治療について幅広い
知識を習得する

講演１．「膵悪性腫瘍に対する鏡視下手術の進歩」
講演２．「去勢抵抗性前立腺癌の治療」
講演３．「免疫チェックポイント阻害薬の適正使用―九大チームICI
の活動―」

44

九州大学病院 ○ ○ ○ ○ ○
H29年7月6日～

1日間
第51回九州大学病院
がんセミナー

九州大学病院がんセ
ンター

九州大学病院　がんカン
ファレンス担当世話人、
緩和ケアセンターセン
ター長、がんセンターセン
ター長

院内外医師、薬剤師、
検査技師等の医療従
事者、研修医、大学院
生等

がん治療について幅広い
知識を習得する

講演１．「胸部外科手術における最近の話題」
講演２．「子宮体がんの診断・治療のup-to-date」
講演３．「在宅医療における精神科医の役割」

51

九州大学病院 ○ ○ ○ ○ ○
H29年9月6日～

1日間
第52回九州大学病院
がんセミナー

九州大学病院がんセ
ンター

九州大学病院　がんカン
ファレンス担当世話人、
緩和ケアセンターセン
ター長、がんセンターセン
ター長

院内外医師、薬剤師、
検査技師等の医療従
事者、研修医、大学院
生等

がん診療に関わる基本的
な知識や最新の情報を習
得するため

講演１．「甲状腺がんについて」
講演２．「悪性脳腫瘍治療戦略」
講演３．「がん患者の口腔ケア」

83

九州大学病院 ○ ○ ○ ○ ○
H29年11月8日～

1日間
第53回九州大学病院
がんセミナー

九州大学病院がんセ
ンター

九州大学病院　がんカン
ファレンス担当世話人、
緩和ケアセンターセン
ター長、がんセンターセン
ター長

院内外医師、薬剤師、
検査技師等の医療従
事者、研修医、大学院
生等

がん治療について幅広い
知識を習得する

講演１．「肝がんに対する生体肝移植」
講演２．「今後ますます注目される酸関連疾患とバレット腺癌」
講演３．「がんと認知症」

72

九州大学病院 ○ ○ ○ ○ ○
H30年2月7日～

1日間
第54回九州大学病院
がんセミナー

九州大学病院がんセ
ンター

九州大学病院　がんカン
ファレンス担当世話人、
緩和ケアセンターセン
ター長、がんセンターセン
ター長

院内外医師、薬剤師、
検査技師等の医療従
事者、研修医、大学院
生等

がん治療について幅広い
知識を習得する

講演１．「乳癌治療の最新情報」
講演２．「神経芽腫に対する外科療法」
講演３．「がん疼痛のコントロール」

61

九州大学病院 がん登録
H30年1月19日～

1日間

平成29年度第2回福
岡県院内がん登録研
修会

九州大学病院 がんセンター長 院内がん登録実務者

福岡県がん診療連携協議
会における研修・教育の一
環として院内がん登録実務
者の、がん診療についての
幅広い知識の習得から院
内がん登録の精度を向上さ
せることを目的としている。

臓器別講義、ディスカッション 42 62

45
佐賀大学医学部附属
病院

○
H29年9月9日～

4日間
がん看護スキルアッ
プ研修会

佐賀大学医学部附属
病院　看護部

田中まゆこ
緩和ケアセンター　副看
護師長
がん看護専門看護師

がん看護に興味のあ
る院内・院外看護師

1.がん患者・家族への看護
において基本的コミニュケ
－ションを基盤とし、意思決
定支援、治療に伴う有害事
象を含め苦痛症状の緩和
を理解できる。
2.がん分野の専門・認定看
護師に患者・家族のケアに
ついて悩んだときに相談す
ることができる。

１.ベーシックコース
　1）がん化学療法看護①：　安全、安楽な抗がん剤の投与管理
　2）緩和ケア①：基本的緩和ケア（症状コントロール）
　3）がん化学療法看護②：　代表的な副作用対策とセルフケア支援
　4）緩和ケア②：アドバンスケアプランニング
2.アドバンスコース
　事例検討会２回（化学療法看護・緩和ケア）

5 85

佐賀大学医学部附属
病院

○
H29年9月26日～

5日間
佐賀県がん看護研修
会

公益社団法人佐賀県
看護協会（佐賀県から
の委託により実施）

県内に勤務する者で、
看護の臨床経験が３
年以上あり、かつ、が
ん看護の臨床経験が
ある全日程受講可能
な者

　がん看護に必要な専門的
知識、技術を習得したがん
看護実践能力を持った看護
職員を増やし、佐賀県内の
がん看護の均てん化を図
る。

　がん看護の概要、乳がん患者の看護、がん化学療法と看護、が
ん性疼痛と看護、肝がんの基礎知識、放射線治療と看護、緩和ケ
ア、在宅におけるがん看護、がんリハビリテーション

33 51

佐賀大学医学部附属
病院

○
H29年9月9日～

0.5日間

平成29年度　がん看
護スキルアップ研修
会　ベーシックコース
第1回

佐賀大学医学部附属
病院　看護部

田中まゆこ
緩和ケアセンター　副看
護師長
がん看護専門看護師

院内・院外看護師

1.がん患者・家族への看護
において基本的コミニュケ
－ションを基盤とし、意思決
定支援、治療に伴う有害事
象を含め苦痛症状の緩和
を理解できる。
2.がん分野の専門・認定看
護師に患者・家族のケアに
ついて悩んだときに相談す
ることができる。

がん化学療法概論 2 22

佐賀大学医学部附属
病院

○
H29年10月14日～

0.5日間

平成29年度　がん看
護スキルアップ研修
会　ベーシックコース
第2回

佐賀大学医学部附属
病院　看護部

田中まゆこ
緩和ケアセンター　副看
護師長
がん看護専門看護師

院内・院外看護師

1.がん患者・家族への看護
において基本的コミニュケ
－ションを基盤とし、意思決
定支援、治療に伴う有害事
象を含め苦痛症状の緩和
を理解できる。
2.がん分野の専門・認定看
護師に患者・家族のケアに
ついて悩んだときに相談す
ることができる。

基本的緩和ケアについて 2 16

佐賀大学医学部附属
病院

○
H29年11月11日～

0.5日間

平成29年度　がん看
護スキルアップ研修
会　ベーシックコース
第3回

佐賀大学医学部附属
病院　看護部

田中まゆこ
緩和ケアセンター　副看
護師長
がん看護専門看護師

院内・院外看護師

1.がん患者・家族への看護
において基本的コミニュケ
－ションを基盤とし、意思決
定支援、治療に伴う有害事
象を含め苦痛症状の緩和
を理解できる。
2.がん分野の専門・認定看
護師に患者・家族のケアに
ついて悩んだときに相談す
ることができる。

がん化学療法における代表的な副作用対策とセルフケア支援 4 25

佐賀大学医学部附属
病院

○
H29年12月9日～

0.5日間

平成29年度　がん看
護スキルアップ研修
会　ベーシックコース
第4回

佐賀大学医学部附属
病院　看護部

田中まゆこ
緩和ケアセンター　副看
護師長
がん看護専門看護師

院内・院外看護師

1.がん患者・家族への看護
において基本的コミニュケ
－ションを基盤とし、意思決
定支援、治療に伴う有害事
象を含め苦痛症状の緩和
を理解できる。
2.がん分野の専門・認定看
護師に患者・家族のケアに
ついて悩んだときに相談す
ることができる。

コミュニケーションスキル 3 5

佐賀大学医学部附属
病院

○
H30年1月12日～

0.5日間

平成29年度　がん看
護スキルアップ研修
会　アドバンスコース
第1回

佐賀大学医学部附属
病院　看護部

田中まゆこ
緩和ケアセンター　副看
護師長
がん看護専門看護師

院内・院外看護師

1.がん患者・家族への看護
において基本的コミニュケ
－ションを基盤とし、意思決
定支援、治療に伴う有害事
象を含め苦痛症状の緩和
を理解できる。
2.がん分野の専門・認定看
護師に患者・家族のケアに
ついて悩んだときに相談す
ることができる。

事例検討会 1 9



化学療
法

緩和ケ
アチー

ム
看護師 薬剤師

その他
（分野）

研修開催日
（H○年○月○日～

○日間）
研修名 主催施設
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研修内容
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（人）

実施した研修会の概要について

No 施設

平成29年度に実施した研修

佐賀大学医学部附属
病院

○
H30年1月12日～

0.5日間

平成29年度　がん看
護スキルアップ研修
会　アドバンスコース
第2回

佐賀大学医学部附属
病院　看護部

田中まゆこ
緩和ケアセンター　副看
護師長
がん看護専門看護師

院内・院外看護師

1.がん患者・家族への看護
において基本的コミニュケ
－ションを基盤とし、意思決
定支援、治療に伴う有害事
象を含め苦痛症状の緩和
を理解できる。
2.がん分野の専門・認定看
護師に患者・家族のケアに
ついて悩んだときに相談す
ることができる。

事例検討会 1 14

佐賀大学医学部附属
病院

○
H29年10月28日～

0.1日間
第7回オンコロジー研
修会

佐賀県病院薬剤師会
がん・緩和ケア部会

木村早希子・佐賀大学医
学部附属病院薬剤部・副
薬剤部長/佐賀県病院薬
剤師会　がん・緩和ケア
部会長

佐賀県内の病院薬剤
師、薬局薬剤師

化学療法症例検討
免疫チェックポイント阻害薬
の副作用管理についての
理解を深める

① ドセタキセル投与後に高度の骨髄抑制を来した例・併用薬剤と
の相関の検討
② パニツムマブの有害事象に難渋した１症例
③ 当院におけるニボルマブの使用経験
④特別講演「irAEマネジメントに対する薬剤師の関わり～チーム医
療の中で薬剤師が果たす役割～」

14 38

佐賀大学医学部附属
病院

○
H30年3月24日～

0.1日間
第8回オンコロジー研
修会

佐賀県病院薬剤師会
がん・緩和ケア部会

木村早希子・佐賀大学医
学部附属病院薬剤部・副
薬剤部長/佐賀県病院薬
剤師会　がん・緩和ケア
部会長

佐賀県内の病院薬剤
師、薬局薬剤師

緩和ケアの症例検討
がん疼痛療法の理解を深
める

① 「ROO製剤の使用経験について」
② 「当院におけるメサドンの使用経験」
③ 自宅退院の移行に向け関与した症例
④ 特別講演「WHO方式がん疼痛療法から一歩踏み出す必要性」

17 40

佐賀大学医学部附属
病院

○
H29年6月1日～

1日間
第4回佐賀県がん登
録研修会

佐賀大学医学部附属
病院

院内がん登録室
主任　佐々木　和美

がん診療に携わる医
師・がん登録実務者

・がん登録（全国がん登録、
院内がん登録）の実務をし
ていく上で必要な基礎知識
を身につける
・初回提出に向けて、オンラ
イン届出に関する知識を得
る

①標準登録様式：がん登録に必要な解剖学・症例登録
②全国がん登録：がん登録に必要な解剖学・症例登録
③オンライン届出に関する説明会

56 87

佐賀大学医学部附属
病院

○
H29年9月1日～

0.5日間
第5回佐賀県がん登
録研修会

佐賀大学医学部附属
病院

院内がん登録室
主任　佐々木　和美

がん診療に携わる医
師・がん登録実務者

・概論的な部分が終了した
ため、部位別テキスト的な
内容と、演習を開始
・遡り調査への対応方法

①がん登録に必要な解剖学・症例登録（院内がん登録）
②がん登録に必要な解剖学・症例登録（全国がん登録）
③遡り調査

43 60

佐賀大学医学部附属
病院

○
H29年12月12日～

1日間
第6回佐賀県がん登
録研修会

佐賀大学医学部附属
病院

院内がん登録室
主任　佐々木　和美

がん診療に携わる医
師・がん登録実務者

『がんで死ぬ県、死なない
県　～なぜ格差が生まれる
のか～』と題し、がん登録で
得られたデータの比較で考
える全国のがん、佐賀県の
がん、そして佐賀県はがん
に「かかりやすい県」なの
か、「かかりにくい県」なの
か？、について知る

①全国がん登録の症例登録（肺・乳・大腸）
②全国がん登録提出に関する事例紹介
③特別講演「がんで死ぬ県、死なない県～なぜ、格差が生まれるの
か～」

43 92

佐賀大学医学部附属
病院

○
H30年2月22日～

1日間
第7回佐賀県がん登
録研修会

佐賀大学医学部附属
病院

院内がん登録室
主任　佐々木　和美

がん診療に携わる医
師・がん登録実務者

現在公開されている生存率
には、どんな種類があるの
か？ それぞれどのような母
体データから算出されてい
るのか？ その算出方法
は？  医師が算出している
生存率との違いがあるの
か？  自施設データを用い
て算出する方法は？  自施
設の結果と比較するにはど
のデータ？  これらの点を
学ぶ

①全国がん登録提出に関する事例紹介（佐賀県での事例）
②全国がん登録提出に関する事例紹介（国立がん研究センターで
の事例）
③生存率について～現在公開れさている生存率の解釈方法

43 65

佐賀大学医学部附属
病院

○
H29年4月1日～

365日間
佐賀県がん登録e-
learning

佐賀大学医学部附属
病院

院内がん登録室
主任　佐々木　和美

がん登録実務者

佐賀県がん登録研修会に
参加できなかった実務者、
新規採用の実務者等を対
象として、業務の空いた時
間や自宅等でがん登録に
必要な基礎知識を習得して
もらうことを目的としてい
る。

例）全国がん登録コースには、全国がん登録とHos-caR　Lite、
Hos-caR　Liteを使って、症例登録を行ってみよう（胃癌）、法律に関
すること、全国がん登録提出に関する事例紹介（Q&A)等、合計32コ
ンテンツ掲載中

39 50

佐賀大学医学部附属
病院

○
H29年12月13日～

1日間
平成29年度　がん相
談地域連携研修会

唐津赤十字病院、佐賀
県医療センタ－好生
館、嬉野医療センタ
－、佐賀大学医学部附
属病院

各拠点病院がん相談支
援センタ－の担当者（医
療ソ－シャルワ－カ－、
看護師）
佐賀県健康福祉部　健康
増進課　がん対策担当者

・がん診療連携拠点病
院をはじめ医療機関の
相談員および看護師な
ど
・佐賀県健康づくり財
団 相談員
・患者を受け入れる側
の企業関係者
・障害や難病関係の相
談員

がんになっても働きたい、
仕事を辞めず働き続けたい
という思いを支援できるよ
う、各事業の概要を理解す
ると共に、がんをはじめ長
期療養が必要な患者が就
職し定着した企業やその患
者の「実際」を知り、一人で
も多くのがん患者の就業・
勤務継続を支援できること
を目的とする。

・講義：県、ハローワーク、佐賀産業保健総合センタ－、がん相談支
援センタ－より、支援内容や制度、基礎知識についての講義
・シンポジウム：がんと就労について（がん患者である当事者、がん
患者を雇用する企業を交えたシンポジウム）

35 53

46 長崎大学病院 ○
H29年7月21日～

1日間

平成29年度第3回長
崎県がん診療連携拠
点病院研修会

長崎県がん診療連携
拠点病院

長崎大学病院がん診療
センター
副センター長　准教授　
福田　実

地域がん診療連携拠
点病院よび地域医療
機関の医療従事者

がん化学療法について最
新の知見を学ぶ

特別講演：【がん免疫療法ー免疫チェックポイント阻害薬の現状と近
未来ー】
川崎医科大学附属病院　呼吸器内科　教授　岡　三喜男　先生

10 61

長崎大学病院 ○
H29年8月26日～

22日間

専門分野における質
の高い看護師職員育
成支援事業（がん看
護研修）

長崎大学病院

山口典子　教育担当副看
護部長
池田津奈子　緩和ケアセ
ンターＧＭ

がん看護を実施してい
る病院、診療所、訪問
看護ステーションに勤
務する者、実務経験が
5年以上もの

がん医療における患者家
族の問題解決に資する実
務研修を行う事により、が
ん分野における臨床実践
能力の高い看護師の育成
を図る。①がん治療に伴
う、主な副作用や合併症に
対する適切な看護援助が
出来る。②病状説明と治療
選択等の患者家族の意思
決定プロセスへの支援がで
きる。③緩和ケアの実践と
がん患者のQOLの維持向
上のための支援ができる。
④的確なアセスメントに基
づく問題の明瞭化を踏ま
え、ケアプランを立案し、看
護が実践できる。

総合講義6日/専門分野（緩和ケア、化学療法看護）講義1日/病棟
実習6日　緩和ケアチームまたは化学療法室実習4日/ホスピス病棟
及び在宅ホスピス実習2日　まとめ及び成果発表会3日

11 14
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（H○年○月○日～
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No 施設

平成29年度に実施した研修

長崎大学病院 ○
H29年7月22日～

1日間

第24回 長崎県病院
薬剤師会
がんと薬物療法研修
会

長崎県病院薬剤師会
長崎県病院薬剤師会　が
ん薬物療法WG

がん薬物療法認定薬
剤師、がん専門薬剤師
を目指す薬剤師、がん
に興味を持つ薬剤師

抗がん薬の薬物療法に関
する最新の知見の習得

【一般演題】15:15～16:00  （45分）
「フェンタニル製剤からオキシコドン製剤へのスイッチングに関する
検討」
 演者：長崎県島原病院 薬局 　徳永 了亮 先生　
　
「mFOLFOX療法施行時の血液毒性に対する 腎機能の影響に関す
る検討」
 演者：佐世保市総合医療センター 薬剤部 　橋本 典也 先生
【特別講演】16:00～17:30  （90分）
『腫瘍内科医が期待する大腸癌化学療法における薬剤師の関わ
り』
 講師：佐賀県医療センター好生館 腫瘍内科 腫瘍内科部長・化学
療法室部長　嬉野 紀夫 先生

46

長崎大学病院 ○
H29年10月7日～

1日間

第25回 長崎県病院
薬剤師会
がんと薬物療法研修
会

長崎県病院薬剤師会
長崎県病院薬剤師会　が
ん薬物療法WG

がん薬物療法認定薬
剤師、がん専門薬剤師
を目指す薬剤師、がん
に興味を持つ薬剤師

抗がん薬の薬物療法に関
する最新の知見の習得

【一般演題】15:15～16:00  （45分）
「悪性腫瘍によるTrousseau症候群へ抗凝固療法の指導を行った1
例」
 演者：長崎大学病院 薬剤部　宮永 圭　先生
「スニチニブの血中濃度と副作用に及ぼす遺伝子多型の影響」
 演者：長崎大学病院 薬剤部 松永 典子 先生
【特別講演】16:00～17:30  （90分）
『チームレンビマのための甲状腺癌治療戦略』
 講師：産業医科大学医学部　耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 准教授　
若杉 哲郎 先生

18

長崎大学病院 ○
H30年1月9日～

51日間

日本病院薬剤師会　
平成29年度がん薬物
療法認定薬剤師研修

日本病院薬剤師会 長崎大学病院　薬剤部
がん薬物療法認定薬
剤師、がん専門薬剤師
を目指す薬剤師

がん薬物療法に関わる薬
剤師業務の習得

がん患者への薬物療法管理、薬剤管理指導、支持療法（制吐療法
他）、緩和薬物療法、抗がん剤調製、レジメンチェック、レジメン審査
委員会、各種悪性腫瘍の治療法に関する講義

1 1

長崎大学病院 ○
H30年2月24日～

1日間

第26回 長崎県病院
薬剤師会
がんと薬物療法研修
会

長崎県病院薬剤師会
長崎県病院薬剤師会　が
ん薬物療法WG

がん薬物療法認定薬
剤師、がん専門薬剤師
を目指す薬剤師、がん
に興味を持つ薬剤師

抗がん薬の薬物療法に関
する最新の知見の習得

【一般演題】　15:15～16:00
演題①「外来化学療法センターにおいてイリノテカン投与に伴うコリ
ン様症状を改善できた一例」
独立行政法人　労働者健康安全機構　長崎労災病院　薬剤部　要 
訓子 先生
演題②「嚥下困難患者にアファチニブを導入した一例」
社会医療法人財団白十字会　佐世保中央病院　薬剤部　池田 祐
輔 先生
【特別講演】　16:00～17:30
『がん治療を支える 薬剤師のチカラ』
演者：公益財団法人　がん研究会有明病院　薬剤部　主任
日本医療薬学会 がん専門薬剤師　根本 真記 先生

34

長崎大学病院 ○
H29年5月23日～

1日間

平成29年度第1回長
崎県がん診療連携拠
点病院研修会

長崎県がん診療連携
拠点病院

長崎大学病院がん診療
センター
センター長　芦澤和人

地域がん診療連携拠
点病院および地域医
療機関の医療従事者

在宅医療に関して

特別講演：【在宅医療の現状とACP (Advance Care Planning)】
阿保外科医院　長崎在宅Dr.ネット理事　阿保　貴章　先生
安中外科脳神経外科医院　長崎在宅Dr.ネット理事　安中　正和　先
生

35 136

長崎大学病院 ○
H29年7月1日～

1日間

平成29年度第2回長
崎県がん診療連携拠
点病院研修会

長崎県がん診療連携
拠点病院

長崎大学病院がん診療
センター
センター長　芦澤和人

地域がん診療連携拠
点病院および地域医
療機関の医療従事者

これからのがん対策

特別講演：
　　【これからのがん対策ー改正がん対策基本法と第３期がん対策
推進基本計画ー】
国立がん研究センターがん対策情報センター　センター長　若尾　
文彦　先生

14 177

長崎大学病院
放射線治

療
H30年3月9日～

1日間

平成29年度第4回長
崎県がん診療連携拠
点病院研修会

長崎県がん診療連携
拠点病院

長崎大学病院がん診療
センター
センター長　芦澤和人

地域がん診療連携拠
点病院および地域医
療機関の医療従事者

がんの粒子線治療につい
て

特別講演：【日本におけるがんの粒子線治療】
筑波大学附属病院　放射線腫瘍科　教授　櫻井　英幸　先生

5 46

47
熊本大学医学部附属
病院

○
H29年7月20日～

1日間
化学療法技術研修

熊本大学医学部附属
病院

熊本県がん診療連携協
議会
化学療法部会長
（熊本大学医学部附属病
院　がんセンター外来化
学療法センター長）

熊本県内の化学療法
に携わる医師

化学療法に関する臨床手
技について、その理論を学
ぶとともに実際の手技をシ
ミュレーターを用いて学習
する。

・ＣＶポートに関する講義
・ＣＶポート穿刺のシミュレーション
・化学療法中のトラブル及び事例報告に関する講義
・血管外漏出時の対応

1 3

熊本大学医学部附属
病院

○
H30年2月17日～

1日間
第9回熊本がん化学
療法セミナー

熊本大学医学部附属
病院

熊本県がん診療連携協
議会
化学療法部会長
（熊本大学医学部附属病
院　がんセンター外来化
学療法センター長）

熊本県内のがん診療
に携わる医師、看護
師、薬剤師、検査技師　
ほか

若手の医師をはじめ、看護
師、薬剤師、検査技師など
メディカルスタッフが参加
し、各分野の診断、治療の
基本的な麺やトピックスを
学び、がん治療に対する幅
広い考え方を身につける。

プログラム別添 29 128

熊本大学医学部附属
病院

○
H30年3月22日～

1日間
化学療法技術研修

熊本大学医学部附属
病院

熊本県がん診療連携協
議会
化学療法部会長
（熊本大学医学部附属病
院　がんセンター外来化
学療法センター長）

熊本県内の化学療法
に携わる医師

化学療法に関する臨床手
技について、その理論を学
ぶとともに実際の手技をシ
ミュレーターを用いて学習
する。

・ＣＶポートに関する講義
・ＣＶポート穿刺のシミュレーション
・化学療法中のトラブル及び事例報告に関する講義
・血管外漏出時の対応

1 4

熊本大学医学部附属
病院

○
H29年7月21日～

1日間
がん看護研修（基礎
編）

熊本大学医学部附属
病院

がん看護実務研修ワー
キンググループメンバー
で企画・実施：看護部長１
名、がんセンター（看護師
長１名、副看護師長３名、
看護師１名）、放射線療
法室看護師１名、泌尿器
科・歯科口腔外科病棟副
看護師長１名、緩和ケア
病棟副看護師長１名、消
化器外科病棟看護師１名

がん看護経験１年以上
の看護師

がん看護の基礎的知識を
理解し、実践に活かすこと
ができる

・緩和ケア
・がん化学療法看護
・がん放射線療法看護
・がん性疼痛看護
・がん患者における精神的ケア
・統合事例

3 40

熊本大学医学部附属
病院

○
H29年9月8日～

1日間
がん看護研修（実践
編）

熊本大学医学部附属
病院

がん看護実務研修ワー
キンググループメンバー
で企画・実施：看護部長１
名、がんセンター（看護師
長１名、副看護師長３名、
看護師１名）、放射線療
法室看護師１名、泌尿器
科・歯科口腔外科病棟副
看護師長１名、緩和ケア
病棟副看護師長１名、消
化器外科病棟看護師１名

がん看護経験３年以上
の看護師

がんやがんの治療に伴う症
状へのケアについて理解し
実践に活かすことができる

・治療に伴う有害事象への看護ケア（がん化学療法・がん放射線療
法）
・がんに伴う苦痛症状への看護ケア（がん性疼痛）
・がん看護における症状マネジメント（IASM）
・事例検討（グループワーク）

4 23

熊本大学医学部附属
病院

○
H29年9月15日～

1日間
がん看護講演会

熊本大学医学部附属
病院

がん看護実務研修ワー
キンググループメンバー
で企画・実施：看護部長１
名、がんセンター（看護師
長１名、副看護師長３名、
看護師１名）、放射線療
法室看護師１名、泌尿器
科・歯科口腔外科病棟副
看護師長１名、緩和ケア
病棟副看護師長１名、消
化器外科病棟看護師１名

熊本県内の看護師・医
療者

看護師が行う意思決定支
援の知識と技術を身につけ
る

テーマ：「がん看護における意思決定支援」
講師：兵庫県立大学　看護学部　川崎優子先生による講演

20 89

熊本大学医学部附属
病院

○
H29年2月18日～

1日間
がん看護研修会

熊本大学医学部附属
病院

がん看護実務研修ワー
キンググループメンバー
で企画・実施：看護部長１
名、がんセンター（看護師
長１名、副看護師長３名、
看護師１名）、放射線療
法室看護師１名、泌尿器
科・歯科口腔外科病棟副
看護師長１名、緩和ケア
病棟副看護師長１名、消
化器外科病棟看護師１名

熊本県内の看護師・医
療者

アドバンスケアプランニング
について考える

講師：一般社団法人iACP　共同代表　蔵本　浩一先生
内容：・アドバンスケアプランニングについて講演
・iACPプログラム　ワークショップ

9 35
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熊本大学医学部附属
病院

○
H29年9月9日～

1日間

熊本県病院薬剤師会
研修会・オンコロジー
研究会研修会

熊本県病院薬剤師会 薬剤部・薬剤部長／教授
熊本県内病院・診療所
等勤務薬剤師

熊本県内病院等勤務薬剤
師を対象とし、がん化学療
法時の副作用対策、病院
薬局連携およびコミュニ
ケーションスキルにかかる
情報共有並びに知識向上
を図ることを目的とする。

がん化学療法時の制吐目的で使用するデキサメタゾンによる血糖
値変動に関する検討、薬薬連携による副作用情報の一元化管理に
向けた取り組み、長期間化学療法をチームでフォローアップした多
発性骨髄腫患者の一症例並びにがん患者とのコミュニケーションス
キルの重要性にかかる研修・講演

20 80

熊本大学医学部附属
病院

放射線療
法

H30年2月3日～
1日間

放射線療法部会セミ
ナー
「前立腺癌の手術療
法（ロボット支援腹腔
鏡下前立腺摘除術）」

熊本大学医学部附属
病院

熊本県がん診療連携協
議会
放射線療法部会長
（熊本大学医学部附属病
院　放射線治療科長）

がん診療連携拠点病
院を中心とした熊本県
下の医師及びコメディ
カルスタッフ

放射線治療及びその関連
領域のトピックスを、講演会
を通して研修し、日常の診
療に役立てることを目的と
する。

セミナーチラシ別添 11

熊本大学医学部附属
病院

放射線療
法

H30年2月24日～
1日間

リニアックの精度管理
に関する研修会

熊本大学医学部附属
病院

熊本県がん診療連携協
議会
放射線療法部会長
（熊本大学医学部附属病
院　放射線治療科長）

放射線治療に携わる
診療放射線技師

熊本県内のがん診療連携
拠点病院の放射線治療技
術の向上と均てん化と放射
線治療機器の安全取扱の
ためのQA,QCの向上、精度
管理の手法習得を目的とす
る。

高エネルギー放射線（X線）測定（PDD,OCR測定）、幾何学的精度管
理（ガントリ・コリメータ・治療寝台回転精度、光・実照射野確認）

2 9

熊本大学医学部附属
病院

放射線療
法

H30年3月24日～
1日間

リニアックの精度管理
に関する研修会

熊本大学医学部附属
病院

熊本県がん診療連携協
議会
放射線療法部会長
（熊本大学医学部附属病
院　放射線治療科長）

放射線治療に携わる
診療放射線技師

熊本県内のがん診療連携
拠点病院の放射線治療技
術の向上と均てん化と放射
線治療機器の安全取扱の
ためのQA,QCの向上、精度
管理の手法習得を目的とす
る。

高エネルギー放射線（X線）測定（PDD,OCR測定）、幾何学的精度管
理（ガントリ・コリメータ・治療寝台回転精度、光・実照射野確認）

1 2

熊本大学医学部附属
病院

がん診断
H30年3月15日～

1日間

診断部会講演会
「肝臓腫瘍の臨床と
病理UP-TO-DATE」

熊本大学医学部附属
病院

熊本県がん診療連携協
議会　
がん診断部会長
（熊本大学医学部附属病
院　画像診断・治療科及
び病理部）

熊本県内の医師及び
メディカルスタッフ

セミナーチラシ別添 36

熊本大学医学部附属
病院

相談支援
H29年9月16日～

1日間
熊本県がん相談員研
修会

熊本大学医学部附属
病院

熊本県がん診療連携協
議会
相談支援・情報連携部会
長
（熊本大学医学部附属病
院　産科・婦人科長）

熊本県内のがん診療
に携わる医療者

熊本県内のがんに携わる
医療者が、免疫療法と緩和
医療について、がん相談に
必要な知識を学ぶことを目
的とする

講義・グループワークを通して、免疫療法や緩和医療について学ぶ 80

熊本大学医学部附属
病院

相談支援
H29年12月16日～

1日間
熊本県がん相談員研
修会

熊本大学医学部附属
病院

熊本県がん診療連携協
議会
相談支援・情報連携部会
長
（熊本大学医学部附属病
院　産科・婦人科長）

熊本県内のがん診療
に携わる医療者

熊本県内のがんに携わる
医療者が、在宅医療におけ
る多職種の役割を理解し、
地域連携に必要な知識を
学ぶことを目的とする

講義・グループワークを通して、在宅医療や地域連携について学ぶ 82

熊本大学医学部附属
病院

がん登録
H29年10月7日～

1日間
熊本県院内がん登録
研修会

熊本大学医学部附属
病院

熊本県がん診療連携協
議会
がん登録部会長
（熊本大学医学部附属病
院　医療情報経営企画部
長）

熊本県内の院内がん
登録実務担当者

院内がん登録の精度向上
がん登録に関する最新情報
がん登録情報の利活用について
質疑応答

44 88

48
大分大学医学部附属
病院

○
H29年5月18日～

1日間
第2回大分県腫瘍・血
液内科懇話会

共催：大分県がん診療
連携拠点病院、大分大
学医学部附属病院　
九州がんプロ基盤推
進プラン　
大分県腫瘍・血液内科
懇話会
株式会社ヤクルト本社

白尾　国昭　腫瘍血液内
科学講座・教授

医師，その他医療従事
者

がん薬物療法専門医を目
指す若手医師、研究者が、
基礎から臨床にかけての腫
瘍学を学ぶことを目的とし
た。

・腫瘍微小環境の代謝改変とがん免疫治療
・抗悪性腫瘍剤の最新情報

1 22

大分大学医学部附属
病院

○
H29年10月28日～

1日間

がん化学療法チーム
医療　～グループ
ワーク研修会～

大分大学医学部付属
病院

大分大学医学部付属病
院腫瘍センター

大分県下の医療従事
者

チーム医療の今後の課題・
取組・展望についての情報
共有

・チーム医療ワークショップ
・がん化学療法でのチーム医療とは？
・大腸がん治療の基礎知識

4 26

大分大学医学部附属
病院

○
H29年11月11日～

1日間
緩和ケアチーム研修
会

大分大学医学部附属
病院

奥田健太郎・緩和ケアセ
ンター・同センター長

大分県内の病院の緩
和ケアチームスタッフ

日本緩和医療学会の実施
したセルフチェックプログラ
ムの励行。
施設間交流を行い、顔の見
える関係つくりを行い、施設
間でのピアレビューの実施
ができるようにする。

日本のがん対策と緩和ケアチームの役割
各病院の活動と課題の発表・共有　
職種ごとの分科会（医師・看護師・薬剤師・MSW）　
セルフチェックプログラムの概要と説明

10 32

大分大学医学部附属
病院

○
H30年1月30日～

1日間

第71回大分大学医学
部附属病院臨床セミ
ナー・第10回がん診
療連携拠点病院相談
支援講演会「がん患
者の家族ケア」

大分大学医学部附属
病院

平山由佳・がん相談支援
センター・看護師長

大分県内のがん診療
連携拠点病院、協力病
院及びがん患者に関
わる医療施設、訪問看
護ステーション

・がん患者を抱える家族に
対するケアについて、困っ
ていることや問題解決に役
立て看護の質向上をめざす
・がん相談支援センターを
広報し、活用に繋げる。

平成30年1月30日18：30～20：00製品紹介：大鵬薬品工業株式会社
特別講演「がん患者の家族ケア」講師：慈恵医科大学附属病院　家
族支援専門看護師　児玉久仁子氏　座長：白尾国昭　平山由佳

25 100

大分大学医学部附属
病院

○
H29年9月20日～

1日間
第1回大分県がん薬
物療法認定講習会

大分大学医学部附属
病院/大分県薬剤師会

伊東弘樹/薬剤部・薬剤
部長

大分県下、医療施設お
よび保険薬局に勤務
する薬剤師

血液がん治療に関する基
礎知識および最新情報を習
得する

がん専門医より、がん種別の疫学・病理の基礎、治療の基礎、最新
情報等に関する講義

30 38

大分大学医学部附属
病院

○ ○ H29年11月22日
第2回大分県がん薬
物療法認定講習会

大分大学医学部附属
病院/大分県薬剤師会

伊東弘樹/薬剤部・薬剤
部長

大分県下、医療施設お
よび保険薬局に勤務
する薬剤師

大腸がん治療に関する基
礎知識および最新情報を習
得する

がん専門医より、がん種別の疫学・病理の基礎、治療の基礎、最新
情報等に関する講義

28 32

大分大学医学部附属
病院

○ ○
H29年12月14日～

1日間
第3回大分県がん薬
物療法認定講習会

大分大学医学部附属
病院/大分県薬剤師会

伊東弘樹/薬剤部・薬剤
部長

大分県下、医療施設お
よび保険薬局に勤務
する薬剤師

肝胆膵がん治療に関する
基礎知識および最新情報を
習得する

がん専門医より、がん種別の疫学・病理の基礎、治療の基礎、最新
情報等に関する講義

22 35

大分大学医学部附属
病院

○ ○
H30年1月17日～

1日間
第4回大分県がん薬
物療法認定講習会

大分大学医学部附属
病院/大分県薬剤師会

伊東弘樹/薬剤部・薬剤
部長

大分県下、医療施設お
よび保険薬局に勤務
する薬剤師

肺がん治療に関する基礎
知識および最新情報を習得
する

がん専門医より、がん種別の疫学・病理の基礎、治療の基礎、最新
情報等に関する講義

35 40

大分大学医学部附属
病院

○ ○
H30年3月22日～

1日間
第5回大分県がん薬
物療法認定講習会

大分大学医学部附属
病院/大分県薬剤師会

伊東弘樹/薬剤部・薬剤
部長

大分県下、医療施設お
よび保険薬局に勤務
する薬剤師

胃がん治療に関する基礎
知識および最新情報を習得
する

がん専門医より、がん種別の疫学・病理の基礎、治療の基礎、最新
情報等に関する講義

20 25



化学療
法

緩和ケ
アチー

ム
看護師 薬剤師

その他
（分野）

研修開催日
（H○年○月○日～

○日間）
研修名 主催施設

研修企画者
部署・職位

研修対象者 研修目的
研修内容

（プログラムの項目等の概略）

参加施
設数（施
設数）

参加者数
（人）

実施した研修会の概要について

No 施設

平成29年度に実施した研修

大分大学医学部附属
病院

○ ○
H29年11月28日～

1日間
第1回経口抗がん剤
勉強会

大分大学医学部附属
病院/大分県薬剤師会

伊東弘樹/薬剤部・薬剤
部長

大分県下、医療施設お
よび保険薬局に勤務
する薬剤師

大腸がん治療に使用される
経口抗がん剤の副作用対
策について理解する

がん専門薬剤師より、がん種別の疫学・病理の基礎、治療の基礎、
最新情報等に関する講義

35 45

大分大学医学部附属
病院

○ ○
H30年3月5日～

1日間
第2回経口抗がん剤
勉強会

大分大学医学部附属
病院/大分県薬剤師会

伊東弘樹/薬剤部・薬剤
部長

大分県下、医療施設お
よび保険薬局に勤務
する薬剤師

乳がん治療に使用される経
口抗がん剤の副作用対策
について理解する

がん専門薬剤師より、がん種別の疫学・病理の基礎、治療の基礎、
最新情報等に関する講義

40 48

大分大学医学部附属
病院

地域連携
クリティカ
ルパス

H29年6月16日～
1日間

がん地域連携クリティ
カルパス講演会

大分大学医学部附属
病院

総合患者支援センター
大分県内のがん診療
に携わる医療関係者

がんの地域連携クリティカ
ルパスの活用

がんの地域連携クリティカルパスの活用 15 60

大分大学医学部附属
病院

がん登録
H29年8月5日～

1日間
院内がん登録に関する大分大学医学部附属病腫瘍センター　がん登録部

大分県内のがん登録
実務者

がん登録のスキルアップ 院内がん登録実務書空車認定試験に向けての演習開設 8 16

大分大学医学部附属
病院

がん登録
H30年3月13日～

1日間
院内がん登録に関す
る研修会

大分大学医学部附属
病院

腫瘍センター　がん登録
部門

大分県内のがん登録
実務者

がん登録のスキルアップ 肺がん　ＵＩＣＣＴＮＭ分類について 15 60

大分大学医学部附属
病院

緩和ケア
H29年5月27日～

2日間
緩和ケア研修会（ＰＥ
ＡＣＥ研修会）

大分大学医学部附属
病院

緩和ケアセンター
大分県内のがん診療
に携わる医師

緩和ケア研修会（ＰＥＡＣＥ
研修会）

緩和ケア研修会（ＰＥＡＣＥ研修会） 6 36

大分大学医学部附属
病院

がん相談
H30年2月10日～

1日間

九州沖縄ブロック地
域相談支援フォーラ
ムin大分

大分県がん診療連携
協議会

井上祥明（別府医療セン
ターがん相談室）MSW、
杉永彰子（大分県立病院
がん相談支援センター）
看護師、山下香美（大分
大学医学部附属病院が
ん相談支援センター）
MSW、平山由佳（大分大
学医学部附属病院がん
相談支援センター）看護
師

九州沖縄8県のがん診
療連携拠点病院医療
従事者、がん診療に関
わる医療従事者

・九州沖縄ブロック各県の
がん相談支援センターの活
動に関する情報交換
・がん相談員の相談対応の
質向上,活動支援

・各県の取り組み報告
・がん相談員のストレスに関するアンケート結果報告　
・「マインドフルネス」の講義　講師：関西学院大学　
 池埜　聡教授

56 132

49
宮崎大学医学部附属
病院

○
H30年1月21日～

3日間

宮崎大学公開講座　
ELNEC-J研修　～生
活を支える緩和ケア
～

宮崎大学医学部附属
病院

がん診療部　部長、看護
師長

宮崎県内の看護師。看
護師経験3年以上で3
日間受講できる方

日本緩和医療学会ELNEC-
Jコアカリキュラム看護師教
育プログラムに準じた内容
で開催し、宮崎県において
質の高い緩和ケアが提供
できるように、知識・技術を
習得し、緩和ケアの実践が
できる

日本緩和医療学会ELNEC-Jコアカリキュラム看護師教育プログラ
ム（研修項目10：エンド・オブ・ライフ・ケアにおける看護、痛みのマ
ネジメント、症状マネジメント、エンド・オブ・ライフ・ケアにおける倫理
的問題、エンド・オブ・ライフ・ケアにおける文化への配慮、コミュニ
ケーション－患者の意思決定を支えるために/ロールプレイ含む、
喪失・悲嘆・死別、臨死期のケア、高齢者のエンド・オブ・ライフ・ケ
ア、質の高いエンド・オブ・ライフ・ケアの達成）

9 18

宮崎大学医学部附属
病院

○
H30年2月10日～

1日間
緩和ケア講演会

宮崎大学医学部附属
病院　宮崎県がん診療
連携協議会

がん診療部　部長、看護
師長

宮崎県内の医療関係
者

がんと診断されたときから
の緩和ケアの提供の重要
性を理解できる

我が国が目指す緩和ケアと現状 ・基本的緩和ケアの実際
・緩和ケアを専門職に繋ぐ意味 ・「がんと生きる」を支えるとは
・「がんと診断されたときからの緩和ケア」が提供できるようになるた
めの仕組み
作りとその実際
・「がんと診断されたときからの緩和ケア」を提供するための看護師
の役割

34 150

宮崎大学医学部附属
病院

○
H30年1月28日～

1日間
宮崎県病院薬剤師会
研修会

宮崎県病院薬剤師会
宮崎大学医学部附属病
院薬剤部　教授

宮崎県病院薬剤師会
会員

病院・診療所に勤務する薬
剤師（宮崎県病院薬剤師会
会員）の専門領域の知識向
上のため。

胃癌治療の現状と展望 39 103

宮崎大学医学部附属
病院

○
H30年3月25日～

1日間
宮崎県病院薬剤師会
研修会

宮崎県病院薬剤師会
宮崎大学医学部附属病
院薬剤部、教授

宮崎県病院薬剤師会
会員

病院・診療所に勤務する薬
剤師（宮崎県病院薬剤師会
会員）の専門領域の知識向
上のため。

肺癌領域における持続性G-CSFの使い方について 32 106

宮崎大学医学部附属
病院

○
H29年8月5日～

1日間
困難事例検討

宮崎県がん診療連携
協議会 相談支援専門
部会

宮崎県がん診療連携協
議会 相談支援専門部会

宮崎県相談支援専門
部会 がん相談員

相談員のスキルアップを図
る

・事例をグループ（１グループ４～６人）毎で検討する
・まとめの発表

5 17

宮崎大学医学部附属
病院

患者支援
センター

H30年1月13日～
1日間

治療と職業生活の両
立支援

宮崎県がん診療連携
協議会 相談支援専門
部会

宮崎県がん診療連携協
議会 相談支援専門部会

宮崎県相談支援専門
部会　がん相談員・宮
崎県の実務者

相談者が安心して治療を受
けながら、働き続けるため
の社会制度
職場の支援体制などの理
解を深める

講演「治療と職業生活の両立支援」
講師　特定社会保険労務士・産業カウンセラー
酒井 春江先生

11 32

50 鹿児島大学病院 ○
H29年8月26日～

1日間

鹿児島県がん診療連
携協議会四部門合同
研修会化学療法部門

鹿児島大学病院

腫瘍センター・センター長
（教授）
（がん診療企画部門　化
学療法）

医師、薬剤師、認定看
護師,がん登録部門

化学療法に関する問題点
や最新情報の共有

レクチュア（質疑を含み３０分）　症例提示 20 30

鹿児島大学病院 ○
H29年11月18日、19

日
2日間

患者の意向を尊重し
た意思決定支援のた
めの研修会in鹿児島
2017

鹿児島大学病院・相良
病院

上野真一
（鹿児島大学病院腫瘍セ
ンター長・緩和ケアセン
ター長）
江口惠子
（相良病院総看護部長）

・医師を含む他職種
チームで参加できる
・人生の最終段階にお
ける医療に携わる医療
従事者としての経験が
３年以上

「人生の最終段階における
医療の決定プロセスに関す
るガイドライン」を認識し各
施設において人生の最終
段階における医療に携わっ
ている医療者が実践できる
こと

・人生の最終段階の意思決定に関する総論
・患者自身の意思決定能力の評価
・患者本人との合意形成
・アドバンス・ケア・プランニングとは
・患者の推定意志の決定
・多職種での合意形成

8 31

鹿児島大学病院 ○
H30年2月24日～

1日間
緩和ケア学術講演 鹿児島大学病院

上野真一　
（鹿児島大学病院腫瘍セ
ンター長・緩和ケアセン
ター長）

鹿児島大学病院医療
関係者
地域医療機関等の医
療関係者

震災後の医療活動と緩和
ケアとしての役割とその活
動について体験を通して学
ぶ

講演「東日本大震災後の岩手県立大船渡病院における緩和ケア」 21 142

鹿児島大学病院 ○
H29年8月5日、9月3日

2日間

ELNEC-Jコアカリキュ
ラム2017看護師教育
プログラム

鹿児島大学病院
落合美智子　鹿児島大学
病院専門看護師

がん看護に3年以上携
わっている看護師

質の高いエンド・オブ・ライ
フ・ケアを提供するために
必要な知識を学び、看護師
の役割について考える。

ELNEC-Jコアカリキュラムに沿って講義及びケーススタディやロー
ルプレイを実施
（2日間とも9:00~17:30）

8 28

鹿児島大学病院 ○
H29年10月28日～

0.5日間
第2回　院内がん登録
研修会

鹿児島大学病院

鹿児島大学病院　腫瘍セ
ンター
がん登録部門・がん登録
部門長

全国がん登録実務者
等

・鹿児島県のがん登録の現
状について、県の状況を理
解する。
・登録したがんデータがど
のように活用されるのか理
解し、データの精度管理の
必要性について、理解す
る。

・鹿児島県のがん登録について
・がん対策に活用できる高精度のがん登録を実現するには

65 109



化学療
法

緩和ケ
アチー

ム
看護師 薬剤師

その他
（分野）

研修開催日
（H○年○月○日～

○日間）
研修名 主催施設

研修企画者
部署・職位

研修対象者 研修目的
研修内容

（プログラムの項目等の概略）

参加施
設数（施
設数）

参加者数
（人）

実施した研修会の概要について

No 施設

平成29年度に実施した研修

鹿児島大学病院 ○
H29年12月2日～

2日間
第3回　院内がん登録
研修会

鹿児島大学病院

鹿児島大学病院　腫瘍セ
ンター
がん登録部門・がん登録
部門長

院内がん登録実務者
等

・がん登録法が施行され、
実務者の今後の役割を理
解する。　　・UIＣＣ版で特に
変更が多い部位（肝、食
道、胃、肺）の病期分類を
理解する。

・がん登録実務者のこれから
・肝の病期分類
・食道・胃の病期分類
・肺の病期分類

22 40

鹿児島大学病院 ○
H30年1月27日～

1日間
第４回　院内がん登
録研修会

鹿児島大学病院

鹿児島大学病院　腫瘍セ
ンター
がん登録部門・がん登録
部門長

院内がん登録実務者
等

・ＩＣＤＯ３コーディングの
ルールについて、改めて学
び、データの精度をあげる。
・標準登録様式について自
施設からの質問内容も交え
て、再学習する。

・改めて見直そうＩＣＤＯ３コーディングルール
・標準登録様式における品質管理

21 39

鹿児島大学病院 ○
H30年2月24日～

1日間
第５回　院内がん登
録研修会

鹿児島大学病院

鹿児島大学病院　腫瘍セ
ンター
がん登録部門・がん登録
部門長

院内がん登録実務者
等

・予後調査と改正個人情報
保護法について理解する。
・鹿児島県内の拠点病院、
指定病院におけるがん登
録体制と取組みについて、
各施設代表者が発表し、情
報を共有する。

・鹿児島県の予後判明率に対する提案
・施設発表、来年度の取組みについて

21 37

51
琉球大学医学部附属
病院

○
H29年11月14日～

1日間

化学療法と副作用対
策研修会　「がん免疫
療法について」

琉球大学医学部附属
病院（共催　沖縄県が
ん診療連携協議会　研
修部会）

増田昌人・がんセンター・
センター長（診療教授）

拠点病院及び診療病
院をはじめとするがん
化学療法に携わる医
師
（それ以外の医療関係
者も参加は可能）

拠点病院及び診療病院を
はじめとするがん化学療法
に携わる医師へ最新情報
を伝えるとともに、沖縄県内
のがん化学療法のレベル
アップを図る

沖縄県立中部病院　血液・腫瘍内科部長（がん薬物療法専門医・血
液専門医）による講義と質疑応答

不明
（5施設
以上）

37

琉球大学医学部附属
病院

○
H29年9月30日～

1日間
第1回沖縄県緩和ケ
アチーム研修会

琉球大学医学部附属
病院（共催：沖縄県が
ん診療連携協議会　緩
和ケア部会）

○新屋洋平（県立中部病
院　地域ケア科医師）○
川田聡（県立南部医療セ
ンター・こども医療セン
ター　精神科医師）○佐
久川卓（琉球大学医学部
附属病院　薬剤部）○多
和田慎子（琉球大学医学
部附属病院　看護部　緩
和ケアセンタージェネラル
マネージャー）

がん診療連携拠点病
院をはじめ、県内でが
ん診療を行っている医
療機関の①身体担当
医師、②精神担当医
師、③看護師、④薬剤
師、⑤MSW、⑥リハビ
リ、⑦臨床心理士、⑧
その他

ゆいまーる精神に基づいて
沖縄県緩和ケアチームの
質の連携ならびに維持向上
をはかり、がんに罹患した
患者とその家族が苦痛なく
安心して療養生活を送れる
ようになることを目的とす
る。

①参加緩和ケアチーム紹介
②講演：緩和ケアチームについて、グループワーク『包括的アセスメ
ント』
③グループワーク『専門職の役割』
④ワールドカフェ『緩和ケアチームの困りごと』
⑤グループワーク『私たちチームのこれから』

12 71

琉球大学医学部附属
病院

○
H29年12月22日～

1日間
トータルペインへの対
応（離島　出張研修）

琉球大学医学部附属
病院

伊波華（琉球大学医学部
附属病院　看護部　緩和
ケアセンター）、多和田慎
子（琉球大学医学部附属
病院　看護部　緩和ケア
センタージェネラルマネー
ジャー）

看護師

事例を用いてのトータルペ
インのアセスメント、意思決
定支援のポイント、レス
キュー対応や評価方法につ
いて学ぶ

①事例検討（3例）
②がん患者・家族へのよりよい意思決定支援に向けたチームアプ
ローチ

1 15

琉球大学医学部附属
病院

○
H30年1月6日～

2日間

ELNEC-Jコアカリキュ
ラム看護師教育プロ
グラム2017年度

県立中部病院
県立中部病院
外来師長/緩和ケア認定
看護師

臨床経験3年目以上の
看護師

1.人々への質の高いEnd-
of-Lifeケアを提供できるよ
うに、知識・技術を習得す
る、2.県内ELNEC-J指導者
の知識・技術を発揮する場
とする

①エンド・オブ・ライフケアにおける看護
②痛みのマネジメント
③症状マネジメント
④エンド・オブ・ライフケアにおける倫理的問題
⑤エンド・オブ・ライフケアにおける文化への配慮
⑥コミュニケーション
⑦喪失・悲嘆・死別
⑧臨死期ケア
⑨高齢者のエンド・オブ・ライフケア
⑩質の高いエンド・オブ・ライフケアの達成目標・行動計画立案

23 40

琉球大学医学部附属
病院

○
H29年1月30日～

1日間
緩和ケアにおける地
域連携

琉球大学医学部附属
病院

多和田慎子（琉球大学医
学部附属病院　看護部　
緩和ケアセンタージェネラ
ルマネージャー）

緩和ケアに携わる医療
者

切れ目のない緩和ケアを目
指す地域連携

1.緩和ケアにおける地域連携-いつでもどこでも切れ目のない緩和
ケアを提供するために-、
②在宅医療最前線-本人と家族、周りが満足できる地域医療連携を
めざして-、
③参加施設紹介、
④地域連携における病院側の疑問・困難点、地域医療者からの希
望について情報提供

20 52

琉球大学医学部附属
病院

○
H30年1月27日～

1日間

がん化学療法の指導
ツール作成を通じ、薬
剤師として必要なスキ
ルを学ぶ

琉球大学医学部附属
病院

琉球大学医学部附属病
院　薬剤師

薬剤師

がん化学療法の代表的な
レジメンについて、最適な
支持療法の設定、予想され
る副作用の予防、対処方
法、モニタリングすべき項目
などをワークショップを通じ
て学ぶことを目的としていま
す。

添付資料参照
（講演、グループワーク）

9 37
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